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■
ま
え
が
き 

弘
法
大
師
空
海
（
以
下
、
宗
祖
大
師
）
は
、
高
野
山
の
造
営
に
着
手
し
て
間
も
な
い
多
忙
な
時
期
（
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
前
後
）
に
、
主
著

の
一
つ
『
即
身
成
仏
義
』
に
続
き
『
声
字
実
相
義
』
を
著
わ
し
た
。
独
自
の
密
教
思
想
が
集
大
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。 

「
声
字
実
相
」
と
は
、
宗
祖
大
師
の
密
教
思
想
の
な
か
で
も
「
顕
密
二
教
」「
六
大
体
大
」「
阿
字
本
不
生
」「
即
身
成
仏
」
な
ど
と
と
も
に
そ
の

中
核
を
な
し
、「
法
身
説
法
」
の
根
拠
と
な
る
教
理
で
あ
る
。
宗
祖
大
師
が
そ
れ
を
『
声
字
実
相
義
』
と
し
て
一
冊
に
ま
と
め
残
し
た
の
も
重
要
さ

の
顕
わ
れ
で
あ
ろ
う
。『
声
字
実
相
義
』
は
周
知
の
通
り
、、『
即
身
成
仏
義
』『
吽
字
義
』
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
三
部
作
と
し
て
、
真
言
宗
の
伝
統

教
学
で
は
中
心
の
書
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
声
字
実
相
義
』、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
未
完
成
交
響
曲
」
で
は
な
い
が
、
未
完
成
に
見
え
る
書
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
冒
頭
で
、

こ
れ
か
ら
「
一
に
叙
意
、
二
に
釈
名
体
義
、
三
に
問
答
」
を
説
く
と
言
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
「
叙
意
」「
釈
名
」
に
続
く
「
釈
体
義
」
の
途
中
で

終
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
已
に
声
字
実
相
義
を
釈
し
竟
ん
ぬ
」
と
い
う
終
了
宣
言
が
な
い
。 

具
に
は
、「
釈
体
義
」
の
な
か
で
「
声
字
実
相
」
の
内
容
を
説
く
偈
頌
「
五
大
に
皆
響
き
有
り 

十
界
に
言
語
を
具
す 

六
塵
悉
く
文
字
な
り 

法

身
は
是
れ
実
相
な
り
」
を
説
き
、「
五
大
」「
十
界
」
と
順
に
釈
し
、
次
い
で
「
六
塵
」（
色
塵
・
声
塵
・
香
塵
・
味
塵
・
触
塵
・
法
塵
、
六
境
）
の

最
初
の
「
色
塵
」
を
釈
し
終
え
た
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
て
、
残
り
の
「
五
塵
」
は
説
か
れ
ず
、
冒
頭
に
言
っ
て
い
た
「
三
に
問
答
」
も
説
か
れ
ず

じ
ま
い
な
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
伝
統
教
学
で
は
、
説
か
れ
な
か
っ
た
「
声
塵
」
以
下
の
「
五
塵
」
は
「
色
塵
」
と
同
様
に
解
釈
す
れ
ば
よ
く
、
そ
れ
を
書
い
て

も
煩
雑
に
な
る
だ
け
な
の
で
宗
祖
大
師
は
省
い
た
と
見
る
説
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
そ
れ
は
少
々
粗
雑
な
見
解
で
、
私
な
ど
は
と
く
に
「
声
塵
」

や
「
法
塵
」
な
ど
は
宗
祖
大
師
の
釈
を
直
接
知
り
た
い
と
思
う
。 

 



以
上
の
事
情
で
、『
声
字
実
相
義
』
は
「
叙
意
」「
釈
名
体
義
」「
問
答
」
か
ら
成
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
実
際
の
内
容
は
「
叙
意
」
と
「
釈
名
」
と

「
釈
体
義
」
の
途
中
「
六
塵
」
の
最
初
の
「
色
塵
」
の
釈
ま
で
で
あ
る
。 

 

「
叙
意
」
は
大
意
を
述
べ
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
こ
で
は
「
如
来
の
説
法
は
必
ず
文
字
に
よ
る
。
文
字
の
所
在
は
六
塵
そ
の
体
な
り
。
六
塵
の

本
は
法
仏
の
三
密
こ
れ
な
り
」「
い
わ
ゆ
る
声
学
実
相
と
は
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
法
仏
平
等
の
三
密
、
衆
生
本
有
の
曼
茶
な
り
」
と
い
っ
た
有
名
で

か
つ
難
解
な
フ
レ
ー
ズ
が
出
て
く
る
。 

「
釈
名
」
は
、「
声
字
実
相
義
」
と
い
う
書
の
タ
イ
ト
ル
の
字
義
解
説
で
、「
内
外
の
風
気
纔
か
に
発
っ
て
必
ず
響
く
を
名
づ
け
て
声
と
曰
う
」

と
い
っ
た
有
名
な
句
が
登
場
す
る
。
宗
祖
大
師
は
、「
声
字
実
相
」
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
の
合
成
語
（
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
）
に
倣
っ
て
「
声
」「
字
」

「
実
相
」
と
い
う
三
つ
の
語
の
合
成
語
と
見
て
、
合
成
語
の
六
つ
の
解
釈
法
（「
六
合
釈
」）
に
よ
る
六
通
り
の
解
釈
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
こ
で

な
ぜ
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
語
法
を
持
ち
出
す
の
か
、
私
に
は
不
可
解
で
あ
る
が
、
釈
文
の
な
か
に
「
六
合
釈
」
を
持
ち
出
す
の
は
、
宗
祖
大
師
に

よ
く
見
ら
れ
る
ク
セ
で
は
あ
る
。 

「
釈
体
義
」
は
い
わ
ば
本
論
で
、
ま
ず
「
声
字
実
相
」
の
経
証
と
し
て
『
大
日
経
』「
具
縁
品
」
の
「
等
正
覚
の
真
言 

言
と
名
と
成
立
と
の
相

は 

因
陀
羅
宗
の
如
く
し
て 

諸
の
義
利
成
就
せ
り 

増
加
の
法
句
と 

本
名
行
相
応
有
り
」
と
い
う
句
文
を
引
用
し
、
そ
れ
を
解
説
す
る
。
本
論
を

述
べ
る
に
あ
た
っ
て
ま
ず
論
拠
を
仏
教
経
典
か
ら
囲
繞
す
る
の
で
あ
る
。
余
談
な
が
ら
、
こ
の
経
証
を
用
い
る
著
述
方
法
は
中
国
古
典
の
有
名
な

註
釈
家
鄭
玄
に
顕
著
な
方
法
で
、
そ
の
鄭
玄
の
註
に
な
る
漢
籍
を
宗
祖
大
師
は
少
年
期
に
か
た
っ
ぱ
し
か
ら
暗
記
し
て
い
た
。 

次
に
、
本
論
を
述
べ
る
有
名
な
自
頌
「
五
大
に
皆
響
き
有
り 

十
界
に
言
語
を
具
す 

六
塵
悉
く
文
字
な
り 

法
身
は
是
れ
実
相
な
り
」
を
出
し
て
、

「
五
大
に
～
」「
十
界
に
～
」「
六
塵
悉
く
～
」「
法
身
は
～
」
の
四
句
を
解
説
す
る
。
途
中
「
六
塵
」
の
釈
に
入
り
、
最
初
の
「
色
塵
」、
す
な
わ

ち
視
覚
（
眼
識
）
が
と
ら
え
る
物
質
的
な
モ
ノ
（
色
（
し
き
））
の
解
説
に
字
数
を
費
や
し
、
こ
の
「
色
塵
」
を
釈
し
終
え
た
と
こ
ろ
で
、「
已
に

色
塵
の
文
を
釈
し
竟
ん
ぬ
」
と
「
色
塵
」
の
終
了
宣
言
を
行
い
、
そ
こ
で
終
っ
て
い
る
。 

 



時
に
、
宗
祖
大
師
が
「
そ
れ
如
来
の
説
法
は
必
ず
文
字
に
よ
る
。
文
字
の
所
在
は
六
塵
そ
の
体
な
り
」「
是
く
の
如
く
、
一
切
の
顯
・
形
・
表
の

色
は
、
是
れ
眼
の
所
行
・
眼
の
境
界
、
眼
識
の
所
行
・
眼
識
の
境
界
・
眼
識
の
所
縁
、
意
識
の
所
行
・
意
識
の
境
界
・
意
識
の
所
縁
な
り
。
之
を

差
別
と
名
づ
く
」「
是
く
の
如
く
の
差
別
は
即
ち
是
れ
文
字
な
り
。
各
々
の
相
は
則
ち
是
れ
文
（
も
ん
）
な
り
。
各
々
の
文
に
則
ち
各
々
の
名
字
有

り
。
故
に
文
字
と
名
づ
く
。
此
れ
是
の
三
種
の
色
の
文
字
な
り
」「
又
、
十
種
の
色
を
立
つ
。
具
に
は
彼
に
説
く
が
如
し
。
是
く
の
如
く
の
種
種
の

色
の
差
別
は
即
ち
是
れ
文
字
な
り
」「
又
、
五
色
を
以
っ
て
阿
字
等
を
書
く
は
亦
た
色
の
文
字
と
名
づ
く
」「
又
、
種
種
の
有
情
非
情
を
彩
畫
す
る

は
亦
た
色
の
文
字
と
名
づ
く
」「
錦
繍
綾
羅
等
も
亦
た
是
れ
色
の
文
字
な
り
」「『
法
華
（
経
）』『
華
嚴
（
経
）』『（
大
）
智
度
（
論
）』
等
も
亦
た
具

さ
に
種
種
の
色
の
差
別
を
説
く
。
然
れ
ど
も
、
内
外
の
十
界
等
に
は
出
ず
。
是
く
の
如
く
の
色
等
の
差
別
、
是
れ
を
色
の
文
字
と
名
づ
く
」「
能
生

は
則
ち
五
大
・
五
色
な
り
。
所
生
は
則
ち
三
種
世
間
な
り
。
此
れ
是
の
三
種
世
間
に
無
邊
の
差
別
有
り
。
是
れ
を
法
然
・
隨
縁
の
文
字
と
名
づ
く
」

な
ど
の
偈
頌
や
句
文
で
た
び
た
び
説
い
た
「
文
字
」
で
あ
る
。「
如
来
の
説
法
（
法
身
説
法
）」
は
「
必
ず
文
字
」
に
よ
る
の
だ
が
、
こ
の
「
文
字
」

に
つ
い
て
、
仏
教
研
究
者
の
間
で
こ
れ
と
い
っ
た
言
語
学
的
な
解
釈
や
言
及
が
あ
る
の
を
知
ら
な
い
。 

 

私
は
「
文
字
」
を
敢
え
て
「
言
語
表
現
」
と
言
い
換
え
た
が
、
宗
祖
大
師
が
「
文
字
」
を
「
差
別
」（
区
別
）
と
も
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
井
筒
俊
彦
な
ら
こ
れ
を
「
分
節
」
と
言
う
だ
ろ
う
か
。
ソ
シ
ュ
ー
ル
な
ら
「
差
異
（
の
体
系
）」
か
。
と
も
あ
れ
、
ロ
ー
マ
ン
・
ヤ
コ
ブ
ソ
ン

が
言
っ
た
「（
空
海
は
）
日
本
の
も
っ
と
も
偉
大
な
言
語
学
者
」（『
ロ
ー
マ
ン
・
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
選
集
』
２
、「
言
語
と
言
語
科
学
」）
を
は
じ
め
、

私
の
目
に
は
、
森
本
和
夫
の
『
空
海
と
デ
リ
ダ
の
言
語
思
想
』（『
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
』
２
）
や
、
吉
原
瑩
覚
の
「
言
語
と
声
字 

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と

空
海
」（『
即
身
の
哲
学
』）
や
、
下
村
武
の
「
記
号
・
情
報
・
文
字 

空
海
の
『
声
字
実
相
義
』
考
序
説
」（
大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀

要
）、
同
「
言
語
現
象
雑
考
（
２
） 

空
海
の
言
語
観
に
つ
い
て
」（
大
阪
公
立
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
）
な
ど
（
敬
称
略
）、
仏
教
学
以
外
の

善
知
識
の
労
作
が
光
彩
を
放
っ
て
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
祖
大
師
独
自
の
密
教
思
想
を
世
界
レ
ベ
ル
の
思
想
と
し
て
位
置
づ
け
論
じ
る
と
い
う

意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
宗
祖
大
師
の
密
教
思
想
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の
「
脱
構
造
」「
脱
構
築
」
な
の
で
あ
る
。 

 



こ
の
『
声
字
実
相
義
』
を
読
む
に
あ
た
っ
て
、「
原
文
」
を
「
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
版
」（
大
正NO.2429

）
を
依
用
し

た
。
し
か
し
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
誤
記
が
あ
り
、
電
子
版
「
定
本 

弘
法
大
師
全
集
」
所
収
の
「
声
字
実
相
義
」
を
参
照
し
な
が
ら
、
時
に
私
な
り
に

書
き
下
し
た
。 

「
原
文
」
に
続
い
て
「
書
き
下
し
」
を
付
し
た
。 

「
書
き
下
し
」
に
続
い
て
「
私
訳
」
を
付
け
た
。
私
な
り
の
現
代
語
訳
で
あ
る
が
、
意
訳
に
よ
る
誤
訳
を
避
け
る
た
め
で
き
る
だ
け
原
文
に

添
っ
て
直
訳
し
た
。 

「
私
訳
」
の
あ
と
の
「
註
記
」
は
、
専
門
語
や
難
解
な
語
の
解
説
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
正
確
を
期
し
た
が
調
べ
尽
く
せ
な
い
も
の
や
長
く

な
る
の
で
簡
略
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
と
て
も
時
間
を
費
や
し
た
が
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
ご
参
考
ま
で
に
「
付
記
」
を
付
け
私
論
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

後
期
高
齢
の
せ
い
か
、
パ
ソ
コ
ン
の
文
字
入
力
や
漢
字
変
換
の
ミ
ス
に
鈍
感
に
な
っ
た
。
誤
字
・
脱
字
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
容
赦
を
。 

 

今
回
は
、
松
長
有
慶
博
士
の
『
訳
注 

声
字
実
相
義
』
に
お
世
話
に
な
っ
た
。『
大
日
経
』
そ
の
他
の
引
用
の
典
拠
や
伝
統
教
学
に
関
す
る
註
記

に
は
と
て
も
助
け
ら
れ
た
。
ま
た
学
友
松
本
照
敬
師
の
『
声
字
実
相
義 

訳
注
』（『
弘
法
大
師 

空
海
全
集
』
第
二
巻
）・『
現
代
語
訳 

声
字
実
相
義
』

（『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
通
号
５
）
を
参
照
し
た
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
詳
し
い
師
ら
し
い
註
記
に
し
ば
し
ば
納
得
し
た
。
学
恩
に
心
か
ら

の
感
謝
を
さ
さ
げ
る
次
第
で
あ
る
。 

    



■
「
声
字
実
相
義
」 

原
文
・
書
き
下
し
・
註
記
・
私
訳
・
付
記 

 

■
題
名 
聲
字
實
相
義 

 

■
序 

◆
本
著
の
内
訳
（
一
叙
意
・
二
釈
名
体
義
・
三
問
答
） 

【
原
文
】 

一
叙
意 

二
釋
名
體
義 

三
問
答
。 

 

【
書
き
下
し
】 

一
に
は
叙
意
、
二
に
は
釋
名
體
義
、
三
に
は
問
答
。 

 

【
註
記
】 

①
叙
意
：
大
意
、
大
要
、
大
綱
。 

②
釋
名
體
義
：
タ
イ
ト
ル
の
解
説
と
内
容
の
説
明
。 

 

【
私
訳
】 

は
じ
め
に
、
こ
の
著
の
大
要
、
次
に
、
タ
イ
ト
ル
の
解
説
と
内
容
の
説
明
を
述
べ
（
釈
名
体
義
）、
最
後
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
答
え

る
（
問
答
）。 

 



◆
本
著
の
概
要
（
叙
意
） 

【
原
文
】 

初
叙
意
者
。
夫
如
來
説
法
必
藉
文
字
。
文
字
所
在
六
塵
其
體
。
六
塵
之
本
法
佛
三
密
即
是
也
。
平
等
三
密
遍
法
界
而
常
恒
。
五
智
四
身
具
十
界
而

無
缺
悟
者
號
大
覺
。
迷
者
名
衆
生
。
衆
生
癡
暗
無
由
自
覺
。
如
來
加
持
示
其
歸
趣
。
歸
趣
之
本
非
名
教
不
立
。
名
教
之
興
非
聲
字
不
成
。
聲
字
分

明
而
實
相
顯
所
謂
聲
字
實
相
者
。
即
是
法
佛
平
等
之
三
密
衆
生
本
有
之
曼
荼
也
故
。
大
日
如
來
説
此
聲
字
實
相
之
義
。
驚
彼
衆
生
長
眠
之
耳
。
若

顯
若
密
。
或
内
或
外
。
所
有
教
法
誰
不
由
此
門
戸
。
今
憑
大
師
之
提
撕
抽
出
此
義
。
後
之
學
者
尤
研
心
遊
意
而
已
。
叙
大
意
竟
。 

 

【
書
き
下
し
】 

初
め
に
叙
意
と
は
、
夫
れ
如
來
の
説
法
は
必
ず
文
字
に
藉 よ

る
。
文
字
の
所
在
は
六 ろ

く

塵 じ
ん

其
の
體
な
り
。
六
塵
の
本
は
法
佛
の
三
密
即
ち
是
な
り
。
平

等
の
三
密
は
法
界
に
遍
じ
て
常
恒
な
り
。
五
智
四
身
は
十
界
を
具
し
て
缺
く
る
こ
と
無
し
。
悟
れ
る
者
は
大
覺
と
號
し
、
迷
え
る
者
を
衆
生
と
名

づ
く
。
衆
生
癡
暗
に
し
て
自
ら
覺
る
に
由
無
し
。
如
來
加
持
し
て
其
の
歸
趣
を
示
す
。
歸
趣
の
本
名

み
ょ
う

教
き
ょ
う

に
非
ざ
れ
ば
立
せ
ず
。
名
教
の
興
り
聲

字
に
非
ざ
れ
ば
成
ぜ
ず
。
聲
字
分
明
に
し
て
實
相
顯
わ
る
。
い
わ
ゆ
る
聲
字
實
相
と
は
、
即
ち
是
れ
法
佛
平
等
の
三
密
。
衆
生
本
有
の
曼
荼
な
り
。

故
に
、
大
日
如
來
此
の
聲
字
實
相
の
義
を
説
い
て
、
彼
の
衆
生
長
眠
の
耳
を
驚
か
す
。
若
し
は
顯
、
若
し
は
密
、
或
は
内
、
或
は
外
、
所
有
の
教

法
誰
か
此
の
門
戸
に
由
ら
ざ
ら
ん
。
今
大
師
の
提
撕

て
い
ぜ
い

を
憑 た

よ

っ
て
此
の
義
を
抽
出
す
。
後
の
學
者
尤
も
心
を
研
い
て
意
に
遊
ぶ
の
み
。
大
意
を
叙
べ

竟
ん
ぬ
。 

 

【
註
記
】 



①
文
字
：
通
常
の
表
記
文
字
ば
か
り
で
な
く
、
以
心
伝
心
な
ど
の
無
言
表
意
を
含
む
広
い
意
味
の
文
字
。
空
海
独
特
の
言
語
哲
学
。 

②
六
塵
：
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
六
境
。 

③
法
佛
：
法
身
。 

④
五
智
四
身
：
法
身
大
日
如
来
の
法
界
体
性
智
・
大
円
鏡
智
・
平
等
性
智
・
妙
観
察
智
・
成
所
作
智
の
「
五
智
」
と
、
法
身
の
自
性
身
・
受
用
身
・

変
化
身
・
等
流
身
の
「
四
身
」。 

⑤
十
界
：
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
仏
。 

⑥
癡
暗
：
煩
悩
に
左
右
さ
れ
正
し
い
道
理
に
暗
い
こ
と
。
無
知
蒙
昧
。 

⑦
名
教
：
伝
統
教
学
で
は
、
名
句
・
名
文
な
ど
の
意
味
に
と
る
こ
と
が
多
く
、
今
の
研
究
者
も
「
す
ぐ
れ
た
句
」「
当
を
得
た
文
」
な
ど
と
言
う
。

私
は
、
松
長
有
慶
博
士
（『
訳
注 
声
字
実
相
義
』）
の
ご
指
摘
に
納
得
し
、「
コ
ト
バ
に
よ
る
教
え
」
と
と
り
、「
真
実
の
コ
ト
バ
か
ら
派
生
し
た

日
常
の
言
語
（
声
字
）
に
よ
る
教
え
」
と
す
る
。 

⑧
大
師
：
古
来
、
こ
の
大
師
を
法
身
大
日
と
解
釈
す
る
説
と
恵
果
和
尚
と
と
る
説
の
二
説
が
あ
る
。
私
は
法
身
大
日
と
と
る
。 

⑨
提
撕
：
師
の
指
南
・
教
導
。 

 

【
私
訳
】 

は
じ
め
に
、
こ
の
著
の
大
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
も
そ
も
、
法
身
大
日
如
來
の
説
法
は
必
ず
文
字
（
言
語
表
現
）
に
よ
る
。
文
字
（
言
語
表
現
）

は
、
色
（
目
に
映
る
も
の
）
や
声
（
聞
こ
え
る
も
の
）
や
香
（
匂
う
も
の
）
や
味
（
味
が
す
る
も
の
）
や
触
（
触
れ
ら
れ
る
も
の
）
や
法
（
心
に

意
識
さ
れ
る
も
の
）、
す
な
わ
ち
「
六
塵
」
の
な
か
に
あ
る
。「
六
塵
」
の
も
と
は
、
法
身
の
「
三
密
」（
身
・
口
・
意
）
で
あ
る
。
こ
の
「
三
密
」

は
法
界
宇
宙
に
遍
満
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
等
し
く
具
わ
っ
て
い
て
永
久
不
変
で
あ
る
。
法
身
大
日
の
「
五
智
」（
法
界
体
性
智
・
大
円
鏡
智
・
平

等
性
智
・
妙
観
察
智
・
成
所
作
智
）
や
「
四
種
法
身
」（
自
性
身
・
受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
）
は
、「
十
界
」（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・

人
間
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
仏
）
に
欠
け
る
こ
と
が
な
く
具
わ
っ
て
い
る
。
サ
ト
リ
に
到
っ
た
者
を
大
覺
（
仏
）
と
言
い
、
迷
妄
に
さ
ま



よ
う
者
を
衆
生
と
言
う
。
衆
生
は
煩
悩
に
左
右
さ
れ
て
正
し
い
道
理
に
暗
く
、
自
ら
サ
ト
リ
に
到
ろ
う
と
し
な
い
。
だ
か
ら
、
大
日
如
来
は
大
悲

の
力
で
衆
生
を
化
導
し
、
化
導
の
行
き
つ
く
と
こ
ろ
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
の
行
き
つ
く
と
こ
ろ
と
は
、
真
実
の
コ
ト
バ
か
ら
出
た
日
常
の
言
語

（
声
字
）
に
よ
る
教
え
で
な
け
れ
ば
成
り
立
た
ず
、
そ
う
し
た
教
え
は
日
常
の
言
語
（
声
字
）
で
な
け
れ
ば
興
ら
な
い
。
日
常
の
言
語
（
声
字
）

が
、
真
実
の
コ
ト
バ
か
ら
出
て
い
る
本
性
が
明
確
だ
か
ら
、
も
の
ご
と
の
真
実
相
が
ハ
ッ
キ
リ
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。 

私
が
言
う
「
日
常
の
言
語
は
も
の
ご
と
の
真
実
相
で
あ
る
（
声
字
実
相
）」
と
は
、
法
身
大
日
如
来
の
身
・
口
・
意
の
は
た
ら
き
が
宇
宙
の
す
べ
て

の
存
在
が
等
し
く
具
有
す
る
は
た
ら
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
世
間
の
衆
生
誰
も
が
生
ま
れ
つ
き
具
有
し
て
い
る
真
実
の
世
界
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、

大
日
如
來
は
こ
の
「
声
字
実
相
」
の
意
味
を
説
き
、
長
い
迷
妄
の
眠
り
に
ふ
け
る
世
間
衆
生
の
耳
を
驚
か
せ
た
の
で
あ
る
。
顕
教
で
も
密
教
で
も
、

仏
教
内
で
も
仏
教
外
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
教
え
は
こ
の
法
門
（
密
教
）
に
よ
る
し
か
な
い
。
今
、
偉
大
な
尊
師
（
法
身
大
日
）
の
教
導
に
よ
っ
て
「
声

字
実
相
」
の
意
味
を
略
出
し
た
。
後
世
、
こ
れ
を
学
ぶ
者
は
心
を
研
き
真
意
を
味
わ
う
べ
き
だ
と
言
う
の
み
で
あ
る
。
以
上
で
こ
の
著
の
大
意
を

述
べ
終
わ
っ
た
。 

 

【
付
記
１
】 

『
声
字
実
相
義
』
の
大
意
を
述
べ
る
「
叙
意
」
は
有
名
な
「
夫
れ
、
如
來
の
説
法
は
必
ず
文
字
に
藉
る
」
か
ら
は
じ
ま
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
続
く

「
文
字
の
所
在
は
六
塵
其
の
體
な
り
」「
六
塵
の
本
は
法
佛
の
三
密
即
ち
是
な
り
」「
平
等
の
三
密
は
法
界
に
遍
じ
て
常
恒
な
り
」
が
こ
の
『
声
字

実
相
義
』
の
キ
モ
で
あ
り
、
宗
祖
大
師
独
自
の
「
法
身
説
法
」
の
論
証
で
あ
る
。
こ
の
数
句
は
と
て
も
難
解
で
、
そ
の
奥
に
秘
さ
れ
た
宗
祖
大
師

の
教
理
学
を
正
し
く
理
解
す
る
の
は
学
界
に
身
を
置
か
な
い
草
学
道
に
は
容
易
で
は
な
い
が
、
敢
え
て
私
な
り
の
理
解
を
示
せ
ば
以
下
の
如
く
で

あ
る
。 

宗
祖
大
師
は
先
ず
、
単
刀
直
入
に
「
そ
も
そ
も
法
身
大
日
如
来
の
説
法
は
必
ず
文
字
（
言
語
）
に
よ
る
」
と
言
っ
て
「
法
仏
の
談
話
」、
す
な
わ
ち

「
法
身
説
法
」
を
「
声
字
実
相
」
の
前
提
に
置
く
。
そ
の
「
文
字
」
と
は
何
か
と
言
う
と
、「
六
塵
の
体
に
所
在
す
る
」
と
言
う
。「
六
塵
」
と
は

「
色
（
塵
）」「
声
（
塵
）」「
香
（
塵
）」「
味
（
塵
）」「
触
（
塵
）」「
法
（
塵
）」
で
、
そ
こ
に
「
如
来
の
説
法
」、
す
な
わ
ち
「
文
字
」
が
あ
る
の



だ
と
。
こ
れ
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
、
先
学
は
ほ
ぼ
語
ら
な
い
。
わ
ず
か
に
宥
快
（『
声
字
実
相
義
鈔
』）
を
参
考
に
し
て
解
釈
す
れ
ば
、
例
え
ば
、

無
言
・
無
文
字
で
た
だ
指
さ
す
の
も
言
語
表
現
で
「
色
塵
」
説
法
、
声
を
出
し
て
法
を
説
く
言
語
表
現
は
「
声
塵
」
説
法
、
花
が
芳
し
い
香
り
を

発
し
て
心
を
和
ま
せ
る
の
も
言
語
表
現
で
、「
香
塵
」
説
法
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
「
味
塵
」
に
も
「
触
塵
」
に
も
「
法
塵
」
に
も
言
語
表
現
（
説
法
）

が
所
在
す
る
。 

す
な
わ
ち
、
宗
祖
大
師
が
言
う
「
如
来
の
説
法
」
と
は
、「
声
塵
」（
音
声
）
で
語
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
視
覚
や
聴
覚
や
嗅
覚
や
味
覚

や
触
覚
や
意
識
作
用
の
対
象
で
あ
る
「
目
に
映
る
も
の
」「
聞
こ
え
る
も
の
」「
匂
う
も
の
」「
味
が
す
る
も
の
」「
触
れ
ら
れ
る
も
の
」「
意
識
さ
れ

る
も
の
」
に
お
け
る
言
語
表
現
な
の
だ
。
そ
う
理
解
す
れ
ば
、
絵
画
・
造
形
・
書
物
・
映
像
な
ど
、
目
に
映
る
も
の
は
み
な
「
色
塵
」
に
お
け
る

「
如
来
の
説
法
」
で
あ
り
、
学
校
の
授
業
や
講
義
、
坊
さ
ん
の
講
説
・
説
教
も
、
歌
も
楽
器
の
演
奏
も
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
風
雨
な
ど
自
然
界
の

さ
ま
ざ
ま
な
音
も
、
耳
に
聞
こ
え
る
も
の
は
す
べ
か
ら
く
「
声
塵
」
に
お
け
る
「
如
来
の
説
法
」
で
あ
り
、
花
の
匂
い
を
は
じ
め
匂
う
も
の
は
、

す
べ
て
「
香
塵
」
に
お
け
る
「
如
来
の
説
法
」
で
、「
味
塵
」
も
「
触
塵
」
も
然
り
、
さ
ら
に
「
以
心
伝
心
」
と
い
っ
た
意
識
作
用
も
「
法
塵
」
に

お
け
る
「
如
来
の
説
法
」
で
あ
り
、
大
乗
ま
で
凡
夫
・
衆
生
の
妄
執
の
対
象
だ
っ
た
「
六
塵
」
に
、
宗
祖
大
師
は
「
文
字
」、
す
な
わ
ち
「
如
来
の

説
法
」
の
依
所
を
見
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
の
ち
に
説
か
れ
る
「
是
れ
法
仏
平
等
の
三
密
。
衆
生
本
有
の
曼
荼
な
り
」
に
つ
な
が
る
「
六
塵
」
即

「
実
相
」
が
察
せ
ら
れ
る
。 

続
け
て
、「
六
塵
の
本
は
法
仏
の
三
密
」
で
あ
っ
て
「
三
密
は
あ
ま
ね
く
法
界
に
遍
満
」
と
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
如
来
の
説
法
」
の
在
処
で

あ
る
凡
夫
・
衆
生
や
自
然
界
の
「
六
塵
」
は
も
と
も
と
、
法
界
の
真
実
態
（
真
如
）
で
あ
る
法
身
大
日
如
来
の
「
三
密
」（
身
・
口
・
意
）
の
活
動

に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
「
三
密
」
は
あ
ま
ね
く
法
界
に
遍
満
し
常
住
不
変
で
あ
る
、
と
。
つ
ま
り
、「
如
来
の
説
法
」
は
本
来
、
法
身
大
日
如
来
の

「
三
密
」
の
活
動
で
、
法
界
宇
宙
に
遍
満
し
て
い
て
、
私
た
ち
凡
夫
・
衆
生
に
は
「
六
塵
」
を
通
じ
て
「
文
字
」
と
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た

そ
の
先
を
言
え
ば
、
法
界
（
事
事
無
礙
・
真
如
・
法
爾
自
然
）
の
真
実
態
を
そ
の
身
体
と
し
、
自
ら
の
真
実
を
「
三
密
」
を
通
じ
て
発
す
る
法
身

大
日
如
来
の
「
説
法
」
は
、
そ
の
ま
ま
真
実
で
あ
り
、「
実
相
」
で
あ
り
、
如
義
語
で
あ
り
、
秘
密
語
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
真
言
」
な
の
で
あ
る
。 

 



【
付
記
２
】 

「
声
字
実
相
」
に
は
「
法
身
説
法
」
と
い
う
空
海
独
自
の
言
語
哲
学
が
前
提
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
乗
仏
教
で
は
宇
宙
の
真
実
（
真
如
）
そ
の

も
の
の
仏
で
説
法
し
な
か
っ
た
法
身
ビ
ル
シ
ャ
ナ
が
、
密
教
で
は
法
身
大
日
如
来
と
な
り
、
自
ら
の
サ
ト
リ
（
自
内
証
）
を
自
ら
享
受
し
楽
し
ん

だ
り
（
自
受
法
楽
）、
凡
夫
・
衆
生
に
自
ら
の
サ
ト
リ
を
説
い
た
り
す
る
（
法
身
説
法
）。
そ
の
説
法
の
コ
ト
バ
は
真
実
そ
の
も
の
（
如
義
語
）
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
世
俗
通
常
の
音
声
で
発
し
て
も
、
文
字
で
表
記
し
て
も
、
そ
の
本
質
は
真
実
で
あ
る
こ
と
（
如
義
語
）
に
変
り
は
な
い
。 

大
乗
ま
で
は
、
世
俗
通
常
の
言
語
を
虚
妄
・
戯
論
（
虚
構
）
と
み
な
し
、
サ
ト
リ
の
障
礙
と
し
た
。
サ
ト
リ
は
、
世
俗
通
常
の
言
語
を
越
え
て
、

言
亡
慮
絶
・
言
語
道
断
の
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
禅
宗
で
は
「
不
立
文
字
」「
以
心
伝
心
」
を
言
う
。
臨
済
禅
で
は
、
老
師
と
の
問
答
、
老
師
の

指
南
、
公
案
な
ど
、
世
俗
通
常
の
言
語
の
介
在
を
仮
構
と
し
て
認
め
る
が
、
宗
祖
大
師
は
そ
の
教
理
構
造
を
「
脱
構
築
」
し
た
の
で
あ
る
。 

 

■
本
論 

◆
本
著
の
内
容
（
釈
名
体
義
） 

【
原
文
】 

次
釋
名
體
義
此
亦
分
二
。
一
釋
名
。
二
出
體
義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

次
に
釋
名
體
義
と
は
、
此
に
亦
た
二
を
分
か
つ
。
一
に
は
釋
名
。
二
に
は
出
體
義
。 

 

【
私
訳
】 

次
に
、
釈
名
体
義
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
、
一
つ
に
は
タ
イ
ト
ル
の
解
説
（
釈
名
）、
二
つ
に
は
内
容
の
説
明
（
出
体
義
）
と
に
分
け
る
。 

 



◆
著
名
「
声
字
実
相
」
の
解
説
（
釈
名
） 

【
原
文
】 

初
釋
名
者
。
内
外
風
氣
纔
發
必
響
名
曰
聲
也
。
響
必
由
聲
。
聲
則
響
之
本
也
。
聲
發
不
虚
。
必
表
物
名
號
曰
字
也
。
名
必
招
體
。
名
之
實
相
。
聲

字
實
相
三
種
區
別
名
義
。 

 

【
書
き
下
し
】 

初
に
釋
名
と
は
、
内
外
の
風
氣
纔
に
發
っ
て
必
ず
響
く
を
名
づ
け
て
聲
と
曰
う
な
り
。
響
は
必
ず
聲
に
由
る
。
聲
は
則
ち
響
の
本
な
り
。
聲
發
っ

て
虚
し
か
ら
ず
。
必
ず
物
の
名
を
表
わ
す
を
號
し
て
字
と
曰
う
な
り
。
名
は
必
ず
體
を
招
く
。
之
を
實
相
と
名
づ
く
。
聲
と
字
と
實
相
と
の
三
種
、

區
ま
ち
ま
ち

に
別
る
る
を
義
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
内
外
の
風
氣
：
古
来
、
吸
う
息
（
入
息
）
を
内
風
、
吐
く
息
（
出
息
）
を
外
風
と
い
う
説
と
、
有
情
（
凡
夫
・
衆
生
、
人
間
）
の
息
を
内
風
、

非
情
（
草
木
土
石
な
ど
の
自
然
）
の
息
を
外
風
と
い
う
二
説
が
あ
る
。
私
は
前
者
を
と
る
。 

②
字
：
声
の
長
短
な
ど
の
分
節
。 

 

【
私
訳
】 

は
じ
め
に
（『
声
字
実
相
義
』
と
い
う
）
書
名
の
解
説
（
釈
名
）
で
あ
る
が
、
吸
う
息
（
入
息
）
と
吐
く
息
（
出
息
）
と
が
わ
ず
か
に
発
す
る
と
、

そ
こ
に
か
な
ら
ず
響
き
が
生
じ
る
。
そ
れ
を
「
声
」
と
言
う
。
響
き
は
か
な
ら
ず
「
声
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
。「
声
」
は
響
き
の
も
と
で
あ
る
。「
声
」

が
生
じ
る
と
空
虚
な
も
の
は
何
も
な
く
、
か
な
ら
ず
物
の
名
称
を
表
わ
す
。
そ
れ
を
「
字
」
と
言
う
。
名
称
は
か
な
ら
ず
物
の
本
質
を
呼
ぶ
の
で



あ
る
。
こ
れ
を
「
実
相
」
と
言
う
。「
声
」
と
「
字
」
と
「
実
相
」
の
三
種
が
ま
ち
ま
ち
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
「
義
」
と
言
う
。 

 

【
原
文
】 

又
四
大
相
觸
音
響
必
應
名
曰
聲
也
。
五
音･

八
音･

七
例･

八
轉
。
皆
悉
待
聲
起
。
聲
之
詮
名
必
由
文
字
。
文
字
之
起
本
之
六
塵
。
六
塵
文
字
如
下
釋

若
約
六
離
合
釋
。
由
聲
有
字
。
字
則
聲
之
字
。
依
主
得
名
。
若
謂
實
相
由
聲
字
顯
。
則
聲
字
之
實
相
。
亦
依
主
得
名
。
若
謂
聲
必
有
字
。
聲
則
能

有
。
字
則
所
有
。
能
有
字
財
則
有
財
得
名
。
聲
字
必
有
實
相
。
實
相
必
有
聲
字
。
互
相
能
所
則
得
名
如
上
。
若
言
聲
外
無 

字
。
字
則
聲
持
業
釋
。

若
言
聲
字
外
無
實
相
。
聲
字
則
實
相
亦
如
上
名
。
此
義
大
日
經
疏
中
具
説
。
臨
文
可
知
。
若
噵
聲
字
實
相
極
相
迫
近
不
得
避
遠
。
並
隣
近
得
名
。

若
噵
聲
字
假
而
不
及
理
。
實
相
幽
寂
而
絶
名
。
聲
字
與
實
相
異
。
聲
空
響
而
無
詮
。
字
上
下
長
短
而
爲
文
。
聲
將
字
異
。
並
相
違
立
名
。
帶
數
闕

無
。
如
上
五
種
名
中
。
相
違
約
淺
略
釋
。
持
業･

隣
近
據
深
祕
釋
。
餘
二
通
二
釋 

 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、
四
大
相
觸
れ
て
音
響
必
ず
應
ず
る
を
名
づ
け
て
声
と
曰
う
な
り
。
五
音･

八
音･

七
例･

八
轉
、
皆
悉
く
聲
を
待
っ
て
起
る
。
聲
の
名
を
詮
す
る

こ
と
必
ず
文
字
に
由
る
。
文
字
の
起
る
こ
と
、
本
之
れ
六
塵
な
り
。
六
塵
の
文
字
は
下
に
釋
す
る
が
如
し
。
若
し
六
離
合
釋

り
く
り
が
っ
し
ゃ
く

に
約
せ
ば
聲
に
由
っ

て
字
有
り
。
字
は
則
ち
聲
の
字
な
り
。
依 え

主 し
ゅ

に
名
を
得
。
若
し
實
相
を
謂
わ
ば
、
聲
字
に
由
っ
て
顯
わ
る
は
則
ち
聲
字
の
實
相
な
り
。
亦
た
依
主

に
名
を
得
。
若
し
聲
に
必
ず
字
有
り
と
謂
わ
ば
、
聲
は
則
ち
能
有
、
字
は
則
ち
所
有
、
能
字
の
財
を
有
す
る
は
則
ち
有 う

財 ざ
い

に
名
を
得
。
聲
字
は
必

ず
實
相
を
有
し
、
實
相
は
必
ず
聲
字
を
有
し
、
互
相
に
能
所
た
れ
ば
則
ち
名
を
得
る
こ
と
上
の
如
し
。
若
し
言
う
に
、
聲
の
外
に
字
無
く
、
字
則



ち
聲
な
ら
ば
、
持
業
釋

じ
ご
う
し
ゃ
く

な
り
。
若
し
言
う
に
、
聲
字
の
外
に
實
相
無
く
、
聲
字
は
則
ち
實
相
な
ら
ば
、
亦
た
上
の
名
の
如
し
。
此
の
義
、
大
日
經

疏
の
中
に
具
さ
に
説
け
り
。
文
に
臨
ん
で
知
る
可
し
。
若
し
噵 い

う

う
に
、
聲
と
字
と
實
相
と
極
め
て
相
迫 は

く

近 ご
ん

に
し
て
避 ひ

遠 お
ん

な
る
を
得
ざ
れ
ば
、
並
び

に
隣 り

ん

近 ご
ん

に
名
を
得
。
若
し
噵
う
に
、
聲
字
は
假
に
し
て
理
に
及
ば
ざ
れ
ば
、
實
相
は
幽
寂
に
し
て
名
を
絶
す
。
聲
字
と
實
相
は
異
な
り
、
聲
は
空

し
く
響
い
て
詮
ず
る
こ
と
無
し
。
字
は
上
下
長
短
に
し
て
文
を
爲
す
。
聲
字
と
異
れ
ば
、
並
び
に
相
違
に
名
を
立
つ
。
帶
數
は
闕
け
て
無
し
。
上

の
如
く
の
五
種
の
名
の
中
に
、
相
違
は
淺
略
に
約
し
て
釋
し
、
持
業･

隣
近
は
深
祕
に
據
っ
て
釋
し
、
餘
の
二
つ
は
二
つ
の
釋
に
通
ず
。 

 

【
註
記
】 

①
五
音
：
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
。 

②
八
音
：
金
（
鐘
）・
石
（
磬
）・
糸
（
瑟
琴
）・
竹
（
簫
・
笛
）・
土
（
壎
）・
革
（
鼓
）・
木
（
柷
） 

③
七
例
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
の
七
つ
の
格
変
化
。
主
格
（N

om
in

a
tiv

e

）・
業
格
（A

ccu
sa

tiv
e

）・
具
格
（In

stru
m

en
ta

l

）・
爲
格
（D

a
tiv

e

）・

従
格
（A

b
la

tiv
e

）・
属
格
（G

en
itiv

e

）・
於
格
（L

oca
tiv

e
）。 

④
八
轉
：
右
の
七
格
に
呼
格
（V

o
ca

tiv
e

）
を
加
え
た
八
転
声
。 

⑤
六
離
合
釋
： 

六
合
釈
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
、
い
く
つ
か
複
数
の
名
詞
・
形
容
詞
が
連
な
る
合
成
語
（
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
）
の
六
通
り
の
意
味
の

と
り
方
。「
相
違
釈
」「
依
主
釈
」「
持
業
釈
」「
帯
数
釈
」「
有
財
釈
」「
隣
近
釈
」。 

 

『
實
習
梵
語
學
』（
荻
原
雲
来
）
の
Ｐ
８
９
以
下
、『
実
習
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
』（
吹
田
隆
道
編
著
）
の
Ｐ
１
５
１
以
下
、
参
照
。 

⑥
依
主
（
釈
）：【
付
記
】
参
照
。 

⑦
有
財
（
釈
）：【
付
記
】
参
照
。 



⑧
持
業
釋
：【
付
記
】
参
照
。 

⑨
大
日
經
疏
：『
大
日
経
』
の
註
釈
、
二
十
巻
。
善
無
畏
が
講
説
し
、
一
行
が
筆
録
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
字
句
の
解
釈
に
と
ど
ま
ら
ず
『
大
日
経
』

の
密
教
思
想
を
展
開
し
た
。
松
長
有
慶
博
士
『
訳
注 

声
字
実
相
義
』
に
よ
れ
ば
、
持
業
釈
に
つ
い
て
詳
し
く
書
い
て
あ
る
と
い
う
。 

⑩
迫
近
：
接
近
す
る
、
目
前
に
迫
る
。 

⑪
避
遠
：
遠
く
離
れ
る
こ
と
。 

⑫
隣
近
（
釈
）：【
付
記
】
参
照
。 

⑬
相
違
（
釈
）：【
付
記
】
参
照
。 

⑭
帶
數
（
釈
）：【
付
記
】
参
照
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
、
地
・
水
・
火
・
風
の
四
大
が
触
れ
合
う
と
、
音
を
出
し
響
い
て
必
ず
応
ず
る
こ
と
も
「
声
」
と
言
う
。
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
の
「
五
音
」

も
、
金
（
鐘
）・
石
（
磬
）・
糸
（
瑟
琴
）・
竹
（
簫
・
笛
）・
土
（
壎
）・
革
（
鼓
）・
木
（
柷
）
の
「
八
音
」
も
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
法
の
主
格
・

業
格
・
具
格
・
爲
格
・
従
格
・
属
格
・
於
格
の
「
七
例
」
も
、
そ
れ
に
呼
格
を
加
え
た
「
八
転
（
声
）」
も
、
こ
と
ご
と
く
「
声
」
が
あ
っ
て
可
能

と
な
る
。「
声
」
が
モ
ノ
・
コ
ト
の
名
称
を
表
現
す
る
に
は
、
必
ず
「
文
字
」
に
よ
る
。「
文
字
」
の
起
こ
り
は
、
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の

「
六
塵
」
に
あ
る
。「
六
塵
」
の
「
文
字
」
は
以
下
に
解
釈
す
る
通
り
で
あ
る
。
も
し
、「
声
字
実
相
」
の
四
字
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
法
で
言
う

「
六
（
離
）
合
釈
」
に
照
ら
し
て
み
る
と
、 

 

１
、「
声
」
に
よ
っ
て
「
字
」
が
あ
る
、「
字
」
は
「
声
の
字
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
依
主
釈
に
な
る
。「
実
相
」
も
、「
声
字
」
に
よ
っ
て
顕
わ
れ

る
、
す
な
わ
ち
「
声
字
の
実
相
」
で
あ
る
か
ら
、
依
主
釈
と
な
る
。 

２
、
も
し
、「
声
」
に
は
必
ず
「
字
」
が
付
随
す
る
と
す
る
な
ら
、「
声
」
は
能
有
で
あ
り
「
字
」
は
所
有
で
あ
る
。「
字
」
が
財
を
有
す
る
と
い
う



意
味
で
、
有
財
釈
に
な
る
。「
声
字
」
は
必
ず
「
実
相
」
を
有
し
、「
実
相
」
は
必
ず
「
声
字
」
を
有
し
、
互
い
に
能
所
と
い
う
意
味
で
有
財
釈

と
な
る
。 

３
、
も
し
、「
声
」
の
ほ
か
に
「
字
」
な
く
、「
字
」
は
す
な
わ
ち
「
声
」
と
言
う
な
ら
、「
声
と
い
う
字
」「
字
と
い
う
声
」
で
、
持
業
釈
で
あ
る
。

ま
た
、「
声
字
」
の
ほ
か
に
「
実
相
」
な
く
、「
声
字
」
は
「
実
相
」、
す
な
わ
ち
「
声
字
と
い
う
実
相
」「
実
相
な
る
声
字
」
で
持
業
釈
で
あ
る
。

こ
の
解
釈
は
、『
大
日
経
疏
』
に
詳
し
く
説
い
て
い
る
か
ら
、
原
文
を
よ
く
読
む
こ
と
で
あ
る
。 

４
、
も
し
、「
声
」
と
「
字
」
と
「
実
相
」
と
が
極
め
て
近
い
意
味
で
あ
り
遠
く
離
れ
た
意
味
で
な
い
と
す
れ
ば
、
隣
近
釈
で
あ
る
。 

５
、
も
し
、「
声
字
」
は
仮
の
も
の
で
真
実
を
表
わ
す
も
の
で
な
い
な
ら
、
実
相
は
奥
深
く
世
間
的
な
名
称
に
よ
っ
て
表
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
。
相
見
れ
ば
「
声
字
」
と
「
実
相
」
は
異
な
り
、「
声
」
は
空
し
く
響
い
て
真
実
を
言
い
表
わ
す
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
「
字
」
は
上
下
や

長
短
が
あ
り
意
味
を
も
つ
「
文
」
と
な
る
。「
声
」
が
「
字
」
と
が
異
る
な
ら
、
相
違
釈
で
あ
る
。 

６
、
帶
数
釈
は
、
こ
の
場
合
、
な
い
。 

 

以
上
の
五
種
の
意
味
の
と
り
方
で
、
相
違
釈
は
淺
略
釈
、
持
業
釈･

隣
近
釈
は
深
秘
釈
で
あ
り
、
残
り
の
二
つ
は
双
方
の
解
釈
に
共
通
し
て
い
る
。 

 

【
付
記
】 

「
六
（
離
）
合
釈
」 

１
相
違
釈
（
そ
う
い
し
ゃ
く
、
並
列
合
成
語

d
v
a/

d
v
a

）：
二
語
以
上
の
語
を
並
列
列
挙
し
た
り
、
二
語
の
二
者
択
一
を
意
味
す
る
場
合
（
人
と

と
馬
と
車
と
象
と
（n

ara-a1v
a-rath

a-d
an

tin
a4

）、
勝
つ
か
負
け
る
か
（jay

a-p
arqjay

a

）、
二
十
か
三
十
か
（tri/

1a-d
v
i/

1a

））。 

２
依
主
釈
（
え
し
ゅ
し
ゃ
く
、
格
限
定
合
成
語tatp

u
ru

2a

）：
後
の
名
詞
ま
た
は
形
容
詞
・
形
容
詞
的
過
去
分
詞
語
が
、
前
の
語
の
格
変
化
の
意
味

に
制
限
さ
れ
る
場
合
（
村
に
行
っ
た
（g

rqm
a-g

ata

）、
天
に
よ
っ
て
授
か
っ
た
（d

ev
a-d

atta

）、
到
彼
岸
：
彼
の
岸
に
達
し
た
（p

qram
-itq

））。 

３
持
業
釈
（
じ
ご
う
し
ゃ
く
、
同
格
限
定
合
成
語k

arm
adh

qray
a

）：
前
の
語
が
後
の
語
の
名
詞
・
形
容
詞
・
副
詞
と
な
る
場
合
（
菩
薩
：
サ
ト
リ



を
有
す
る
衆
生
（b

o
d
h
i-sattv

a

）、
金
剛
石
：
金
剛
の
よ
う
に
堅
い
石
（v

ajra-m
az

i

）、
偉
大
な
王
（m

ah
q-rqja

））。 
４
帯
数
釈
（
た
い
す
う
し
ゃ
く
、
数
詞
限
定
合
成
語d

v
igu

）：
前
の
語
が
数
量
を
表
わ
す
場
合
（
三
界
（tri-d

h
qtu

）、
四
大
（catu

r-m
ah

q-b
h
[
ta 

））。 

５
有
財
釈（
う
ざ
い
し
ゃ
く
、所
有
合
成
語b

ah
u
v
r]h

i

）：
合
成
語
全
体
が
所
有
を
意
味
す
る
場
合（
悦
ば
し
い
顔
立
ち
を
有
す
る（p

rasan
n
a-m

u
k
h
a

）、

有
果
：
実
り
あ
る
（sa-p

h
ala

））。 

６
隣
近
釈
（
り
ん
ご
ん
し
ゃ
く
、
副
詞
合
成
語

av
y
ay

]b
h
qv

a

）：
前
の
語
が
副
詞
・
関
係
詞
な
ど
の
不
変
化
詞
、
後
の
語
が
名
詞
の
場
合
（
規
則

の
通
り
に
（y

ath
q-v

id
h
i

）、
疑
い
な
く
（a-sa/

1ay
am

））。 

 

以
上
は
、
現
在
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
に
お
け
る
「
六
合
釈
」
で
あ
る
が
、「
六
合
釈
」
の
解
釈
に
は
古
来
種
々
あ
り
、
先
の
宗
祖
大
師
の
解
釈

も
こ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
合
成
語
の
意
味
の
と
り
方
は
イ
ン
ド
言
語
の
専
門
家
以
外
に
は
難
し
く
、
和
訳
に
は
難
儀
す
る
。 

 

◆
本
論
の
内
容
概
説
（
体
義
） 

【
原
文
】 

二
釋
體
義
又
二
。
初
引
證
。
後
釋
之
。
初 

引
證
者
。
問
曰
。
今
依
何
經
成
立
此
義
。
答
。
據
大
日
經
有
明
鑒
。
彼
經
何
説
。
其
經
法
身
如
來
説 

偈

頌
曰 

 

等
正
覺
眞
言 

言
名
成
立
相 

如
因
陀
羅
宗 

諸
義
利
成
就 
有
増
加
法
句 

本
名
行
相
應 

 

【
書
き
下
し
】 

二
つ
に
體
義
を
釋
す
。
又
、
二
つ
あ
り
。
初
め
に
證
を
引
き
、
後
に
之
を
釋
す
。
初
め
に
證
を
引
く
と
は
、
問
う
て
曰
わ
く
。
今
、
何
れ
の
經
に

依
っ
て
此
の
義
を
成

立

じ
ょ
う
り
ゅ
う

せ
ん
。
答
う
。『
大
日
經
』
に
明
鑒

み
ょ
う
か
ん

有
る
に
據
っ
て
。
彼
の
經
に
何
を
か
説
か
ん
。
其
の
經
、
法
身
如
來
は
偈
頌
を
説



い
て
曰
わ
く
。 

 
 

等
正
覺
の
眞
言
の 

言
と
名
と
成
立
の
相
は 

因
陀
羅
宗
の
如
く
し
て
、 

諸
々
の
義
利
成
就
せ
り
。
増
加
の
法
句
と
本
名
と
行
と
相
応
す
る
こ
と
有
り
。 

 

【
註
記
】 

①
明
鑒
：
す
ぐ
れ
た
見
識
。 

②
等
正
覺
：
等
正
覺
者
、
等
正
覺
を
得
た
者
、
す
な
わ
ち
仏
。
伝
統
教
学
で
は
、
真
言
を
以
っ
て
衆
生
を
化
導
す
る
菩
薩
も
含
め
る
。 

③
言
名
成
立
：
伝
統
教
学
で
は
、「
言
」
は
一
字
真
言
、「
名
」
は
二
字
真
言
、「
成
立
」
は
三
字
真
言
。 

④
因
陀
羅
宗
：
ヒ
ン
ド
ゥ
の
勇
猛
神
イ
ン
ド
ラ
（
仏
教
で
帝
釈
天
）
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
書
（「
声
明
論
」）
を
作
っ
た
と
い
う
伝
説
。 

⑤
増
加
法
句
：
例
え
ば
、
息
災
護
摩
の
修
法
の
際
、
入
護
摩
に
お
け
る
真
言
に
「
セ
ン
ジ
キ
ャ
」
を
付
け
る
こ
と
な
ど
。
こ
の
一
偈
半
に
は
古
来

種
々
の
説
が
あ
り
、
理
解
が
判
然
と
し
な
い
。 

⑥
本
名
：（「
セ
ン
ジ
キ
ャ
」
な
ど
の
な
い
）
真
言
の
も
と
の
語
。 

⑦
行
：
修
法
。 

 

【
私
訳
】 

二
つ
目
に
本
論
の
内
容
を
概
説
す
る
。
そ
れ
に
ま
た
二
つ
あ
る
。
先
ず
経
証
を
探
し
出
し
、
あ
と
で
そ
れ
を
概
説
す
る
。
は
じ
め
に
経
証
を
探
し

出
す
と
い
う
の
は
、（
問
答
に
し
て
言
え
ば
）
問
う
。
今
、
何
の
経
典
を
経
証
と
し
て
「
声
字
実
相
」
と
い
う
考
え
を
成
り
立
た
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

答
え
。『
大
日
經
』
具
縁
品
に
す
ぐ
れ
た
見
識
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。（
問
う
）
そ
の
経
典
に
何
を
説
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。（
答
え
）『
大
日
経
』

に
、
法
身
大
日
如
來
が
偈
頌
に
よ
っ
て
「
声
字
実
相
」
を
説
い
て
い
る
。 

 



 
 

等
正
覺
者
、
す
な
わ
ち
仏
・
菩
薩
の
真
言
の
、
言
（
一
字
真
言
）
と
名
（
二
字
真
言
）
と
成
立
（
三
字
以
上
の
真
言
）
の
実
相
は
、 

帝
釈
天
の
「
声
明
論
」
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、（
一
語
一
語
に
）
多
く
の
意
味
と
利
益
を
内
在
し
て
い
る
。（
さ
ら
に
真
言
の
前
後
に
） 

 
 

（
三
部
・
五
部
の
）
真
言
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
あ
る
。（
真
言
の
）
も
と
の
語
と
修
法
を
一
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

問
。
此
頌
顯
何
義
答
。
此
有
顯
密
二
意
。
顯
句
義
者
。
如
疏
家
釋
。
密
義
中
又
有
重
重
横
竪
深
意
。
故
頌
中
引
喩
説
如
因
陀
羅
宗
諸
義
利
成
就
。

因
陀
羅
者
亦
具
顯
密
義
顯
義
云
。
帝
釋
異
名
。
諸
義
利
成
就
者
。
天
帝
自
造
聲
論
。
能
於
一
言
具 

含
衆
義
。
故
引
以
爲
證
。
世
間
智
慧
猶
尚
如
此
。

何
況
如
來
於
法
自
在
耶
。 

 

【
書
き
下
し
】 

問
う
。
此
の
頌
、
何
の
義
を
か
顯
わ
す
。
答
う
。
此
れ
に
顯
密
の
二
つ
の
意

こ
こ
ろ

有
り
。
顯
の
句
義
と
は
、
疏
家

し
ょ
け

の
釋
の
如
し
。
密
の
義
の
中
に
又
、

重
々
横
竪
の
深
意
有
り
。
故
に
頌
の
中
に
喩
を
引
い
て
「
如
因
陀
羅
宗
諸
義
利
成
就
」
と
説
く
。「
因
陀
羅
」
と
は
、
亦
顯
密
の
義
を
具
す
。
顯
の

義
に
云
わ
く
。
帝
釋
の
異
名
な
り
。「
諸
々
の
義
利
成
就
す
」
と
は
、
天
帝
自
ら
「
聲
論
」
を
造
り
、
能
く
一
言
に
於
い
て
具
に
衆
義
を
含
む
。
故

に
引
い
て
以
っ
て
證
と
爲
す
。
世
間
の
智
慧
、
猶
尚
此
の
如
し
。
何
ぞ
況
ん
や
如
來
の
法
に
於
い
て
自
在
な
る
を
や
。 

 

【
註
記
】 

①
疏
家
：『
大
日
経
』
の
註
釈
家
。
善
無
畏
・
一
行
。 

②
天
帝
：
帝
釈
天
。 

 



【
私
訳
】 

（
ま
た
、
問
答
し
て
）
問
う
。
こ
の
偈
頌
は
ど
ん
な
意
味
を
表
わ
し
て
い
る
の
か
。
答
え
て
言
う
。
こ
の
偈
頌
に
顕
教
の
立
場
と
密
教
の
立
場
の

二
つ
の
考
え
が
あ
る
。
顕
教
の
考
え
と
は
、
註
釈
家
の
解
釈
の
通
り
で
あ
る
。
密
教
の
考
え
に
ま
た
縦
横
無
尽
の
深
い
意
味
が
あ
る
。
だ
か
ら
、

偈
頌
の
な
か
に
比
喩
を
用
い
「
因
陀
羅
宗
の
如
く
し
て
、
諸
々
の
義
利
成
就
せ
り
」
と
説
い
た
の
で
あ
る
。「
因
陀
羅
」
と
は
、
ま
た
顕
密
両
方
の

意
味
を
も
っ
て
い
る
。
顕
教
の
意
味
で
言
う
と
、（
因
陀
羅
と
は
）
帝
釈
天
の
異
名
で
あ
り
、「
諸
々
の
義
利
成
就
せ
り
」
と
は
、
帝
釈
天
（
イ
ン

ド
ラ
神
）
が
自
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
書
（「
声
明
論
」）
を
作
り
、
一
言
一
言
の
な
か
に
多
く
の
意
味
を
含
め
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ

に
引
用
し
て
証
し
と
し
た
の
で
あ
る
。
世
間
世
俗
の
智
慧
で
も
そ
こ
ま
で
深
い
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
如
來
の
説
法
と
な
れ
ば
、
そ
の
自
在
な

こ
と
は
比
べ
る
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

若
作
祕
密
釋
者
。
一
一
言･

一
一
名･

一
一
成
立
。
各
能
具
無
邊
義
理
。
諸
佛
菩
薩
起
無
量
身
雲
。
三
世
常
説
一
一
字
義
猶
尚
不
能
盡･

何
況
凡
夫
乎
。

今
且
示
一
隅
耳
。
頌
初
等
正
覺
者
。
平
等
法
佛
之
身
密
是
也
。
此
是
身
密
其
數
無
量
。
如
即
身
義
中
釋
。
此
身
密
則
實
相
也
。
次
眞
言
者
。
則
是

聲
。
聲
則
語
密
。
次
言
名
者
。
即
是
字
也
。
因
言
名
顯
。
名
即
字
故
。
是
則
一
偈
中
聲
字
實
相
而
已
。
若
約
一
部
中
顯
斯
義
。 

且
就
大
日
經
釋
。

此
經
中
所
説
諸
尊
眞
言
即
是
聲
也
。
阿
字
門
等
諸
字
門
及
字
輪
品
等
即
是
字
。
無
相
品
及
説
諸
尊
相
文
並
是
實
相
。
復
次
約
一
字
中
釋
此
義
者
。

且
梵
本
初
阿
字
開
口
呼
時
。
有
阿
聲
即
是
聲
。
阿
聲
呼
何
名
。
表
法
身
名
字
。
即
是
聲
字
也
。
法
身
有
何
義
。
所
謂
法
身
者
。
諸
法
本
不
生
義
。

即
是
實
相
。 

 

【
書
き
下
し
】 

若
し
祕
密
の
釋
を
作
さ
ば
、
一
一
の
言
、
一
一
の
名
、
一
一
の
成
立
に
、
各
々
能
く
無
邊
の
義
理
を
具
す
。
諸
佛
菩
薩
、
無
量
の
身
雲
を
起
し
、

三
世
に
常
に
一
一
の
字
義
を
説
く
も
猶
尚
盡
す
こ
と
能
わ
ず
。
何
ぞ
況
ん
や
凡
夫
を
や
。
今
且
ら
く
一
隅
を
示
す
の
み
。
頌
の
初
め
に
「
等
正
覺



（
者
）」
と
は
、
平
等
法
佛
の
身
密
、
是
れ
な
り
。
此
れ
、
是
の
身
密
、
其
の
數
無
量
な
り
。『
即
身
義
』
の
中
に
釋
す
る
が
如
し
。
此
の
身
密
は

則
ち
實
相
な
り
。
次
に
「
眞
言
」
と
は
、
則
ち
是
れ
聲
な
り
。
聲
は
則
ち
語
密
な
り
。
次
に
「
言
名
」
と
は
、
即
ち
是
れ
字
ん
り
。
言
に
因
っ
て

名
顯
わ
る
。
名
は
即
ち
字
な
る
が
故
に
、
是
れ
則
ち
一
偈
の
中
に
聲
字
實
相
な
り
ま
く
の
み
。
若
し
一
部
の
中
に
約
し
て
斯
の
義
を
顯
わ
さ
ば
、 

且

ら
く
『
大
日
經
』
に
就
い
て
釋
す
。
此
の
經
の
中
に
説
く
所
の
諸
尊
の
眞
言
は
即
ち
是
れ
聲
な
り
。
阿
字
門
等
の
諸
字
門
及
び
字
輪
品
等
は
即
ち

是
れ
字
な
り
。
無
相
品
及
び
諸
尊
の
相
を
説
く
文
は
並
び
に
是
れ
實
相
な
り
。
復
た
次
に
、
一
字
の
中
に
約
し
て
此
の
義
を
釋
せ
ば
、
且
ら
く
梵

本
の
初
め
の
阿
字
は
、
口
を
開
き
呼
ぶ
時
、
阿
の
聲
有
り
。
即
ち
是
れ
聲
な
り
。
阿
の
聲
は
何
の
名
を
か
呼
ぶ
。
法
身
の
名
字
を
表
わ
す
。
即
ち

是
れ
聲
字
な
り
。
法
身
は
何
の
義
か
有
る
。
所
謂
、
法
身
と
は
、
諸
法
本
不
生
の
義
、
即
ち
是
れ
實
相
な
り
。 

 

【
註
記
】 

①
成
立
：
三
語
以
上
で
構
成
さ
れ
る
句
。 

②
平
等
法
佛
の
身
密
：
意
味
が
よ
く
と
れ
な
い
。「
等
正
覚
者
」
＝
仏
・
菩
薩
は
、
法
身
大
日
の
具
現
化
し
た
仏
身
と
い
う
意
味
に
と
る
。 

③
『
即
身
義
』：
古
来
伝
統
教
学
で
は
、『
即
身
成
仏
義
』
の
以
下
の
と
こ
ろ
を
言
う
（
松
長
有
慶
博
士
『
訳
注 

声
字
実
相
義
』）。 

 

謂
わ
く
、
身
と
は
我
身
・
佛
身
・
衆
生
身
、
是
れ
を
身
と
名
づ
く
。
又
、
四
種
の
身
有
り
。
言
わ
く
、
自
性
・
受
用
・
變
化
・
等
流
、 

是
れ
を
名
づ
け
て
身
と
曰
う
。
又
、
三
種
有
り
、
字
・
印
・
形
、
是
れ
な
り
。
是
く
の
如
く
等
の
身
は
縱
横
に
し
て
重
重
な
る
こ
と 

鏡
中
の
影
像
と
燈
光
と
渉
入
す
る
が
如
し
。
彼
の
身
は
卽
ち
是
れ
此
の
身
、
此
の
身
は
卽
ち
是
れ
彼
の
身
、
佛
身
は
卽
ち
是
れ
衆
生
身
、 

衆
生
身
は
卽
ち
是
れ
佛
身
、
同
じ
か
ら
ず
し
て
同
じ
、
異
な
ら
ず
し
て
異
な
り
。 

 

ま
た
、「『
即
身
義
』
の
中
に
釋
す
る
が
如
し
」
と
あ
る
の
は
、『
即
身
成
仏
義
』
の
あ
と
に
『
声
字
実
相
義
』
が
書
か
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

④
阿
字
門
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
第
一
音
「
ア
」
の
字
義
（「
阿
字
諸
法
本
不
生
」）
な
ど
。 



⑤
字
輪
品
：『
大
日
経
』「
字
輪
品
」
第
十
。 

⑥
無
相
品
：『
大
日
経
』「
説
無
相
三
昧
品
」
第
二
十
九
。 

⑦
梵
本
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
。 

⑧
諸
法
本
不
生
：
阿
字
本
不
生
。「
阿
字
」
＝
「
アa

」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
第
一
音
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
不
生
」
の
原
語

「
ア
ヌ
ッ
ト
ゥ
パ
ー
ダan

u
tp

qd
a

」
の
接
頭
語
「a

」
で
あ
る
。
ま
た
「
本
不
生
」
と
言
う
場
合
は
「qd

i-an
u
tp

qd
a

」
と
も
言
う
。
一
切
の
諸
法
は

す
べ
か
ら
く
因
縁
所
生
で
あ
っ
て
自
ら
生
滅
す
る
も
の
で
は
な
く
、
文
字
の
初
源
「
ア
」
で
表
象
さ
れ
る
大
日
如
来
か
ら
出
生
す
る
も
の
、
と

い
う
宗
祖
大
師
独
自
の
説
。 

 

【
私
訳
】 

も
し
、
密
教
の
立
場
で
解
釈
す
れ
ば
、
一
語
だ
け
の
「
言
」、
二
語
に
よ
る
「
名
」、
三
語
以
上
か
ら
な
る
「
句
」（「
成
立
」）
の
一
つ
一
つ
に
、
各
々

限
り
な
い
意
味
を
内
包
し
て
い
る
。
諸
仏
諸
菩
薩
は
、
そ
の
仏
身
か
ら
限
り
な
き
雲
を
起
し
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
お
い
て
、
い
つ
も

一
つ
一
つ
の
コ
ト
バ
の
意
味
を
説
き
明
か
し
て
も
な
お
説
き
尽
す
こ
と
は
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
し
て
や
凡
夫
に
な
ど
に
は
不
可
能
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
今
は
そ
の
一
端
を
偈
頌
で
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
偈
頌
の
は
じ
め
の
「
等
正
覺
（
者
）」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
法
身
大
日
の
身
密
が
仏
・

菩
薩
に
等
し
く
具
現
化
し
た
仏
身
の
意
味
。
こ
の
仏
身
は
無
数
で
あ
る
。『
即
身
成
仏
義
』
に
説
い
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
身
密
（
仏
身
）
は

実
相
で
あ
る
。
次
に
「
眞
言
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、「
声
」
の
意
味
で
あ
る
。「
声
」
は
語
密
で
あ
る
。
次
に
「
言
と
名
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

「
字
」
の
意
味
で
あ
る
。
一
語
の
「
言
」
が
あ
っ
て
二
語
に
よ
る
「
名
」
が
あ
る
。「
名
」
は
「
字
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
一
偈
の
な
か
に
「
声
」

「
字
」「
実
相
」
が
説
か
れ
て
い
る
の
だ
。
も
し
、
一
つ
の
経
典
す
べ
て
の
な
か
で
こ
の
意
味
（「
声
字
実
相
」）
を
明
か
す
と
す
れ
ば
、 

『
大
日

經
』
に
つ
い
て
解
釈
す
る
も
よ
い
。
こ
の
経
の
な
か
に
説
く
諸
尊
の
真
言
は
、「
声
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
阿
字
門
な
ど
諸
字
門
と
字
輪
品
な
ど
は
、

「
字
」
で
あ
る
。
無
相
品
と
諸
尊
の
形
像
を
説
く
文
は
、「
実
相
」
で
あ
る
。
ま
た
次
に
、
一
字
の
な
か
で
こ
の
意
味
を
解
釈
す
れ
ば
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
最
初
の
阿
字
で
あ
る
。
口
を
開
き
息
を
吐
く
時
、「
ア
」
と
い
う
「
声
」
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
「
声
」
で
あ
る
。



「
ア
」
と
い
う
「
声
」
は
何
の
「
名
」
を
呼
び
招
く
か
と
言
え
ば
、
法
身
の
「
名
字
」
を
表
わ
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
が
「
声
字
」
で
あ
る
。
法
身

は
ど
ん
な
意
味
を
表
わ
す
か
と
言
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
法
身
と
は
、
一
切
の
諸
法
は
す
べ
か
ら
く
因
縁
所
生
で
あ
っ
て
自
ら
生
滅
す
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
意
味
の
仏
身
で
、
す
な
わ
ち
「
実
相
」
で
あ
る
。 

 

◆
「
声
字
実
相
」
の
意
味
解
説 

【
原
文
】 

已
聞
經
證
。
請
釋
其
體
義
。
頌
曰 

五
大
皆
有
響 

十
界
具
言
語 
六
塵
悉
文
字 

法
身
是
實
相 

釋
曰
。
頌
文
分
四
。
初
一
句
竭
聲
體
。
次
頌
極
眞
妄
文
字
。
三
盡
内
外
文
字
。
四
窮
實
相
。 

 

【
書
き
下
し
】 

已
に
經
證
を
聞
け
り
。
請
う
、
其
の
體
義
を
釋
せ
。
頌
に
曰
わ
く
、 

五
大
に
皆
響
き
有
り
、 

十
界
に
言
語
を
具
す
、
六
塵
悉
く
文
字
な
り
、
法
身
は
是
れ
實
相
な
り
。 

釋
し
て
曰
わ
く
。
頌
の
文
を
四
つ
に
分
か
つ
。
初
め
の
一
句
は
聲
の
體
を
竭 つ

く

す
。
次
の
頌
は
眞
妄
の
文
字
を
極
む
。
三
に
は
内
外
の
文
字
を
盡
す
。

四
に
は
實
相
を
窮
む
。 

 

【
註
記
】 

①
經
證
：
論
拠
と
な
る
経
典
の
経
文
。 

②
體
義
：
論
の
中
心
と
な
る
内
容
。 



③
内
外
の
文
字
：
伝
統
教
学
に
二
説
あ
り
、
色
・
声
・
香
・
味
・
触
の
「
五
塵
」
を
外
、
法
を
内
と
す
る
説
と
、
有
情
を
内
と
し
、
非
情
・
器
界

を
外
と
す
る
説
（
松
長
有
慶
博
士
『
訳
注 

声
字
実
相
義
』）。
私
は
先
の
説
に
従
う
。 

 

【
私
訳
】 

（
問
う
）
す
で
に
経
証
は
聞
い
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
解
説
し
て
も
ら
い
た
い
。 

（
答
え
て
言
う
）
偈
頌
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。 

 

地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
「
五
大
」（
色
法
）
に
は
す
べ
て
響
き
が
あ
る
、 

地
獄
か
ら
天
ま
で
の
六
道
に
声
聞
か
ら
仏
ま
で
の
四
聖
を
加
え
た
「
十
界
」
は
言
語
を
内
包
し
て
い
る
、 

色
・
声
・
香
・
舌
・
味
・
触
・
法
の
「
六
塵
」
は
こ
と
ご
と
く
文
字
（
如
来
の
言
語
表
現
）
で
あ
る
、 

法
身
大
日
如
来
は
真
実
そ
の
も
の
の
仏
身
で
あ
る
。 

 

こ
れ
を
解
説
す
れ
ば
、
偈
頌
の
文
を
四
つ
に
分
け
、
最
初
の
句
は
声
の
本
性
を
言
い
切
り
、
次
の
句
は
文
字
（
如
来
の
言
語
活
動
）
の
真
実
か
虚

妄
か
を
突
き
つ
め
、
三
つ
目
の
句
は
内
（
色
・
声
・
香
・
味
・
触
）
と
外
（
法
）
の
文
字
（
如
来
の
言
語
表
現
）
を
言
い
尽
く
し
、
四
つ
目
の
句

で
実
相
の
内
実
を
窮
め
た
。 

 

【
原
文
】 

初
謂
五
大
者
。
一
地
大
。
二
水
大
。
三
火
大
。
四
風
大
。
五
空
大
。
此
五
大
具
顯
密
二
義
。
顯
五
大
者
如
常
釋
。
密
五
大
者
五
字
五
佛
及
海
會
諸

尊
是
。
五
大
義
者
如
即
身
義
中
釋
。
此
内
外
五
大
悉
具
聲
響
。
一
切
音
聲
不
離
五
大
。
五
大
即
是
聲
之
本
體
。
音
響
則
用
。
故
曰
五
大
皆
有
響
。 

 



【
書
き
下
し
】 

初
め
に
五
大
と
謂
う
は
、
一
つ
に
は
地
大
、
二
つ
に
は
水
大
、
三
つ
に
は
火
大
、
四
つ
に
は
風
大
、
五
つ
に
は
空
大
な
り
。
此
の
五
大
に
顯
密
の

二
義
を
具
す
。
顯
の
五
大
と
は
常
の
釋
の
如
し
。
密
の
五
大
と
は
五
字
・
五
佛
及
び
海
會
の
諸
尊
是
れ
な
り
。
五
大
の
義
は
、『
即
身
義
』
の
中
に

釋
す
が
如
し
。
此
の
内
外
の
五
大
、
悉
く
聲
響
を
具
す
。
一
切
の
音
聲
は
五
大
を
離
れ
ず
。
五
大
は
即
ち
是
れ
聲
の
本
體
な
り
。
音
響
は
則
ち
用

な
り
。
故
に
「
五
大
に
皆
響
き
有
り
」
と
曰
う
。 

 

【
註
記
】 

①
五
字
：「

（
キ
ャ
・k

h
a

）」「

（
カ
・h

a

）」「

（
ラ
・ra

）」「

（
ヴ
ァ
・v

a

）」「

（
ア
・a

）」。 

②
海
會
の
諸
尊
：
マ
ン
ダ
ラ
の
諸
尊
。 

③
内
外
の
五
大
：
こ
の
「
内
外
」
に
つ
い
て
伝
統
教
学
に
四
説
が
あ
る
。
一
に
は
有
情
（
内
）
と
非
情
（
外
）、
二
に
は
顕
（
外
）
と
密
（
内
）、

三
に
は
五
字
・
五
仏
な
ど
（
内
）
と
器
界
（
外
）、
四
に
は
「
本
不
生
」
な
ど
の
字
義
（
内
）
と
器
界
な
ど
（
外
）（
松
長
有
慶
博
士
『
訳
注 

声

字
実
相
義
』）。
私
は
一
の
有
情
（
内
）
と
非
情
（
外
）
を
と
る
。 

 

【
私
訳
】 

最
初
に
言
う
「
五
大
」
と
は
、
一
つ
に
は
地
大
、
二
つ
に
は
水
大
、
三
つ
に
は
火
大
、
四
つ
に
は
風
大
、
五
つ
に
は
空
大
で
あ
る
。
こ
の
「
五
大
」

に
顕
教
の
立
場
と
密
教
の
立
場
か
ら
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
顕
教
の
立
場
の
「
五
大
」
と
は
通
常
の
解
釈
の
通
り
で
あ
る
。
密
教
の
立
場
か
ら

の
「
五
大
」
と
は
、「
五
字
」・「
五
仏
」
及
び
海
会
の
諸
尊
で
あ
る
。「
五
大
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、『
即
身
成
仏
義
』
で
解
説
し
て
い
る
通
り
で

あ
る
。
こ
の
有
情
（
内
）
と
非
情
（
外
）
の
「
五
大
」
に
は
、
す
べ
て
声
と
響
き
が
内
在
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
音
声
は
「
五
大
」
を
離
れ
て
は

な
い
。「
五
大
」
は
声
の
本
体
で
あ
る
。
音
響
は
そ
の
は
た
ら
き
（
用
）
で
あ
る
。
そ
の
故
に
「
五
大
に
皆
響
き
有
り
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。 

 



【
原
文
】 

次
十
界
具
言
語
者
。
謂
十
界
者
。
一
一
切
佛
界
。
二
一
切
菩
薩
界
。
三
一
切 

縁
覺
界
。
四
一
切
聲
聞
界
。
五
一
切
天
界
。
六
一
切
人
界
。
七
一
切

阿
修
羅
界
。
八
一
切
傍
生
界
。
九
一
切
餓
鬼
界
。
十
一
切
捺
落
迦
界
。
自
外
種
種
界
等
攝
天
鬼
及
傍
生
趣
中
盡
。
華
嚴
及
金
剛
頂
理
趣
釋
經
有
十

界
文
。
此
十
界
所
有
言
語
皆
由
聲
起
。
聲
有
長
短
高
下
音
韻
屈
曲
。
此
名
文
。
文
由
名
字
。
名
字
待
文
。
故
諸
訓
釋
者
云
文
即
字
者
。
蓋
取
其
不

離
相
待
耳
。
此
則
内
聲
文
字
也
。
此
文
字
且
有
十
別
。
上
文
十
界
差
別
是
。 

 

【
書
き
下
し
】 

次
に
、「
十
界
に
言
語
を
具
す
」
と
は
、「
十
界
」
と
謂
う
は
、
一
に
一
切
の
佛
界
、
二
に
一
切
の
菩
薩
界
、
三
に
一
切
の
縁
覺
界
、
四
に
一
切
の

聲
聞
界
、
五
に
一
切
の
天
界
、
六
に
一
切
の
人
界
、
七
に
一
切
の
阿
修
羅
界
、
八
に
一
切
の
傍
生
界
、
九
に
一
切
の
餓
鬼
界
、
十
に
一
切
の
捺
落

迦
界
な
り
。
自
外
の
種
種
の
界
等
は
天
鬼
及
び
傍
生
趣
の
中
に
攝
し
盡
す
。『
華
嚴
（
経
）』
及
び
『
金
剛
頂
理
趣
釋
經
』
に
「
十
界
」
の
文
有
り
。 

此
の
「
十
界
」
所
有
の
言
語
は
皆
聲
に
由
っ
て
起
る
。
聲
に
長
短
高
下
・
音
韻
屈
曲
有
り
。
此
れ
を
文 も

ん

と
名
づ
く
。
文
は
名
字
に
由
り
、
名
字
は

文
を
待
つ
。
故
に
諸
々
の
訓
釋
者

く
ん
じ
ゃ
く
し
ゃ

の
「
文
即
字
」
と
云
う
は
、
蓋
し
其
の
不
離
相
待
を
取
る
の
み
。
此
れ
則
ち
内
の
聲
の
文
と
字
な
り
。
此
の
文

と
字
に
且
ら
く
十
の
別
有
り
。
上
の
文
の
「
十
界
」
の
差
別

し
ゃ
べ
つ

こ
れ
な
り
。 

 

【
註
記
】 

①
傍
生
：
畜
生
。 

②
捺
落
迦
：
地
獄
。 



③
華
嚴
（
経
）：『
華
厳
経
』
に
「
十
界
」
は
説
か
れ
な
い
。 

④
金
剛
頂
理
趣
釋
經
：『
理
趣
釈
（
経
）』
に
「
十
界
」
は
説
か
れ
な
い
。 

⑤
名
字
：
分
節
化
さ
れ
た
コ
ト
バ
。 

⑥
訓
釋
者
：
十
大
論
師
と
の
説
あ
り
。
十
大
論
師
と
は
、
唯
識
の
護
法
・
徳
慧
・
安
慧
・
親
勝
・
難
陀
・
浄
月
・
火
井
・
勝
友
・
最
勝
子
・
智
月
。 

 

【
私
訳
】 

次
に
、「
十
界
に
言
語
を
具
す
」
と
い
う
の
は
、「
十
界
」
と
は
、
佛
界
・
菩
薩
界
・
縁
覺
界
・
聲
聞
界
・
天
界
・
人
界
・
阿
修
羅
界
・
傍
生
界
・

餓
鬼
界
・
捺
落
迦
界
で
あ
る
。
そ
の
他
（
天
竜
・
夜
叉
と
い
っ
た
）
八
部
衆
な
ど
は
天
界
・
餓
鬼
界
・
畜
生
界
の
な
か
に
含
ま
れ
る
。『
華
嚴
（
経
）』

及
び
『
金
剛
頂
理
趣
釋
經
』
に
「
十
界
」
の
文
が
あ
る
。
こ
の
「
十
界
」
に
内
在
す
る
言
語
は
み
な
声
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
声
に
は
長
い
短
い
高

い
低
い
音
、
あ
る
い
は
音
色
や
抑
揚
が
あ
る
。
此
れ
を
文
（
も
ん
）
と
名
づ
く
。
文
は
名
字
（
分
節
化
さ
れ
た
コ
ト
バ
）
に
よ
り
、
名
字
（
分
節

化
さ
れ
た
コ
ト
バ
）
は
文
に
連
動
す
る
。
そ
れ
故
、
諸
々
の
論
師
が
言
う
「
文
即
字
」
と
は
、
あ
る
い
は
文
と
名
字
（
分
節
化
さ
れ
た
コ
ト
バ
）

と
の
不
離
相
待
の
関
係
を
言
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
有
情
（
内
）
の
声
の
文
と
字
で
あ
る
。
こ
の
文
と
字
に
は
十
の
異
別
が
あ
る
。

上
の
文
が
言
う
「
十
界
」
の
ち
が
い
が
そ
れ
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

此
十
種
文
字
眞
妄
云
何
。
若
約
竪
淺
深
釋
則
九
界
妄
也
。
佛
界 

文
字
眞
實
。
故
經
云
眞
語
者･

實
語
者･

如
語
者･

不
誑
語
者･

不
異
語
者
。
此
五
種

言
梵
云
曼
荼
羅
。
此
一
言
中
具
五
種
差
別
故
。
龍
樹
名
祕
密
語
。
此
祕
密
語
則
名
眞
言
也
。
譯
者
取
五
中
一
種
翻
耳
。 

 

【
書
き
下
し
】 



此
の
十
種
の
文
字
の
眞
妄
は
云
何
。
若
し
竪 し

ゅ

の
淺
深
の
釋
に
約
せ
ば
則
ち
九
界
は
妄
な
り
。
佛
界
の
文
字
は
眞
實
な
り
。
故
に
經
に
眞
語
者
・
實

語
者
・
如
語
者
・
不
誑
語
者
・
不
異
語
者
と
云
う
。
此
の
五
種
の
言
は
、
梵
に
曼
荼
羅
と
云
う
。
此
の
一
言
の
中
に
五
種
の
差
別
を
具
す
る
が
故

に
、
龍
樹
は
祕
密
語
と
名
づ
く
。
此
の
祕
密
語
を
則
ち
眞
言
と
名
づ
く
な
り
。
譯
者
、
五
の
中
の
一
種
を
取
り
翻
ず
る
の
み
。 

 

【
註
記
】 

①
龍
樹
：『
大
日
経
疏
』「
住
心
品
」
に
、「
梵
に
漫
怛
羅
と
曰
う
。
即
ち
是
れ
真
語
・
如
語
・
不
妄
・
不
異
の
義
な
り
。
龍
樹
の
釈
論
（『
大
智
度

論
』）
に
は
こ
れ
を
秘
密
号
と
謂
う
」
と
あ
る
（
松
長
有
慶
博
士
『
訳
注 

声
字
実
相
義
』）。 

②
曼
荼
羅
：
こ
の
「
曼
荼
羅
」
の
語
が
含
ま
れ
る
「
此
の
五
種
の
言
は
、
梵
に
曼
荼
羅
と
云
う
」
は
な
か
な
か
理
解
し
が
た
い
。 

古
来
伝
統
教
学
に
は
、「
曼
荼
羅
」
は
「
漫
怛
羅
」
で
、「
漫
怛
羅
」
の
原
語
は
「
マ
ン
ト
ラ

m
an

tra

」。
す
な
わ
ち
「
真
言
」
と
解
釈
す
る
浄
厳

や
慈
雲
な
ど
の
説
と
、「
漫
怛
羅
」
の
原
語
は
「
マ
ン
ダ
ラ

m
az

f
ala

」
で
、「
曼
荼
羅
」
と
い
う
表
記
に
は
宗
祖
大
師
の
深
秘
釈
が
あ
る
と
い
う

曇
寂
な
ど
の
説
と
、
さ
ら
に
「
曼
荼
羅
」
は
「
漫
怛
羅
」
の
誤
写
だ
と
い
う
説
が
あ
る
（
松
長
有
慶
博
士
『
訳
注 

声
字
実
相
義
』）。 

私
は
最
初
を
取
る
。
蛇
足
だ
が
、『
十
住
心
論
』
に
言
う
「
真
言
と
は
且
く
語
密
に
就
い
て
名
を
得
。
若
し
梵
語
に
拠
ら
ば
曼
荼
羅
と
名
づ
く
」

を
根
拠
に
、「
真
言
」
を
「
曼
荼
羅
」
と
見
る
研
究
者
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
賛
成
で
き
な
い
。
と
も
あ
れ
問
題
の
句
文
は
「
十
種
の
文
字
の
真
妄
」

を
説
き
、「
十
界
」
の
う
ち
「
仏
界
の
文
字
」
の
み
真
実
で
あ
り
、『
金
剛
般
若
経
』
に
も
「
真
語
・
実
語
・
如
語
・
不
誑
語
・
不
異
語
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
秘
密
語
」「
真
言
」
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
曼
荼
羅
」
で
は
な
く
「
漫
怛
羅
」（
マ
ン
ト
ラ
）
と
理
解
す

べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
松
長
先
生
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
浄
厳
・
慈
雲
や
近
現
代
の
研
究
者
も
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
通
じ
た
人
は
み
な

「
漫
怛
羅
」（
マ
ン
ト
ラ
）
説
で
あ
る
（『
訳
注 

声
字
実
相
義
』）。
宗
祖
大
師
の
深
秘
釈
説
に
は
明
快
な
論
拠
と
論
証
が
望
ま
れ
る
。 

③
譯
者
：
龍
樹
。 

 



【
私
訳
】 

こ
の
十
種
の
文
字
の
真
実
か
虚
妄
か
は
い
か
が
か
。
も
し
タ
テ
軸
で
浅
い
深
い
の
解
釈
で
言
え
ば
、
地
獄
か
ら
菩
薩
ま
で
の
「
九
界
」
は
虚
妄
で

あ
り
、
仏
界
の
文
字
の
み
真
実
で
あ
る
。
だ
か
ら
、『
金
剛
般
若
経
』
に
は
ブ
ッ
ダ
釈
尊
を
真
語
者
（
真
実
を
語
る
者
）・
実
語
者
（
真
実
の
コ
ト

バ
で
語
る
者
）・
如
語
者
（
真
実
を
そ
の
ま
ま
語
る
者
）・
不
誑
語
者
（
偽
り
で
は
な
い
コ
ト
バ
で
語
る
者
）・
不
異
語
者
（
二
枚
舌
を
使
わ
な
い
者
）

と
あ
る
。
こ
の
五
種
の
表
現
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「
漫
怛
羅
」（
マ
ン
ト
ラ
）
と
言
う
。
こ
の
真
語
と
い
う
一
言
の
な
か
に
五
種
の
ち
が
っ
た

意
味
が
あ
る
か
ら
龍
樹
は
秘
密
語
と
言
い
、
こ
の
秘
密
語
を
真
言
と
言
う
の
で
あ
る
。
譯
者
は
、
五
つ
語
の
な
か
の
一
語
だ
け
を
取
っ
て
（
秘
密

語
と
）
翻
訳
し
た
に
過
ぎ
な
い
。 

 

【
原
文
】 

此
眞
言
詮
何
物
。
能
呼
諸
法
實
相
不
謬
不
妄
。
故
名
眞
言
。
其
眞
言
云
何
呼
諸
法
名
。
雖
云
眞
言
無
量
差
別
。
極
彼
根
源
不
出
大
日
尊
海
印
三
昧

王
眞
言
。
彼
眞
言
王
云
何
。
金
剛
頂
及
大
日
經
所
説
字
輪
字
母
等
是
也
。
彼
字
母
者
。
梵
書 

阿
字
等
乃
至
呵
字
等
是
。
此
阿
字
等
則
法
身
如
來
一

一
名
字
密
號
也
。
乃
至
天
龍
鬼
等
亦
具
此
名
。
名
之
根
本
法
身
爲
根
源
。
從
彼
流
出
稍
轉
爲
世
流
布
言
而
已
。 

 

【
書
き
下
し
】 

此
の
眞
言
は
何
物
を
か
詮
ず
。
能
く
諸
法
の
實
相
を
呼
ん
で
不
謬
不
妄
な
り
。
故
に
眞
言
と
名
づ
く
。
其
の
眞
言
、
云
何
が
諸
法
の
名
を
呼
ぶ
。

眞
言
は
無
量
に
差
別
な
り
と
云
う
と
雖
も
、
彼
の
根
源
を
極
む
る
に
、
大
日
尊
の
海
印

か
い
い
ん

三
昧

ざ
ん
ま
い

王 お
う

の
眞
言
に
出
ず
。
彼
の
眞
言
王
と
は
云
何
。『
金

剛
頂
』
及
び
『
大
日
經
』
所
説
の
字
輪
・
字
母
等
、
是
れ
な
り
。
彼
の
字
母
と
は
、
梵
書
の
阿
字
等
乃
至
呵
字
等
、
是
れ
な
り
。
此
の
阿
字
等
は

則
ち
法
身
如
來
の
一
一
の
名
字
密
號
な
り
。
乃
至
天
龍
鬼
等
も
亦
た
此
の
名
を
具
す
。
名
の
根
本
は
法
身
を
根
源
と
爲
す
。
彼
よ
り
流
出
し
て
稍

よ
う
や



く
轉
じ
、
世 せ

流
布

る

ふ

の
言
と
爲
る
の
み
。 

 

【
註
記
】 

①
不
謬
不
妄
：
ま
ち
が
わ
ず
ウ
ソ
が
な
い
こ
と
。 

②
海
印
三
昧
王
の
眞
言
： 
【
付
記
】
参
照
。 

③
『
金
剛
頂
』：『
瑜
伽
金
剛
頂
経
釈
字
母
品
』。 

④
『
大
日
經
』：『
大
日
経
』「
字
輪
品
」。 

⑤
字
輪
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
字
母
（
母
音
）
一
字
か
ら
転
じ
る
変
化
字
。 

⑥
世
流
布
：
世
間
に
流
布
す
る
、
の
意
。 

 

【
私
訳
】 

こ
の
「
真
言
」
と
は
、
ど
ん
な
も
の
を
言
う
の
か
と
言
え
ば
、（「
真
言
」
は
）
よ
く
諸
法
の
実
相
を
言
い
表
し
ま
ち
が
わ
ず
ウ
ソ
が
な
い
。
そ
の

故
に
「
真
言
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
「
真
言
」
は
、
何
故
に
諸
法
の
名
字
を
言
い
表
す
の
か
と
言
え
ば
、「
真
言
」
に
は
数
多
く
種
類
区
別
が

あ
る
の
だ
が
、
そ
の
根
源
を
見
極
め
れ
ば
大
日
如
来
の
海
印
三
昧
王
の
真
言
以
上
の
も
の
は
な
い
。
そ
の
真
言
王
と
は
ど
ん
な
も
の
か
と
言
え
ば
、

『
瑜
伽
金
剛
頂
経
釈
字
母
品
』
と
『
大
日
経
』「
字
輪
品
」
に
説
か
れ
る
字
輪
や
字
母
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
字
母
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
最
初
の
「
アa

」
字
な
ど
か
ら
最
後
の
「
カha

」
字
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
「
ア
」
字
な
ど
は
法
身
大
日
如
來
の
一
つ

一
つ
の
尊
名
や
密
号
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
天
龍
や
鬼
神
な
ど
に
も
こ
の
名
称
が
あ
る
。
そ
の
名
称
の
根
本
は
法
身
を
根
源
と
す
る
。
法
身

か
ら
派
生
し
て
世
間
に
流
布
す
る
言
語
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。 

 



『
付
記
』 

「
眞
言
は
無
量
に
差
別
な
り
と
云
う
と
雖
も
、
彼
の
根
源
を
極
む
る
に
、
大
日
尊
の
海
印
三
昧
王
の
眞
言
に
出
ず
。
彼
の
眞
言
王
と
は
云
何
。『
金

剛
頂
』
及
び
『
大
日
經
』
所
説
の
字
輪
・
字
母
等
、
是
れ
な
り
」
の
意
味
が
不
可
解
で
あ
る
が
、
先
学
の
論
及
も
わ
ず
か
で
近
現
代
の
研
究
者
に

も
こ
れ
と
い
っ
た
言
及
が
な
い
。 

そ
こ
で
浅
学
な
り
に
察
す
る
に
、「
海
印
三
昧
」
と
は
、「
止
観
行
」
の
「
止
」
に
よ
っ
て
心
が
一
点
に
集
中
し
て
静
ま
っ
た
境
地
で
、
波
ひ
と
つ

な
い
心
海
の
海
面
に
一
切
の
諸
法
が
映
る
の
を
「
観
」
で
観
想
す
る
華
厳
の
瞑
想
法
。
釈
尊
が
『
華
厳
経
』
を
説
い
た
時
に
入
っ
た
と
い
う
三
昧
。 

『
禅
学
大
辞
典
』
は
「
無
礙
湛
然
な
る
仏
の
智
慧
の
海
に
一
切
真
実
相
が
印
で
押
し
た
如
く
、
は
っ
き
り
と
映
り
現
れ
る
よ
う
な
、
不
動
の
禅
定

に
入
っ
た
仏
の
境
地
」
と
言
い
、
道
元
は
「
佛
言
わ
く
、
但
衆
法
を
以
て
此
身
を
合
成
す
。
起
時
は
唯
法
の
起
な
り
、
滅
時
は
唯
法
の
滅
な
り
。

此
の
法
起
る
時
、
我
起
る
と
言
わ
ず
。
此
の
法
滅
す
る
時
、
我
滅
す
と
言
わ
ず
。
前
念
後
念
、
念
念
不
相
待
な
り
。
前
法
後
法
、
法
法
不
相
對
な

り
。
是
れ
を
卽
ち
名
づ
け
て
海
印
三
昧
と
す
」
と
言
う
。 

こ
れ
を
宗
祖
大
師
の
立
場
で
咀
嚼
す
る
と
、
宗
祖
大
師
が
言
う
「
重
々
帝
網
」、
す
な
わ
ち
澄
観
の
「
事
事
無
礙
」
が
「
海
印
三
昧
」
だ
と
し
て
、

「
海
印
三
昧
王
」
と
は
「
事
事
無
礙
」
法
界
の
「
真
如
」
を
「
文
字
」
で
自
ら
説
法
す
る
法
仏
（
法
身
大
日
）
の
こ
と
。
ま
た
松
長
有
慶
博
士
に

よ
れ
ば
、「
真
言
」
と
は
『
瑜
伽
金
剛
頂
経
釈
字
母
品
』
や
『
大
日
経
』「
字
輪
品
」
に
説
か
れ
る
「
五
十
字
門
」
の
こ
と
。
た
だ
し
「
海
印
三
昧
」

は
両
経
に
は
見
え
な
い
、
と
（
松
長
有
慶
博
士
『
訳
注 

声
字
実
相
義
』））。 

 

「
五
十
字
門
」
は
次
の
如
く
で
あ
る
。「
字
門
」
と
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
（
字
母
）
の
字
相
と
字
義
を
言
う
。 

 

●
摩
多
（
母
音
）
及
び
字
義 

十
六
字 

○
通
摩
多
（
十
二
字
） 

①
「

アa

」（
本
不
生
）
②
「

ア
ー 

q

」（
寂
静
）
③
「

イi

」（
根
本
）
④
「

イ
ー 

]

」（
宍
禍
）
⑤
「

ウu

」（
譬
喩
） 



⑥
「

ウ
ー 

[

」（
損
滅
）
⑦
「

エ
ー 

e

」（
求
）
⑧
「

ア
イai

」（
自
在
）
⑨
「

オ
ー 

o

」（
瀑
流
） 

⑩
「

ア
ウau

」（
変
化
）
⑪
「

ア
ムa/

」（
辺
際
）
⑫
「

ア
クa4

」（
離
）。 

○
別
摩
多
（
四
字
） 

⑬
「

リ3

」（
神
通
）
⑭
「

リ
ー 

r ̥̄

」（
類
例
）
⑮
「

リ 
=

」（
染
）
⑯
「

リ
ー 

l ̥̄

」（
沈
没
）。 

 

●
体
文
（
子
音
）
及
び
字
義 

三
十
五
字
、
た
だ
し
「
ラ
ムlla/

」（
都
除
）
は
数
え
な
い
の
で
三
十
四
字
。 

⑰
「

カk
a

」（
作
業
）
⑱
「

キ
ャk

h
a

」（
等
空
）
⑲
「

ガg
a

」（
行
）
⑳
「

ギ
ャg

h
a

」（
一
合
）
㉑
「

ギ
ョ
ウx

a

」（
支
分
） 

㉒
「

シ
ャca

」（
遷
変
）
㉓
「

シ
ャch

a

」（
影
像
）
㉔
「

ジ
ャja

」（
生
）
㉕
「

ジ
ャjh

a

」（
戦
敵
）
㉖
「

ジ
ョ
ウ 

`
a

」（
智
） 

㉗
「

タwa

」（
慢
）
㉘
「

タwh
a

」（
長
養
）
㉙
「

ダf
a

」（
怨
対
）
㉚
「

ダf
h
a

」（
執
事
）
㉛
「

ダz
a

」（
諍
論
） 

㉜
「

タta

」（
如
如
）
㉝
「

タth
a

」（
住
処
）
㉞
「

ダd
a

」（
施
与
）
㉟
「

ダd
h
a

」（
法
界
）
㊱
「

ナn
a

」（
名
字
） 

㊲
「

ハp
a

」（
第
一
義
）
㊳
「

ハp
h
a

」（
不
堅
）
㊴
「

 

バb
a

」（
縛
）
㊵
「

バb
h
a

」（
有
）
㊶
「

マm
a

」（
吾
我
） 

㊷
「

 

ヤy
a

」（
乘
）
㊸
「

 

ラra

」（
塵
垢
）
㊹
「

 

ラla

」（
相
）
㊺
「

 

ヴ
ァv

a

」（
言
説
） 

㊻
「

シ
ャ1a

」（
本
性
寂
）
㊼
「

シ
ャ2a
」（
性
純
）
㊽
「

サsa

」（
諦
） 

㊾
「

カh
a

」（
因
果
）
㊿
「

ク
シ
ャk

2a

」（
尽
） 

な
お
、「
五
十
字
門
」
は
『
大
日
経
』「
具
縁
品
」
に
も
説
か
れ
る
。 

 【
原
文
】 

若
知
實
義
則
名
眞
言
。
不
知
根
源
名
妄
語
。
妄
語
則
長
夜
受
苦
。
眞
言
則
拔
苦
與
樂
。
譬
如
藥
毒
迷
悟
損
益
不
同
問
曰
。
龍
猛
所
説
五
種
言
説
ト

今
所
説
二
種
言
説
。
如
何
相
攝
答
。
相
夢
妄
無
始
者
屬
妄
攝
。
如
義
則
屬
眞
實
攝
。
已
説
眞
妄
文
字
竟 

 



【
書
き
下
し
】 

若
し
實
義
を
知
ら
ば
則
ち
眞
言
と
名
づ
け
、
根
源
を
知
ら
ざ
れ
ば
妄
語
を
名
づ
く
。
妄
語
は
則
ち
長
夜
に
苦
を
受
け
、
眞
言
は
則
ち
苦
を
拔
き
樂

を
與
う
。
譬
え
ば
藥
毒
・
迷
悟
に
損
益

そ
ん
に
ゃ
く

の
不
同
な
る
が
如
し
。
問
う
て
曰
わ
く
。
龍
猛
の
説
く
所
の
五
種
の
言
説
と
今
説
く
所
の
二
種
の
言
説
と
、

如
何
が
相
攝
す
る
や
。
答
う
。
相
・
夢
・
妄
・
無
始
は
妄
に
屬
し
て
攝
し
、
如
義
は
則
ち
眞
實
に
屬
し
て
攝
す
。
已
に
眞
妄
の
文
字
を
説
き
竟
ん

ぬ
。 

 

【
註
記
】 

①
實
義
：
法
界
宇
宙
の
真
実
（
真
如
）。 

②
龍
猛
：『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
作
者
と
さ
れ
る
が
、
偽
作
説
が
有
力
。 

③
五
種
の
言
説
：『
釈
摩
訶
衍
論
』
第
二
に
説
か
れ
る
「
相
言
説
」「
夢
言
説
」「
妄
執
言
説
」「
無
始
言
説
」「
如
義
言
説
」。 

相
言
説
：
目
に
映
る
モ
ノ
の
姿
・
か
た
ち
で
語
る
言
説
。 

夢
言
説
：
夢
に
見
た
よ
う
な
幻
想
を
語
る
言
説
。 

妄
執
言
説
：
モ
ノ
・
コ
ト
へ
の
執
着
か
ら
語
る
言
説
。 

無
始
言
説
：
初
め
の
な
い
慣
習
的
な
言
説
。 

如
義
言
説
：
道
理
に
叶
っ
た
真
実
を
語
る
言
説 

④
二
種
の
言
説
：
真
言
と
妄
語
。 

 

【
私
訳
】 

も
し
法
界
宇
宙
の
真
実
（
真
如
）
を
語
る
な
ら
「
真
言
」
と
言
い
、
真
如
の
根
源
を
語
ら
な
い
な
ら
妄
語
と
言
う
。
妄
語
を
語
れ
ば
長
く
輪
廻
を



さ
ま
よ
っ
て
苦
か
ら
逃
れ
ら
れ
ず
、「
真
言
」
を
口
に
す
る
な
ら
凡
夫
・
衆
生
か
ら
苦
を
抜
き
安
楽
を
与
え
る
。
譬
え
て
言
え
ば
、
薬
と
毒
や
迷
妄

と
サ
ト
リ
に
損
と
利
益
の
ち
が
い
が
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
問
う
て
言
う
に
、
龍
猛
が
『
釈
摩
訶
衍
論
』
で
言
っ
て
い
る
「
五
種
の
言
説
」
と

今
言
っ
た
「
二
種
の
言
説
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
連
性
が
あ
る
の
か
。
答
え
て
言
う
に
、「
五
種
の
言
説
」
の
う
ち
「
相
言
説
」「
夢
言
説
」「
妄

執
言
説
」「
無
始
言
説
」
は
妄
語
に
含
ま
れ
、「
如
義
言
説
」
は
真
実
に
属
す
る
。
以
上
、「
真
言
」
と
「
妄
語
」
の
文
字
に
つ
い
て
説
き
終
え
た
。 

 

【
原
文
】 

次
釋
内
外
文
字
相
頌
文
六
塵
悉
文
字
者
。
謂
六
塵
者
。
一
色
塵
。
二 

聲
塵
。
三
香
塵
。
四
味
塵
。
五
觸
塵
。
六
法
塵
。
此
六
塵
各
有
文
字
相
。 

 

【
書
き
下
し
】 

次
に
内
外
の
文
字
の
相
を
釋
す
。
頌
の
文
に
「
六
塵
悉
く
文
字
な
り
」
と
は
、
六
塵
と
謂
う
は
、
一
つ
に
は
色
塵
、
二 

つ
に
は
聲
塵
、
三
つ
に
は

香
塵
、
四
つ
に
は
味
塵
、
五
つ
に
は
觸
塵
、
六
つ
に
は
法
塵
な
り
。
此
の
六
塵
に
各
々
文
字
の
相
有
り
。 

 

【
註
記
】 

①
内
外
：
内
（
人
や
生
き
も
の
、
有
情
）
と
外
（
人
や
生
き
も
の
以
外
、
非
情
）。 

 

【
私
訳
】 

次
に
、
内
（
有
情
）
と
外
（
非
情
）
の
文
字
の
特
徴
を
述
べ
る
。 

偈
頌
の
文
に
「
六
塵
悉
く
文
字
な
り
」
と
あ
っ
た
が
、「
六
塵
」
と
は
、「
色
塵
」「
聲
塵
」「
香
塵
」「
味
塵
」「
觸
塵
」「
法
塵
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら

「
六
塵
」
に
そ
れ
ぞ
れ
文
字
（
言
語
表
現
）
の
相
（
す
が
た
）
が
あ
る
。 

 



◆
「
六
塵
」
に
お
け
る
文
字
の
相 

色
塵
の
文
字 

◇
色
塵
の
偈
頌 

【
原
文
】 

初
色
塵
字
義
差
別
云
何
。
頌
曰 

顯
形
表
等
色 

内
外
依
正
具 

法
然
隨
縁
有 

能
迷
亦
能
悟 

釋
曰
。
頌
文
分
四
。
初
一
句
擧
色
差
別
。
次
句

表
内
外
色
互
爲
依
正
。
三
顯
法
爾
隨
縁
二
種
所
生
。
四
説
此
種
種
色
於
愚
者
爲
毒
於
智
者
爲
藥 

 

【
書
き
下
し
】 

初
め
の
色
塵
の
字
義
差
別
は
云
何
。
頌
に
曰
わ
く
、 

顯

形

表

け
ん
ぎ
ょ
う
ひ
ょ
う

等
の
色
あ
り
、
内
外
の
依 え

正
し
ょ
う

に
具
す
。
法
然
と
隨
縁
と
有
り
、
能
く
迷
い
、
亦
た
能
く
悟
る
。 

釋
し
て
曰
わ
く
。
頌
の
文
を
四
つ
に
分
か
つ
。
初
め
の
一
句
は
色
の
差
別
を
擧
げ
、
次
の
句
は
内
外
の
色
互
い
に
依
正
と
爲
る
を
表
わ
し
、
三
は

法
爾
と
隨
縁
の
二
種
の
所
生
を
顯
わ
し
、
四
は
此
の
種
種
の
色
、
愚
者
に
於
い
て
は
毒
と
爲
り
、
於
智
者
に
於
い
て
は
藥
と
爲
る
を
説
く
。 

 

【
註
記
】 

①
色
塵
：
目
に
映
る
も
の
。 

②
顯
形
表
：
顯
は
顕
色
（
黄
・
白
・
赤
・
黒
・
青
、「
五
大
」
の
色
）、
形
は
形
色
（
長
・
短
な
ど
）、
表
は
表
色
（
変
化
・
動
き
な
ど
）。 

③
依
正
：
依
報
と
正
報
。
宿
業
の
応
報
と
し
て
受
け
た
生
類
が
正
報
、
そ
の
生
類
の
拠
り
所
と
し
て
の
世
間
が
依
報
。 

 

【
私
訳
】 

最
初
の
色
塵
の
意
味
と
特
徴
は
ど
ん
な
も
の
か
、
偈
頌
で
言
う
と
、 



赤
青
な
ど
の
顕
色
、
長
・
短
な
ど
の
形
色
、
変
化
や
動
き
な
ど
の
表
色
な
ど
の
色
が
あ
り
、 

有
情
と
非
情
、
す
な
わ
ち
生
類
と
器
世
間
に
内
在
し
て
い
る
。 

ま
た
、
そ
う
あ
る
べ
く
し
て
そ
う
あ
る
法
然
と
因
縁
所
生
の
隨
縁
と
が
あ
り
、 

（
こ
れ
ら
目
に
映
る
対
象
に
）
よ
く
迷
い
、（
そ
れ
ら
の
真
実
相
を
）
よ
く
悟
る
。 

 

こ
れ
を
解
説
し
て
言
え
ば
、
偈
頌
の
文
を
四
つ
に
分
け
、
最
初
の
句
は
色
塵
に
顕
色
・
形
色
・
表
色
の
三
種
あ
る
の
を
言
い
、
次
の
句
は
有
情
と

非
情
に
も
顕
色
・
形
色
・
表
色
が
具
わ
っ
て
い
て
、
互
い
に
生
類
と
器
世
間
に
な
っ
て
い
る
の
を
言
い
、
第
三
の
句
は
色
塵
に
そ
う
あ
る
べ
く
し

て
そ
う
あ
る
法
然
と
因
縁
所
生
の
隨
縁
と
が
あ
る
の
を
言
い
、
第
四
の
句
は
こ
れ
ら
種
々
の
色
塵
も
、
仏
道
に
暗
い
愚
者
に
は
毒
と
な
り
、
仏
道

に
明
る
い
智
者
に
は
薬
に
な
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

◇
顕
色 

【
原
文
】 

初
句
顯
形
表
等
色
者
。
此
有
三
別
。
一
顯
色
。
二
形
色
。
三
表
色
。
一
顯
色
者
五
大
色
是
。
法
相
家
説
四
種
色
不
立
黒
色
。
依
大
日
經
立
五
大
色

五
大
色
者
。
一
黄
色
。
二
白
色
。
三
赤
色
四
黒
色
。
五
青
色
。
是
五
大
色
名
爲
顯
色
。
是
五
色
即
是
五
大
色
。
如
次
配
知
。
影
光
明
闇
雲
煙
塵
霧

及
空
一
顯
色
亦
名
顯
色
。
又
若
顯
了
眼
識
所
行
名
顯
色
。
此
色
具
好
惡
倶
異
等
差
別
。
大
日
經
云
心
非
青
黄
赤
白
紅
紫
水
精
色
非
明
非
闇
。
此
遮

心
非
顯
色
。 

 

【
書
き
下
し
】 

初
め
の
句
に
「
顯
形
表
等
の
色
あ
り
」
と
は
、
此
れ
に
三
つ
の
別
有
り
。
一
に
顯
色
、
二
に
形
色
、
三
に
表
色
な
り
。 

一
に
顯
色
と
は
、「
五
大
」
の
色
、
是
れ
な
り
。
法
相
家
に
は
四
種
の
色
を
説
き
黒
色
を
立
て
ず
。『
大
日
經
』
に
依
ら
ば
「
五
大
」
の
色
を
立
つ
。



「
五
大
」
の
色
と
は
、
一
に
黄
色
、
二
に
白
色
。
三
に
赤
色
、
四
に
黒
色
、
五
に
青
色
な
り
。
是
の
「
五
大
」
の
色
を
名
づ
け
て
顯
色
と
爲
す
。

是
の
五
色
は
即
ち
是
れ
「
五
大
」
の
色
な
り
。
次
の
如
く
配
し
て
知
れ
。
影
・
光
・
明
・
闇
・
雲
・
煙
・
塵
・
霧
及
び
空
一
顯

く
う
い
っ
け
ん

色 じ
き

を
亦
た
顯
色
と

名
づ
く
。
又
、
顯
了
に
し
て
眼
識
の
所
行
な
る
を
顯
色
と
名
づ
く
が
若 ご

と

し
。
此
の
色
に
好
惡
・
倶 く

異 い

等
の
差
別
を
具
す
。『
大
日
經
』
に
云
わ
く
。

「
心
は
青
・
黄
・
赤
・
白
・
紅
紫
・
水
精
色
に
非
ず
、
明
に
非
ず
闇
に
非
ず
」
と
。
此
れ
、
心
は
顯
色
に
非
ず
と
遮
す
。 

 

【
註
記
】 

①
『
大
日
經
』：『
大
日
経
』「
転
字
輪
漫
荼
羅
行
品
」
？
。 

②
空
一
顯
色
：
本
来
無
色
の
空
に
一
つ
顕
わ
れ
た
色
。 

③
『
大
日
經
』：『
大
日
経
』「
住
心
品
」。 

 

【
私
訳
】 

最
初
の
句
に
「
顯
形
表
等
の
色
あ
り
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
色
塵
に
三
種
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
顕
色
と
形
色
と
表
色
で
あ
る
。 

初
め
の
顕
色
と
は
「
五
大
」
の
色
で
あ
る
。
法
相
宗
の
論
師
は
四
種
の
色
を
説
い
て
黒
色
を
説
か
な
い
。
密
教
の
『
大
日
経
』
は
「
五
大
」
の
色

を
説
く
。「
五
大
」
の
色
と
は
黄
色
・
白
色
・
赤
色
・
黒
色
・
青
色
で
あ
る
。
こ
の
「
五
大
」
の
色
を
顕
色
と
す
る
。
こ
の
五
色
は
「
五
大
」
の
色

で
あ
る
。「
地
大
」
は
黄
色
、「
水
大
」
は
白
色
、「
火
大
」
は
赤
色
、「
風
大
」
は
黒
色
、「
空
大
」
は
青
色
と
い
う
よ
う
に
、
順
々
に
関
連
づ
け
て

知
る
と
よ
い
。（
法
相
宗
が
依
拠
す
る
『
瑜
伽
師
地
論
』
に
）
影
・
光
・
明
・
闇
・
雲
・
煙
・
塵
・
霧
及
び
空
の
無
色
を
ま
た
顕
色
と
言
っ
て
い
る
。

ま
た
眼
が
明
瞭
に
と
ら
え
た
色
塵
を
顕
色
と
言
う
。
こ
の
色
に
好
き
嫌
い
や
同
じ
か
違
う
か
な
ど
の
ち
が
い
が
あ
る
。『
大
日
経
』「
住
心
品
」
に

言
う
。「
心
は
青
・
黄
・
赤
・
白
・
紅
紫
・
水
精
色
に
非
ず
、
明
に
非
ず
闇
に
非
ず
」
と
。
こ
れ
、
菩
提
心
は
顕
色
で
は
な
い
と
否
定
し
た
も
の
で



あ
る
。 

 

◇
形
色 

【
原
文
】 

次
形
色
者
。
謂
長
短
麁
細
正
不
正
高
下
是
。
又
方
圓
三
角
半
月
等
是
也
。
又
若
色
積
集
長
短
等
分
別
相
是
也
。
大
日
經
疏
云
心
非
長
非
短
非 

圓
非

方
者
。
此
遮
心
非
形
色
。 

 

【
書
き
下
し
】 

次
に
形
色
と
は
、
謂
わ
く
、
長
短
・
麁
細
・
正
不
正
・
高
下
、
是
れ
な
り
。
又
、
方
圓
・
三
角
・
半
月
等
、
是
れ
な
り
。
又
、

若

か
く
の
ご
と
く

く
の
色
の

積
集
す
る
長
短
等
の
分
別
の
相
、
是
れ
な
り
。『
大
日
經
』
に
云
う
「
心
、
非
長
・
非
短
・
非
圓
・
非
方
」
と
は
、
此
れ
心
は
形
色
に
非
ず
と
遮
す
。 

 

【
註
記
】 

①
『
大
日
經
』：『
大
日
経
』「
住
心
品
」。 

 

【
私
訳
】 

次
に
、
形
色
と
は
、（『
瑜
伽
師
地
論
』
な
ど
が
言
う
）
長
い
短
い
・
大
き
い
小
さ
い
・
形
が
調
っ
て
い
る
調
っ
て
い
な
い
・
高
い
低
い
で
あ
る
。

ま
た
、
四
角
・
三
角
・
半
月
形
な
ど
も
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
色
が
集
っ
て
重
な
り
合
い
長
短
な
ど
区
別
が
で
き
る
の
も
そ
う
で
あ
る
。

『
大
日
経
』
に
云
う
「
心
は
、
非
長
・
非
短
・
非
圓
・
非
方
」
と
は
、
こ
れ
、
菩
提
心
は
形
色
で
は
な
い
と
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 



◇
表
色 

【
原
文
】 

三
表
色
者
。
謂
取
捨
屈
申
行
住
坐
臥
是
。
又
即
此
積
集
色
生
滅
相
續
由
變
異
因
。
於
先
生
處
不
復
重
生
轉
於
異
處
。
或
無
間
或
有
間
。
或
近
或
遠

差
別
生
。
或
即
於
此
處
變
異
生
是
。
又
業
用
爲
作
轉
動
差
別
是
名
表
色
。
大
日
經
云
心
非
男
非
女
者
。
亦
遮
心
非
表
色
。
是
亦
通
顯
形
色
。 

 

【
書
き
下
し
】 

三
に
表
色
と
は
、
謂
わ
く
、
取
捨
・
屈
申
・
行
住
坐
臥
、
是
れ
な
り
。
又
、
即
ち
此
の
積
集
せ
し
色
の
生
滅
・
相
續
は
變
異
の
因
に
由
る
。 

先
生
處
に
於
い
て
復
た
重
ね
て
生
ぜ
ず
異
處
に
轉
ず
。
或
い
は
無
間
、
或
い
は
有
間
。
或
い
は
近
、
或
い
は
遠
の
差
別
生
ず
る
な
り
。
或
い
は
即

ち
此
の
處
に
於
い
て
變
異
生
ず
、
是
れ
な
り
。
又
、
業
用
爲
作

ご
う
ゆ
う
い
さ

の
轉
動
差
別
、
是
れ
を
表
色
と
名
づ
く
。『
大
日
經
』
に
云
う
「
心
、
非
男
非
女
と

は
、
ま
た
心
は
表
色
に
非
ら
ず
と
遮
す
。
是
れ
ま
た
顯
形
色
に
通
ず
。 

 

【
註
記
】 

①
先
生
處
：
先
に
生
じ
た
所
。 

②
業
用
爲
作
：
意
識
作
用
の
変
化
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ち
が
い
が
出
て
く
る
こ
と
。 

③
『
大
日
經
』：『
大
日
経
』「
住
心
品
」。 

 

【
私
訳
】 

第
三
に
表
色
と
い
う
の
は
、
取
（
選
ぶ
）・
捨
（
捨
て
る
）・
屈
（
曲
げ
る
）、
申
（
伸
ば
す
）、
行
（
動
く
）、
住
（
留
ま
る
）、
坐
（
坐
る
）、
臥
（
横

に
な
る
）
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
が
集
ま
っ
て
、
色
塵
が
生
じ
た
り
滅
し
た
り
、
そ
れ
が
連
続
し
た
り
す
る
の
は
、
そ
の
変
化
の
原
因
（
心
、



意
識
作
用
）
に
よ
る
。（
表
色
は
）
先
に
生
じ
た
所
に
お
い
て
は
重
ね
て
生
じ
ず
、
別
な
場
所
に
転
じ
る
。 

あ
る
い
は
間
を
あ
け
ず
、
あ
る
い
は
間
を
お
き
、
あ
る
い
は
近
く
、
あ
る
い
は
遠
く
に
と
い
う
、
ち
が
い
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
同

じ
所
で
変
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
意
識
作
用
の
変
化
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ち
が
い
が
出
て
く
る
の
を
表
色
と
言
う
の
で
あ
る
。『
大

日
経
』
に
言
う
「
心
は
、
男
で
も
な
く
女
で
も
な
い
」
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
菩
提
心
は
表
色
で
は
な
い
と
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た

顕
色
・
形
色
に
も
共
通
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

又
云
云
何
自
知
心
。
謂
或
顯
色
或
形
色
。
若
色
受
想
行
識
。
若
我
若
我
所
。
若
能
執
若
所
執
中
求
不
可
得
者
。
此
明
顯
形
表
色
之
名
。
顯
形
如
文

可
知
。
自
下
即
是
表
色 

也
。
取
捨
業
用
爲
作
等
故
。
如
是
一
切
顯
形
表
色
是
眼
所
行
。
眼
境
界
。
眼
識
所
行
眼
識
境
界
眼
識
所
縁
。
意
識
所
行
意

識
境
界
意
識
所
縁
。
名
之
差
別
。
如
是
差
別
即
是
文
字
也
。
各
各
相
則
是
文
故
。
各
各
文
則
有
各
各
名
字
。
故
名
文
字
。
此
是
三
種
色
文
字
。
或

分
二
十
種
差
別
。
前
所
謂
十
界
依
正
色
差
別
故
。 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、
云
何
が
自
ら
心
を
知
る
や
。
謂
わ
く
、
或
い
は
顯
色
、
或
い
は
形
色
、
若
し
は
色
・
受
・
想
・
行
・
識
、
若
し
は
我
、
若
し
は
我
所
、
若
し

は
能
執
、
若
し
は
所
執
の
中
に
求
む
る
に
、
不
可
得
な
り
と
云
う
は
、
此
れ
顯
・
形
・
表
色
の
名
を
明
か
す
。
顯
・
形
は
文
の
如
く
知
る
べ
し
。。

自
下
は
即
ち
是
れ
表
色
な
り
。
取
・
捨
・
業
用
爲
作
等
の
故
に
。
是
く
の
如
く
、
一
切
の
顯
・
形
・
表
の
色
は
、
是
れ
眼
の
所
行
・
眼
の
境
界
、

眼
識
の
所
行
・
眼
識
の
境
界
・
眼
識
の
所
縁
、
意
識
の
所
行
・
意
識
の
境
界
・
意
識
の
所
縁
な
り
。
之
を
差
別
と
名
づ
く
。
是
く
の
如
く
の
差
別

は
即
ち
是
れ
文
字
な
り
。
各
々
の
相
は
則
ち
是
れ
文
（
も
ん
）
な
り
。
各
々
の
文
に
則
ち
各
々
の
名
字
有
り
。
故
に
文
字
と
名
づ
く
。
此
れ
是
の

三
種
の
色
の
文
字
な
り
。
或
い
は
二
十
種
の
差
別
に
分
か
つ
。
前
に
謂
う
所
の
十
界
の
依
正
の
色
差
別
な
る
が
故
に
。 

 



【
註
記
】 

①
自
ら
心
を
知
る
：『
大
日
経
』「
住
心
品
」
に
説
く
有
名
な
「
祕
密
主
云
何
菩
提
、
謂
如
實
知
自
心
」（
秘
密
主
（
が
問
う
）「「
菩
提
」
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。（
毘
盧
舎
那
仏
が
答
え
て
）
謂
わ
く
「「
実
の
如
く
自
心
の
知
る
」
こ
と
で
す
」
と
）
で
あ
る
。 

②
文
（
も
ん
）：
姿
や
形
や
動
き
、
あ
や
、
表
形
。
こ
こ
で
は
顕
色
・
形
色
・
表
色
そ
れ
ぞ
れ
三
種
の
姿
や
形
や
動
き
。 

③
名
字
：
名
称
・
呼
び
名
・
名
目
、
言
語
化
さ
れ
た
「
文
」。 

④
文
字
：
こ
の
「
文
字
」
の
意
味
を
よ
く
心
得
て
お
く
べ
き
だ
と
思
う
が
、
先
学
は
あ
ま
り
詮
索
し
な
い
。
小
田
慈
舟
博
士
は
、「
文
字
」
の
「
文
」

が
文
字
、「
字
」
が
「
名
字
」
だ
と
（
松
長
有
慶
博
士
『
訳
注 

声
字
実
相
義
』）。
私
は
、「
文
（
も
ん
）」
の
表
形
言
語
と
解
釈
し
た
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
、（『
大
日
経
』「
住
心
品
」
に
「
如
実
知
自
心
」
と
あ
る
が
）「
ど
の
よ
う
に
し
て
自
心
を
知
る
こ
と
ｇ
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
、

顕
色
・
形
色
、
色
・
受
・
想
・
行
・
識
（「
五
蘊
」）、
我
・
我
所
、
能
執
・
所
執
の
な
か
に
求
め
て
も
そ
れ
は
不
可
能
だ
」
と
答
え
る
の
は
、
こ
れ

で
顕
色
・
形
色
・
表
色
の
名
を
具
体
的
に
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
顕
色
と
形
色
に
つ
い
て
は
経
文
の
通
り
に
理
解
す
れ
ば
よ
く
、
表
色
に
つ
い
て

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
取
（
選
ぶ
）・
捨
（
捨
て
る
）、
そ
の
ほ
か
意
識
作
用
の
変
化
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ち
が
い
が
出
て
く
る
こ
と
な
ど
の

故
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
切
の
顕
色
・
形
色
・
表
色
は
、（『
瑜
伽
師
地
論
』
な
ど
に
よ
れ
ば
）
眼
と
い
う
視
覚
器
官
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、
眼

に
映
る
対
象
で
あ
り
、
視
覚
の
は
た
ら
き
、
視
覚
の
対
象
、
視
覚
が
捉
え
る
モ
ノ
で
あ
り
、
意
識
の
は
た
ら
き
・
意
識
の
対
象
・
意
識
が
捉
え
る

モ
ノ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
（
色
塵
の
顕
色
・
形
色
・
表
色
の
）
ち
が
い
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
な
ち
が
い
が
あ
る
の
が
、
す
な
わ
ち
文
字
で
あ
る
。
文
字
の
い
ろ
い
ろ
な
表
形
を
文
（
も
ん
）
と
言
い
、
そ
の
文
に
各
々
名
称
・
呼

称
・
名
目
（
言
語
化
さ
れ
た
「
文
」）
が
あ
る
。
そ
れ
で
文
字
と
言
う
。
こ
れ
が
顕
・
形
・
表
の
三
種
の
色
の
文
字
で
あ
る
。
そ
れ
も
ま
た
二
十
種

に
分
け
ら
れ
る
。
前
に
言
っ
た
「
十
界
」
の
生
類
と
器
世
間
の
色
塵
の
ち
が
い
で
あ
る
故
に
。 

 



◇
色
聚
の
諸
法 

四
大
（
種
）・
極
微
と
い
う
元
素
論 

【
原
文
】 

瑜
伽
論
云
。
今
當
先
説
色
聚
諸
法
問
一
切
諸
法
生
皆
從
自
種
而
起
。
云
何
説
諸
大
種
能
生
所
造
色
耶
。
云
何
造
色
依
彼
。
彼
所
建
立
。
彼
所
任
持
。

彼
所
長
養
耶
答
。 

由
一
切
内
外
大
種
及
所
造
色
種
子
皆
悉
依
附
内
相
續
心
。
乃
至
諸
大
種
子
未
生
諸
大
以
來
。
造
色
種
子
終
不
能
生
造
色
。
要
由

彼
生
造
色
方
從
自
種
子
生
。
是
故
説
彼
能
生
造
色
。
由
彼
生
爲
前
導
故
。
由
此
道
理
説
諸
大
種
爲
彼
生
因
。
云
何
造
色
依
於
彼
耶
。
由
造
色
生
已

不
離
大
種
處
而
轉
故
。
云
何
彼
所
建
立
。
由
大
種
損
益
彼
同
安
危
故
。
云
何
彼
所
任
持
。
由
隨
大
種
等
量
不
壞
故
。
云
何
彼
所
長
養
。
由
因
飮
食

睡 

眠
修
習
梵
行
三
摩
地
等
。
依
彼
造
色
倍
復
増
廣
故
。
説
大
種
爲
彼
長
養
因
。
如
是
諸
大
種
望
所
造
色
有
五
種
作
用
應
知
。 

 

【
書
き
下
し
】 

『
瑜
伽
（
師
地
）
論
』
に
云
わ
く
。「
今
、
當
に
先
ず
色
聚

し
き
じ
ゅ

の
諸
法
を
説
く
べ
し
」
と
。 

問
う
。
一
切
諸
法
の
生
ず
る
は
皆
、
自
種

じ
し
ゅ
う

從
り
し
て
起
る
。
云
何
が
諸
々
の
大
種

だ
い
し
ゅ

、
能
く
所
造
の
色
を
生
ず
と
説
く
や
。
云
何
が
造
色
、
彼
に
依

る
や
。
彼
の
建
立
す
る
所
や
。
彼
の
任
持
す
る
所
や
。
彼
の
長
養
す
る
所
や
。
答
う
。 

一
切
の
内
外
の
大
種
及
び
所
造
の
色
の
種
子
は
、
皆
悉
く

内
の
相
續
の
心
に
依
附
す
。
乃
至
、
諸
大
の
種
子
の
未
だ
諸
大
を
生
ぜ
ざ
る
よ
り
以
來

こ
の
か
た

、
造
色
の
種
子
、
終
に
造
色
を
生
ず
る
こ
と
能
わ
ざ
る
に

由
っ
て
、
要 か

な

ら
ず
彼
生
ず
る
に
由
っ
て
、
造
色
方
に
自
種
子

じ
し
ゅ
う
じ

從
り
生
ず
。
是
の
故
に
彼
能
く
造
色
を
生
ず
と
説
く
。
彼
生
じ
て
前
導
と
爲
る
に
由

っ
て
の
故
に
、
此
の
道
理
に
由
っ
て
諸
々
の
大
種
彼
の
生
因
と
爲
る
と
説
く
。
云
何
が
造
色
、
彼
に
依
る
や
。
造
色
の
生
じ
已
っ
て
大
種
の
處
を

離
れ
ず
し
て
轉
ず
る
に
由
る
が
故
に
。
云
何
が
彼
の
建
立
す
る
所
や
。
大
種
の
損
益
す
れ
ば
彼
同
じ
く
安
危
す
る
に
由
る
が
故
に
。
云
何
が
彼
の



任
持
す
る
所
や
。
大
種
に
隨
っ
て
等
量
に
し
て
壞
せ
ざ
る
に
由
る
が
故
に
。
云
何
が
彼
の
長
養
す
る
所
や
。
飮
食

お
ん
じ
き

・
睡
眠
・
修
習
梵

し
ゅ
じ
ゅ
う
ぼ
ん

行
ぎ
ょ
う

・
三
摩

地
等
に
因
っ
て
、
彼
に
依
っ
て
造
色

倍
ま
す
ま
す

復
た
増
廣
な
る
に
由
っ
て
の
故
に
、
大
種
を
彼
の
長
養
の
因
と
爲
す
と
説
く
。
是
く
の
如
く
、
諸
々
の

大
種
を
所
造
の
色
に
望
む
る
に
、
五
種
の
作
用

さ
く
ゆ
う

有
る
を
應
に
知
る
べ
し
。 

 

【
註
記
】 

①
色
聚
の
諸
法
：『
瑜
伽
論
』
が
説
く
一
切
法
三
つ
の
分
類
、「
色
聚
法
」「
心
心
所
法
」「
無
為
法
」
の
「
色
聚
法
」。
物
質
的
な
モ
ノ
。 

②
自
種
：
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
自
ら
に
持
っ
て
い
る
属
性
の
種
子
。 

③
内
の
相
續
の
心
：
意
識
の
奥
で
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
転
じ
て
い
る
深
層
意
識
（
ア
ー
ラ
ヤ
識
）。 

④
前
導
：
事
前
に
導
く
こ
と
。 

⑤
梵
行
：
煩
悩
を
断
つ
修
行
。
と
く
に
淫
欲
を
断
つ
修
行
。 

 

【
私
訳
】 

『
瑜
伽
師
地
論
』
に
言
う
。「
今
ま
さ
に
、
は
じ
め
に
色
聚
法
（「
物
質
的
な
モ
ノ
」
の
グ
ル
ー
プ
の
属
性
）
を
説
こ
う
」
と
。 

問
う
て
言
う
。（
大
乗
で
は
）
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
属
性
は
す
べ
か
ら
く
、
自
ら
に
持
っ
て
い
る
（
属
性
の
）
種
子
か
ら
生
じ
る
（
と
言
う
が
）、
ど

の
よ
う
に
し
て
四
大
種
（
造
る
主
体
で
あ
る
地
・
水
・
火
・
風
）
が
、
造
ら
れ
る
モ
ノ
の
色
塵
（
色
・
声
・
香
・
味
・
触
）
を
生
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
（
生
）。
ど
う
し
て
色
塵
を
生
ず
る
の
に
、
四
大
種
に
依
る
の
か
（
依
）。
ど
う
し
て
四
大
種
が
色
塵
を
立
ち
上
げ
ら
れ
る
の
か
（
立
）。

ど
う
し
て
四
大
種
が
色
塵
を
保
ち
続
け
ら
れ
る
の
か
（
持
）。
ど
う
し
て
四
大
種
が
色
塵
を
増
広
で
き
る
の
か
（
養
）。
答
え
て
言
う
。
す
べ
て
の



生
類
（
有
情
）
と
器
世
界
（
非
情
）
の
（
色
塵
を
造
る
）
四
大
種
の
種
子
と
、
造
ら
れ
る
色
塵
の
種
子
と
は
、
す
べ
か
ら
く
意
識
の
奥
で
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
転
じ
て
い
る
深
層
意
識
（
ア
ー
ラ
ヤ
識
）
に
依
孫
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
四
大
種
の
種
子
が
ま
だ
四
大
種
を
生
じ
な
い
限
り
、

色
塵
を
造
る
種
子
が
つ
い
に
色
塵
を
造
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
か
な
ら
ず
、
四
大
種
の
種
子
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
は
じ
め
て
）
色
塵
は
自
ら

の
種
子
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
故
に
四
大
種
は
よ
く
色
塵
を
生
ず
と
説
く
の
で
あ
る
。
四
大
種
が
生
じ
て
、
事
前
に
導
く
か
ら
、
こ
の
道

理
に
よ
っ
て
、
四
大
種
が
色
塵
の
生
じ
る
基
因
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。（
問
う
）
ど
う
し
て
色
塵
は
四
大
種
に
依
存
す
る
の
か
。（
答
え
）
色

塵
が
生
じ
終
っ
て
も
、
四
大
種
の
場
所
を
離
れ
ず
に
転
変
す
る
か
ら
で
あ
る
。（
問
う
）
ど
う
し
て
四
大
種
が
立
ち
上
げ
ら
れ
る
の
か
。（
答
え
）

四
大
種
の
損
益
に
よ
っ
て
色
塵
も
同
じ
く
安
定
・
不
安
定
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。（
問
う
）
ど
う
し
て
四
大
種
が
保
ち
続
け
ら
れ
る
の
か
。（
答
え
）

色
塵
は
四
大
種
と
同
じ
分
量
で
、
そ
の
ま
ま
損
壊
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。（
問
う
）
ど
う
し
て
四
大
種
が
増
広
で
き
る
の
か
。（
答
え
）
飮
食
・
睡

眠
・
修
習
梵
行
・
三
摩
地
な
ど
に
よ
っ
て
、
四
大
種
が
色
塵
を
ま
す
ま
す
増
広
に
す
る
か
ら
、
四
大
種
を
色
塵
の
増
広
の
基
因
だ
と
説
く
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
四
大
種
と
色
塵
を
見
れ
ば
、（
生
・
依
・
立
・
持
・
養
の
）
五
つ
の
は
た
ら
き
が
あ
る
の
を
欲
知
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

復
次
於
色
聚
中
曾
無
極
微
生
。
若
從
自
種
生
時
唯
聚
集
生
。
或
細
或
中
或
大
。
又
非
極
微
集
成
色
聚
。
但
由
覺
慧
分
析
諸
色
。
極
量
邊
際
分
別
。

假
立
以
爲
極
微
。
又
色
聚
亦
有
方
分
極
微
亦
有
方
分
。
然
色
聚
有
分
非
極
微
。
何
以
故
。
由
極
微
即
是
分
。
此
是
聚
色
所
有
。
非
極
微
復
有
餘
極

微
。
是
故
極
微
非
有
分
相
。 

 

【
書
き
下
し
】 

復
た
次
に
、
色
聚
の
中
に
於
い
て
、
曾
て
極
微
生

ご
く
み
し
ょ
う

無
し
。
若
し
、
自
種
從
り
生
ず
る
時
、
唯
だ
聚 じ

ゅ

集
じ
ゅ
う

し
て
生
ず
。
或
い
は
細
、
或
い
は
中
、
或

い
は
大
な
り
。
又
、
極
微
の
集
っ
て
色
聚
を
成
ず
る
に
非
ず
。
但
し
、
覺
慧
に
由
っ
て
諸
色
を
分
析
し
、
極
量
邊
際
を
分
別
し
、
假
立
し
て
以
っ



て
極
微
と
爲
す
。
又
、
色
聚
に
亦
た
方
分
有
ら
ば
、
極
微
に
も
亦
た
方
分
有
る
べ
し
や
。
然
れ
ど
も
、
色
聚
に
は
分
有
り
、
極
微
に
は
非
ず
。
何

を
以
っ
て
の
故
に
。
極
微
即
ち
是
れ
分
な
る
に
由
っ
て
、
此
れ
は
是
れ
聚
色
の
所
有
な
り
。
極
微
に
復
た
餘
の
極
微
有
る
に
非
ず
。
是
の
故
に
、

極
微
に
は
分
相
有
る
に
非
ず
。 

 

【
註
記
】 

①
極
微
生
：
微
細
な
粒
子
か
ら
生
じ
る
こ
と
。 

②
覺
慧
：
サ
ト
リ
の
智
慧
。 

③
極
量
邊
際
：
も
っ
と
も
微
細
な
レ
ベ
ル
。 

④
假
立
：
仮
に
そ
う
す
る
こ
と
。 

⑤
方
分
：
方
は
上
下
四
方
、
分
は
細
分
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
次
に
、（
説
一
切
有
部
が
言
う
よ
う
に
）
眼
に
映
る
物
質
的
な
モ
ノ
の
グ
ル
ー
プ
（
色
聚
）
が
、
微
細
な
粒
子
（
極
微
）
か
ら
生
ず
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
。（
経
量
部
が
言
う
よ
う
に
）
自
ら
の
種
子
か
ら
生
ず
る
時
、
微
細
な
粒
子
が
集
っ
て
生
じ
る
の
は
、
そ
れ
は
た
だ
小
・
中
・
大
と
い

う
大
き
さ
に
な
っ
た
だ
け
で
、
微
細
な
粒
子
が
集
っ
て
物
質
的
な
モ
ノ
の
グ
ル
ー
プ
（
色
聚
）
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。（
法
相
は
）
サ
ト
リ
の

智
慧
に
よ
っ
て
諸
々
の
色
聚
を
分
析
し
、
も
っ
と
も
微
細
な
レ
ベ
を
分
別
し
、
そ
れ
を
仮
に
極
微
だ
と
（
し
て
実
在
で
は
な
い
と
）
す
る
。
色
聚

に
は
方
（
上
下
・
四
方
）
と
分
（
細
分
）
が
あ
る
が
、
微
細
な
粒
子
に
も
方
分
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
色
聚
に
は
細
分
が
あ
る
が
、
極
微
に
は
な
い
。

ど
う
し
て
か
と
言
え
ば
、
極
微
は
そ
れ
自
体
が
細
分
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
集
っ
た
色
塵
が
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
微
細
な
粒
子
に
ま
た
余
分
の

微
細
な
粒
子
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
で
あ
る
か
ら
、
微
細
な
粒
子
に
細
分
の
姿
・
形
は
な
い
の
で
あ
る
。 

 



『
付
記
』 

宗
祖
大
師
は
「
六
塵
」
の
解
説
の
最
初
に
取
り
上
げ
た
「
色
塵
」（
眼
に
映
る
物
質
的
な
モ
ノ
）
に
相
当
な
字
数
を
費
や
し
、
こ
こ
で
ま
た
ア
ビ
ダ

ル
マ
や
唯
識
が
説
く
「
色
聚
」
説
と
「
極
微
」
説
に
深
入
り
す
る
。
私
の
よ
う
な
浅
学
に
は
迂
遠
の
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、
宗
祖
大
師
の
言
語

哲
学
と
し
て
は
「
色
法
」
の
教
理
学
が
き
ち
ん
と
押
さ
え
ら
れ
て
い
な
く
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。 

ち
な
み
に
、「
色r[

p
a

」、
す
な
わ
ち
視
覚
（
眼
識
）
が
と
ら
え
る
色
や
形
あ
る
物
質
的
な
モ
ノ
（
色
境
）
は
四
大
（
地
・
水
・
火
。
風
）
や
極
微
（
微

細
な
粒
子
）
か
ら
成
る
と
い
う
考
え
は
も
と
も
と
イ
ン
ド
思
想
に
あ
り
、「
六
師
外
道
」
の
一
人
ア
ジ
タ
・
ケ
ー
サ
カ
ン
バ
リ
ン
（A

jita-k
esak

am
b
alin

）

は
、
世
界
を
地
・
水
・
火
・
風
の
「
四
大
」
の
離
合
集
散
と
言
い
、
パ
ク
ダ
・
カ
ッ
チ
ャ
ー
ヤ
ナ
（P

ak
u
d
h
a-k

accqy
an

a

）
は
、
人
は
地
・
水
・
火
・

風
（「
四
大
」）
と
苦
・
楽
・
霊
魂
の
七
要
素
か
ら
成
る
と
主
張
し
た
。 

ま
た
「
六
派
哲
学
」
で
は
、
サ
ー
ン
ク
ヤ
学
派
が
、
物
質
は
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
（
根
本
原
質
）
か
ら
生
じ
る
「
五
大
」
地
・
水
・
火
・
風
・
虚
空
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
説
い
た
。 

仏
教
で
は
部
派
仏
教
で
一
切
法
の
分
析
と
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
、
説
一
切
有
部
は
「
五
位
七
十
五
法
」
を
説
き
、
上
座
部
大
寺
派

は
「
心
（
法
）」「
心
所
（
法
）」「
色
（
法
）」「
涅
槃
」
の
分
類
で
百
七
十
法
を
説
き
、
大
乗
の
唯
識
派
は
「
五
位
百
法
」
を
説
い
た
。
色
法
な
ど

の
解
釈
に
つ
い
て
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
専
門
研
究
者
に
委
ね
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
色
聚
」
説
と
「
極
微
」
説
を
両
立
さ
せ
た
と
さ
れ
る
『
阿
毘

達
磨
俱
舎
論
』
の
有
対
（
五
根
・
五
境
）
と
無
対
（
無
表
）
の
諸
法
を
紹
介
し
て
お
く
。 

 

●
五
根
：「
眼
」「
耳
」「
鼻
」「
舌
」「
身
」 

●
五
境
： 

 

「
色
」：「
青
・
黄
・
赤
・
白
」「
長
・
短
」「
方
・
円
」「
凸
・
凹
」「
正
・
不
正
」「
雲
・
煙
・
塵
・
霧
」「
影
・
光
・
明
・
暗
」 

 

「
声
」：
有
執
受
声
（
人
や
生
き
も
の
（
有
情
）
の
声
）
―
有
情
に
対
し
て
表
示
す
る
言
語
表
現
―
可
意
声
（
快
い
も
の
、
歌
を
歌
っ
て
い
る
声
） 

有
執
受
声
（
人
や
生
き
も
の
（
有
情
）
の
声
）
―
有
情
に
対
し
て
表
示
す
る
言
語
表
現
―
不
可
意
声
（
不
快
な
も
の
、
う
な
り
声
） 



有
執
受
声
（
人
や
生
き
も
の
（
有
情
）
の
声
）
―
有
情
に
対
し
て
表
示
し
な
い
言
語
表
現
―
可
意
声
（
快
、
人
が
鳴
ら
す
楽
器
の
音
） 

有
執
受
声
（
人
や
生
き
も
の
（
有
情
）
の
声
）
―
有
情
に
対
し
て
表
示
し
な
い
言
語
表
現
―
不
可
意
声
（
不
快
、
モ
ノ
を
壊
す
音
） 

 
 
 
 
 

無
執
受
声
（
人
や
生
き
も
の
（
有
情
）
以
外
の
音
声
）
―
有
情
に
対
し
て
表
示
す
る
言
語
表
現
―
可
意
声
（
快
、
如
来
が
説
法
す
る
声
） 

無
執
受
声
（
人
や
生
き
も
の
（
有
情
）
以
外
の
音
声
）
―
有
情
に
対
し
て
表
示
す
る
言
語
表
現
―
不
可
意
声
（
不
快
、
二
乗
が
悪
口
を

言
う
声
） 

無
執
受
声
（
人
や
生
き
も
の
（
有
情
）
以
外
の
音
声
）
―
有
情
に
対
し
て
表
示
し
な
い
言
語
表
現
―
快
（
楽
譜
に
書
か
れ
た
音
） 

無
執
受
声
（
人
や
生
き
も
の
（
有
情
）
以
外
の
音
声
）
―
有
情
に
対
し
て
表
示
し
な
い
言
語
表
現
不
快
（
土
中
で
動
く
虫
の
音
） 

「
香
」：「
好
」
と
「
悪
香
」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
等
」（
普
通
）
と
「
不
等
」（
異
常
）。 

「
味
」：「
甘
」「
酸
」「
鹹
（
塩
辛
い
）」「
辛
」「
苦
（
に
が
い
）」「
渋
（
し
ぶ
い
）」 

「
所
触
」：「
四
大
種
（
地
・
水
・
火
・
風
）」「
滑
・
粗
」「
重
・
軽
」「
冷
」「
飢
・
渇
」 

●
無
表
：
通
常
の
人
以
外
、
乱
心
し
た
者
に
も
・
心
な
い
者
に
も
四
大
種
を
因
と
し
て
あ
る
も
の
。
極
微
か
ら
成
っ
て
い
な
い
も
の
。 

 

説
一
切
有
部
は
こ
れ
ら
諸
法
を
「
三
世
実
有
」
と
し
た
が
、
大
乗
の
唯
識
派
は
諸
法
は
「
空
」
の
仮
構
（
仮
有
）
で
あ
っ
て
心
の
表
象
に
過
ぎ
な

い
（「
三
界
唯
心
」）
と
し
た
。 

こ
こ
で
蛇
足
だ
が
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
で
は
、
例
え
ば
「
四
大
（
種
）」
の
「
地
大
」「
水
大
」「
火
大
」「
風
大
」
と
は
、「
土
」「
水
」「
火
」「
風
」
と

い
う
物
質
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
地
大
」
は
堅
固
な
こ
と
（
堅
）、「
水
大
」
は
湿
潤
な
こ
と
（
湿
）、「
火
大
」
は
暖
か
い
こ
と
（
煖
）、「
風
大
」

は
流
動
性
（
動
）
と
い
っ
た
物
質
の
本
性
（「
自
性
」）
の
こ
と
を
言
う
。
す
な
わ
ち
、「
堅
」「
湿
」「
煖
」「
動
」
が
「
一
切
法
」
の
「
法d

h
arm

a

」

で
あ
る
。
こ
れ
は
『
阿
毘
達
磨
俱
舎
論
』
巻
一
に
説
か
れ
る
「
能
持
自
相
、
故
名
爲
法
（
能
く
自
相
を
持
す
る
が
故
に
法
と
名
づ
く
）svalak

2az
a-d

h
qraz

qd
 

d
h
arm

a4

」
と
い
う
「
法

d
h
arm

a

」
の
基
本
概
念
に
か
か
わ
っ
て
く
る
問
題
で
、
こ
の
問
題
で
私
の
尊
敬
す
る
畏
友
宮
坂
宥
洪
師
は
、「
法

d
h
arm

a

」

の
語
義
は
、『
俱
舎
論
』
が
「
能
持
」
と
言
う
よ
う
に
「
た
も
つ
も
の
」
で
は
な
く
、「
た
も
た
れ
る
も
の
」
で
あ
る
は
ず
だ
と
言
っ
て
お
ら
れ
る



（「
仏
教
に
お
け
る
ダ
ル
マ
（
法
）
の
意
味
」『
現
代
密
教
』
第
２
２
号
）。
ま
た
、
私
が
尊
敬
し
て
や
ま
な
い
畏
友
の
廣
澤
隆
之
師
に
も
深
い
論
考

が
あ
る
。 

宗
祖
大
師
が
今
取
り
上
げ
て
い
る
「
色
聚
」「
四
大
種
」「
極
微
」
の
問
題
は
、
専
門
的
に
は
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』（
説
一
切
有
部
の
教
理
を

ま
と
め
た
『
阿
毘
達
磨
発
智
論
』
の
註
釈
）
や
ア
ビ
ダ
ル
マ
時
代
の
世
親
の
『
阿
毘
達
磨
俱
舎
論
』
や
弥
勒
の
作
と
言
わ
れ
る
『
瑜
伽
師
地
論
』

な
ど
が
言
う
「
法d

h
arm

a

」
の
充
分
な
理
解
が
必
要
と
な
る
。
本
稿
は
そ
れ
に
ふ
れ
る
の
が
目
的
で
は
な
い
し
、
ま
た
論
述
す
る
力
も
な
い
の
で
、

私
的
な
【
付
記
】
に
と
ど
め
て
お
く
が
、
宗
祖
大
師
が
い
つ
ど
こ
で
ア
ビ
ダ
ル
マ
を
学
ん
だ
の
か
、『
婆
沙
論
』『
俱
舎
論
』『
瑜
伽
師
地
論
』
な
ど

を
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
の
か
、
そ
の
学
識
の
正
確
さ
に
驚
き
入
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

又
不
相
離
有
二
種
。
一
同
處
不
相 

離
。
謂
大
種
極
微
與
色
香
味
觸
等
。
於
無
根
處
有
離
根
者
。
於
有
根
處
有
有
根
者
。
是
名
同
處
不
相
離
。
二
和

雜
不
相
離
。
謂
即
此
大
種
極
微
與
餘
聚
集
能
造
所
造
色
處
倶
故
。
是
名
和
雜
不
相
離
。
又
此
遍
滿
聚
色
應
知
。
如
種
種
物
石
磨
爲
末
以
水
和
合
互

不
相
離
。
非
如
胡
麻
緑
豆
粟
稗
等
聚
。
又
一
切
所
造
色
皆
即
依
止
大
種
處
不
過
大
種
處
量
。
乃
至
大
種
所
據
處
所
諸
所
造
色
還
即
據
此
。
由
此
因

縁
説
所
造
色
依
於
大
種
。
即
以
此
義
説
諸
大
種
名
爲
大
種
。
由
此
大
種 

其
性
大
故
。
爲
種
生
故
。
又
於
諸
色
聚
中
略
有
十
四
種
事
。
謂
地
水
火
風

色
聲
香
味
觸
及
眼
等
五
根
。
唯
除
意
所
行
色
云
云
又
立
十
種
色
。
具
如
彼
説
。
如
是
種
種
色
差
別
即
是
文
字
也
。
又
以
五
色
書
阿
字
等
亦
名
色
文

字
。
又
彩
畫
種
種
有
情
非
情
亦
名
色
文
字
。
錦
繍
綾
羅
等
亦
是
色
文
字
也
。
法
華
華
嚴
智
度
等
亦
具
説
種
種
色
差
別
。
然
不
出
内
外
十
界
等
。
如

是
色
等
差
別
是
名
色
文
字
。 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、
不
相
離
に
二
種
有
り
。
一
に
同
處
不
相
離
。
謂
わ
く
、
大
種
・
極
微
と
色
香
味
觸
等
な
り
。
無
根
の
處
に
於
い
て
離
根
の
者
有
り
。
有
根
の

處
に
於
い
て
有
根
の
者
有
り
。
是
れ
を
同
處
不
相
離
と
名
づ
く
。
二
に
和
雜
不
相
離
。
謂
わ
く
、
即
ち
此
の
大
種
・
極
微
と
餘
の
聚
集
と
、
能
造



所
造
の
色
處
と
倶
な
る
が
故
に
、
是
れ
を
和
雜
不
相
離
と
名
づ
く
。
又
、
此
の
遍
滿
聚 じ

ゅ

色 し
き

を
應
に
知
る
べ
し
。
種
種
の
物
を
石
磨
い
て
末
と
爲
し
、

水
を
以
っ
て
和
合
し
、
互
い
に
相
離
れ
ざ
る
が
如
し
。
胡
麻
・
緑 ろ

く

豆 ず

・
粟 そ

く

・
稗 は

い

等
の
聚
の
如
く
に
非
ず
。
又
、
一
切
の
所
造
色
は
皆
、
即
ち
大
種

の
處
に
依
止
し
て
大
種
の
處
量
を
過
ぎ
ず
。
乃
至
、
大
種
の
所
據
の
處
所
に
諸
々
の
所
造
色
の
還
っ
て
、
即
ち
此
れ
に
據
る
。
此
の
因
縁
に
由
っ

て
、
所
造
色
は
大
種
に
依
る
と
説
く
。
即
ち
此
の
義
を
以
っ
て
諸
々
の
大
種
を
説
き
、
名
づ
け
て
大
種
と
す
。
此
の
大
種
、
其
の
性
大
な
る
に
由

る
が
故
に
、
種
と
爲
っ
て
生
ず
る
が
故
に
。
又
、
諸
々
の
色
聚
の
中
に
於
い
て
、
略
し
て
十
四
種
の
事
有
り
。
謂
わ
く
、「
地
・
水
・
火
・
風
」「
色
・

聲
・
香
・
味
・
觸
」
及
び
「
眼
等
の
五
根
」
な
り
。
唯
し
、
意
の
所
行
色
を
除
く
と
云
云
。
又
、
十
種
の
色
を
立
つ
。
具
に
は
彼
に
説
く
が
如
し
。

是
く
の
如
く
の
種
種
の
色
の
差
別
は
即
ち
是
れ
文
字
な
り
。
又
、
五
色
を
以
っ
て
阿
字
等
を
書
く
は
亦
た
色
の
文
字
と
名
づ
く
。
又
、
種
種
の
有

情
非
情
を
彩
畫
す
る
は
亦
た
色
の
文
字
と
名
づ
く
。
錦
繍

き
ん
し
ゅ
う

綾
り
ょ
う

羅 ら

等
も
亦
た
是
れ
色
の
文
字
な
り
。『
法
華
（
経
）』『
華
嚴
（
経
）』『（
大
）
智
度

（
論
）』
等
も
亦
た
具
さ
に
種
種
の
色
の
差
別
を
説
く
。
然
れ
ど
も
、
内
外
の
十
界
等
に
は
出
ず
。
是
く
の
如
く
の
色
等
の
差
別
、
是
れ
を
色
の
文

字
と
名
づ
く
。 

 

【
註
記
】 

①
和
雜
：
和
合
し
て
交
じ
り
合
っ
て
い
る
こ
と
。 

②
遍
滿
聚
色
：（
四
大
種
と
四
塵
が
同
じ
所
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
）
遍
滿
し
集
っ
た
色
塵
。 

③
緑
豆
：
あ
お
あ
ず
き
・
ヤ
エ
ナ
リ
・
リ
ョ
ク
ト
ウ
。
も
や
し
の
種
子
。 

④
粟
稗
：
穀
物
の
粟
（
あ
わ
）、
稗
（
ひ
え
）。 

⑤
錦
：
金
糸
銀
糸
な
ど
色
糸
で
模
様
を
折
り
込
む
絹
織
物
。 



⑥
繍
：
刺
繍
。 

⑦
綾
：
あ
や
ぎ
ぬ
。 

⑧
羅
：
う
す
ぎ
ぬ
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
、（
四
大
種
と
色
塵
の
微
細
な
粒
子
が
）
互
い
に
離
れ
な
い
関
係
に
あ
る
こ
と
に
二
つ
の
見
方
が
あ
る
。
一
に
、（
二
つ
の
も
の
が
）
同
じ
所

に
あ
っ
て
離
れ
な
い
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
四
大
種
と
四
塵
（
色
・
香
・
味
・
触
）
の
微
細
な
粒
子
で
あ
る
。（
そ
れ
ら
は
）「
六
根
」（
感
覚
器
官
）

を
も
た
な
い
所
に
「
六
根
」（
感
覚
器
官
）
の
な
い
も
の
（
非
情
）
が
生
じ
、「
六
根
」（
感
覚
器
官
）
を
も
つ
所
に
「
六
根
」（
感
覚
器
官
）
の
あ

る
者
（
有
情
）
が
生
じ
る
。
こ
れ
を
同
処
不
相
離
と
言
う
。（
四
大
種
と
色
塵
が
同
じ
所
で
関
係
し
あ
っ
て
い
る
）
二
に
（
二
つ
の
も
の
が
）
和
合

し
て
交
じ
り
合
い
離
れ
な
い
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
四
大
種
と
そ
の
他
の
聚
集
の
微
細
な
粒
子
が
、
造
る
者
と
造
ら
れ
る
も
の
の
関
係
で
同
じ

色
処
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
和
雜
不
相
離
と
言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
（
四
大
種
と
四
塵
が
同
じ
所
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
）
遍
滿
し

集
っ
た
色
塵
を
よ
く
知
る
べ
き
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
物
を
石
で
磨
き
つ
ぶ
し
粉
末
に
し
、
水
で
練
り
合
わ
せ
て
互
い
に
離
れ
な
い
よ
う
に
し
た

の
と
お
な
じ
で
あ
る
。（
し
か
し
）
胡
麻
や
緑
豆
や
粟
稗
を
た
だ
混
ぜ
合
わ
せ
た
の
と
同
じ
で
は
な
い
。
ま
た
、（
同
処
不
相
離
と
は
言
っ
て
も
）

す
べ
て
の
造
ら
れ
た
色
塵
は
、
四
大
種
の
所
に
依
存
し
て
い
て
四
大
種
の
所
と
量
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
四
大
種
が
拠
り
所
と
す

る
所
に
い
ろ
い
ろ
造
ら
れ
た
色
塵
が
戻
り
、
四
大
種
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
次
第
で
、
造
ら
れ
た
色
塵
は
四
大
種
に
依
存
す
る

と
説
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
四
大
種
を
説
き
、
大
種
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
大
種
、
そ
の
本
性
が
大
で
あ
る
か
ら
、

種
子
と
な
っ
て
モ
ノ
を
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
色
聚
に
お
お
む
ね
十
四
種
の
「
法
」
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
地
・
水
・
火
・
風
」

「
色
・
聲
・
香
・
味
・
触
」
及
び
「
眼
等
の
五
根
」
な
り
。
た
だ
し
、（「
五
根
」
の
）「
意
（
こ
こ
ろ
）」
の
意
識
対
象
と
な
る
色
塵
を
除
く
、
と

云
々
。
ま
た
、
十
種
の
色
塵
を
言
う
説
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
前
述
の
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
三
に
説
く
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
種
々
の

色
塵
の
区
別
あ
る
の
は
、
つ
ま
り
文
字
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、（『
大
日
経
』
に
あ
る
よ
う
に
）「
五
色
」
で
「
阿
字
」
な
ど
を
書
く
の
も
、
色
塵
の



文
字
と
言
う
。
ま
た
、
種
々
の
有
情
・
非
情
を
画
く
の
も
色
塵
の
文
字
と
言
う
。
錦
・
刺
繍
・
あ
や
ぎ
ぬ
・
う
す
ぎ
ぬ
な
ど
も
ま
た
色
塵
の
文
字

で
あ
る
。『
法
華
（
経
）』『
華
嚴
（
経
）』『（
大
）
智
度
（
論
）』
な
ど
も
具
体
的
に
種
々
の
色
塵
の
区
別
を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
有
情
・

非
情
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
十
界
」
な
ど
の
色
塵
を
出
な
い
。
こ
の
よ
う
な
色
塵
の
区
別
を
色
塵
の
文
字
と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

此
是
文
字
於
愚
能
著
能
愛
。
發 

貪
瞋
癡
等
種
種
煩
惱
。
具
造
十
惡
五
逆
等
故
。
頌
曰
能
迷
。
於
智
則
能
觀
因
縁
。
不
取
不
捨
。
能
建
立
種
種
法
界

曼
荼
羅
。
作
廣
大
佛
事
業
。
上
供
諸
佛
。
下
利
衆
生
。
自
利
利
他
因
茲
圓
滿
。
故
曰
能
悟
。 

 

【
書
き
下
し
】 

此
れ
是
の
文
字
は
、
愚
に
於
い
て
能
く
著
し
能
く
愛
し
て
、
貪
・
瞋
・
癡
等
の
種
種
の
煩
惱
を
發
し
、
具
さ
に
十
惡
・
五
逆
等
を
造
る
。
故
に
頌

に
能
く
迷
う
と
曰
う
。
智
に
於
い
て
は
則
ち
能
く
因
縁
を
觀
じ
、
取
ら
ず
捨
て
ず
し
て
、
能
く
種
種
の
法
界
曼
荼
羅
を
建
立
し
、
廣
大
の
佛
の
事
業

じ
ご
う

を
作
す
。
上
は
諸
佛
を
供
じ
、
下
は
衆
生
を
利
し
、
自
利
利
他
茲
れ
に
因
っ
て
圓
滿
す
。
故
に
能
く
悟
る
と
曰
う
。 

 

【
註
記
】 

②
十
惡
：
殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫
・
妄
語
・
綺
語
・
悪
口
・
両
舌
・
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
。 

③
五
逆
：
殺
父
（
父
を
殺
す
こ
と
）・
殺
母
（
母
を
殺
す
こ
と
）・
殺
阿
羅
漢
（
阿
羅
漢
を
殺
す
こ
と
）・
出
仏
身
血
（
仏
の
か
ら
だ
を
傷
つ
け
出
血

さ
せ
る
こ
と
）・
破
和
合
僧
（
サ
ン
ガ
（
教
団
、
和
合
衆
）
の
一
致
和
合
を
破
る
こ
と
）。 

④
法
界
曼
荼
羅
：
さ
ま
ざ
ま
な
仏
尊
が
集
合
し
た
マ
ン
ダ
ラ
。
金
剛
界
マ
ン
ダ
ラ
ほ
か
。 

 



【
私
訳
】 

こ
の
色
塵
の
文
字
は
、
凡
夫
・
衆
生
が
よ
く
執
著
し
よ
く
愛
著
し
て
、
貪
・
瞋
・
痴
な
ど
種
々
の
煩
惱
を
発
生
し
、
現
実
に
殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫

な
ど
の
「
十
悪
」
や
殺
父
・
殺
母
な
ど
の
「
五
逆
」
な
ど
を
犯
す
。
だ
か
ら
頌
に
「
能
く
迷
う
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。（
一
方
）
瞑
想
の
智
を
も
つ

者
は
（
色
塵
の
文
字
に
つ
い
て
）
よ
く
（
前
述
の
よ
う
な
）
一
切
法
の
次
第
を
観
想
し
、
そ
れ
に
こ
だ
わ
る
こ
と
も
な
く
無
関
心
で
い
る
こ
と
も

な
く
、
よ
く
種
々
の
仏
の
世
界
を
画
い
た
り
造
顕
し
た
り
し
て
色
塵
の
文
字
を
示
し
、
広
大
無
辺
の
仏
の
事
業
を
行
う
。
上
は
諸
々
の
仏
を
供
養

し
、
下
は
凡
夫
・
衆
生
を
利
益
し
、
自
利
・
利
他
の
二
利
は
こ
れ
に
よ
っ
て
円
滿
す
る
。
故
に
頌
に
「
能
く
悟
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

次
内
外
依
正
具
者
。
此
亦
有
三
。
一
明
内
色
具
顯
形
等
三
。
二
明
外
色
亦
具
三
色
。
三
明
内
色
非
定
内
色
。
外
色
非
定
外
色
。
互
爲
依
正
。
言
内

色
者
有
情
。
外
色
者
器
界
。
經
云
。
佛
身
不
思
議
。
國
土
悉
在
中
。
又
一
毛
示
現
多
刹
海
。
一
一
毛
現
悉
亦
然
。
如
是
普
周
於
法
界
。
又 

一
毛
孔

内
難
思
刹
。
等
微
塵
數
種
種
住
。
一
一
皆
有
遍
照
尊
。
在
衆
會
中
宣
妙
法
於
一
塵
中
。
大
小
刹
種
種
差
別
如
塵
數
。
一
切
國
土
所
有
塵
一
一
塵
中

佛
皆
入
。
今
依
此
等
文
明
知
。
佛
身
及
衆
生
身
大
小
重
重
。
或
以
虚
空
法
界
爲
身
量
。
或
以
不
可
説
不
可
説
佛
刹
爲
身
量
。
乃
至
以
十
佛
刹
一
佛

刹
一
微
塵
爲
身
量
。
如
是
大
小
身
土
互
爲
内
外
。
互
爲
依
正
。
此
内
外
依
正
中
必
具
顯
形
表
色
。
故
曰
内
外
依
正
具
。 

 

【
書
き
下
し
】 

次
に
、「
内
外
の
依
正
に
具
す
」
と
は
、
此
れ
に
亦
た
三
つ
有
り
。
一
に
は
内
の
色
に
顯
・
形
等
の
三
つ
を
具
す
る
を
明
か
す
。
二
に
は
、
外
の
色

に
亦
た
三
色
を
具
す
る
を
明
か
す
。
三
に
は
、
内
の
色
定
ん
で
内
の
色
に
非
ず
、
外
の
色
定
ん
で
外
の
色
に
非
ざ
ず
し
て
、
互
い
に
依
正
と
爲
る

を
明
か
す
。
内
の
色
と
言
う
は
有
情
、
外
の
色
は
器
界
な
り
。（『
華
厳
』）
經
（「
如
来
現
前
品
」）
に
云
わ
く
。「
佛
身
は
不
思
議
な
り
。
國
土
悉

く
中
に
在
り
」。
又
、「
一
毛
に
多
刹 せ

つ

海 か
い

を
示
現
す
。
一
一
の
毛
に
現
ず
る
こ
と
悉
く
亦
た
然
り
。
是
く
の
如
く
法
界
に
普
周
す
。
又
、
一
毛
孔

も
う
く

の



内
に
難
思
の
刹 く

に

あ
り
。
微
塵
數
に
等
し
く
し
て
種
種
に
住
す
。
一
一
に
皆
遍
照
尊
有
り
。
衆
會

し
ゅ
う
え

の
中
に
在
っ
て
妙
法
を
宣
ぶ
。
一
塵
の
中
に
於
い

て
大
小
の
刹
、
種
種
に
差
別
あ
る
こ
と
塵
數

じ
ん
じ
ゅ

の
如
し
。
一
切
國
土
の
所
有

し
ょ
う

の
塵
、
一
一
の
塵
の
中
に
佛
皆
入
る
」
と
。
今
、
此
れ
等
の
文
に
依
っ

て
明
か
に
知
る
。
佛
身
及
び
衆
生
身
、
大
小
・
重
重
な
り
、
と
。
或
い
は
虚
空
法
界
を
以
っ
て
身
量
と
爲
し
、
或
い
は
不
可
説
不
可
説
の
佛
刹
を

以
っ
て
身
量
と
爲
し
、
乃
至
、
十
佛
刹
・
一
佛
刹
・
一
微
塵
を
以
っ
て
身
量
と
爲
す
。
是
く
の
如
く
の
大
小
の
身
土
、
互
い
に
内
外
と
爲
り
、
互

い
に
依
正
と
爲
る
。
此
の
内
外
の
依
正
の
中
に
必
ず
顯
・
形
・
表
色
を
具
す
。
故
に
「
内
外
の
依
正
に
具
す
」
と
曰
う
。 

 

【
註
記
】 

①
經
：『
華
厳
経
』「
如
来
現
前
品
」。 

②
遍
照
尊
：
華
厳
が
説
く
毘
盧
舎
那
仏
。「
事
事
無
礙
法
界
」
の
「
真
如
」
を
そ
の
身
体
と
す
る
法
仏
。 

③
衆
會
：
通
常
、
仏
世
尊
の
説
法
を
聞
く
た
め
に
菩
薩
や
阿
羅
漢
や
凡
夫
・
衆
生
た
ち
が
集
っ
た
集
会
。 

④
妙
法
を
宣
ぶ
：
華
厳
の
説
く
毘
盧
舎
那
仏
は
「
真
如
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
説
法
は
し
な
い
。 

 

【
私
訳
】 

次
に
、（
前
述
の
偈
頌
に
）「
内
外
の
依
正
に
具
す
」
と
言
っ
た
の
は
、
こ
れ
に
ま
た
三
種
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
、
人
や
生
き
も
の
（
内
、
有

情
）
の
色
塵
に
顕
色
・
形
色
・
表
色
の
三
つ
が
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
二
つ
は
、
人
や
生
き
も
の
以
外
の
も
の
（
器
世
界
）
の
色
塵
に
も
顕
色
・

形
色
・
表
色
が
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
三
つ
は
、
人
や
生
き
も
の
（
内
）
の
色
塵
は
か
な
ら
ず
人
や
生
き
も
の
（
内
）
の
色
塵
と
き
ま
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
人
や
生
き
も
の
以
外
の
も
の
（
外
）
の
色
塵
も
決
ま
っ
て
人
や
生
き
も
の
以
外
の
も
の
（
外
）
の
色
塵
で
は
な
く
、
お
互
い
に

生
類
の
生
き
る
器
世
間
と
な
っ
た
り
生
類
と
名
当
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
す
。
人
や
生
き
も
の
（
内
）
の
色
塵
と
言
う
の
は
有
情
、
人
や
生



き
も
の
以
外
の
も
の
（
外
）
の
色
塵
は
器
界
（
非
情
）
で
あ
る
。（『
華
厳
』）
經
（「
如
来
現
前
品
」）
に
説
く
。「
仏
身
は
不
思
議
で
あ
る
。（
あ
ら

ゆ
る
）
国
土
が
み
な
そ
の
な
か
に
内
在
し
て
い
る
」
と
。
ま
た
、「
仏
身
の
一
本
の
毛
の
な
か
に
は
多
数
の
国
土
や
海
が
現
わ
れ
て
い
て
、
一
本
一

本
の
毛
に
現
わ
れ
る
こ
と
、
一
本
残
ら
ず
で
あ
り
そ
う
な
る
べ
く
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
仏
身
は
法
界
に
あ
ま
ね
く
満
ち
て

い
る
。
ま
た
、
一
本
の
毛
穴
の
内
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
国
土
が
あ
り
、
そ
の
数
は
微
細
な
粒
子
の
数
に
等
し
く
、
種
々
の
も
の
が

そ
こ
に
住
し
て
い
る
。
そ
の
一
国
土
一
国
土
に
遍
照
尊
（
毘
盧
舎
那
仏
）
が
お
ら
れ
、
集
ま
っ
た
菩
薩
を
は
じ
め
凡
夫
・
衆
生
の
な
か
に
い
て
意

味
深
い
教
え
を
説
い
て
い
る
。
一
つ
の
微
細
な
塵
の
な
か
に
も
大
小
の
国
土
が
あ
り
、
そ
こ
に
生
き
る
種
々
の
も
の
に
ち
が
い
が
あ
っ
て
塵
の
数

に
等
し
い
。
あ
ら
ゆ
る
国
土
が
有
し
て
い
る
塵
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
塵
の
な
か
に
仏
は
入
っ
て
い
る
」
と
。
今
、
こ
の
文
に
よ
っ
て
次
の
こ
と
が

わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
身
と
凡
夫
・
衆
生
の
身
体
は
、
大
も
小
も
あ
り
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
虚
空
全
体
を
身
体
の
大
き
さ
と
し
、

あ
る
い
は
と
て
も
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
仏
国
土
を
身
体
の
大
き
さ
と
し
、
さ
ら
に
は
十
の
仏
国
土
の
大
き
さ
・
一
つ
の
仏
国
土
の
大
き
さ
・

一
つ
の
微
細
な
粒
子
ほ
ど
の
大
き
さ
を
身
体
の
大
き
さ
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
小
の
身
体
は
、
互
い
に
人
や
生
き
も
の
（
内
）
と
人
や
生

き
も
の
以
外
（
外
）
と
な
り
、
互
い
に
生
類
と
器
世
界
と
な
る
。
こ
の
人
や
生
き
も
の
（
内
）
と
人
や
生
き
も
の
以
外
（
外
）、
ま
た
生
類
と
器
世

間
の
な
か
に
は
必
ず
顕
色
・
形
色
・
表
色
が
あ
る
。
故
に
「
内
外
の
依
正
に
具
す
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

法
然
隨
縁
有
者
。
如
上
。
顯
形
等
色
。
或
法
然
所
成
。
謂 

法
佛
依
正
是
。
大
日
經
曰
。
爾
時
大
日
世
尊
入
於
等
至
三
昧
。
即
時
諸
佛
國
土
地
平
如

掌
。
五
寶
間
錯
。
八
功
徳
水
芬
馥
盈
滿
。
無
量
衆
鳥
。
鴛
鴦
鵝
鵠
出
和
雅
音
。
時
華
雜
樹
敷
榮
間
列
。
無
量
樂
器
自
然
諧
韻
。
其
聲
微
妙
人
所
樂

聞
。
無
量
菩
薩
隨
福
所
感
宮
室
殿
堂
意
生
之
座
。
如
來
信
解
願
力
所
生
。
法
界
幖
幟
大
蓮
華
王
出
現
。
如
來
法
界
性
身
安
住
其
中
。
此
文
現
顯
何

義
。
謂
有
二
義
。
一
明
法
佛
法
爾
身
土
。
謂
法
界
性
身
法
界
幖 

幟
故
。
二
明
隨
縁
顯
現
。
謂
菩
薩
隨
福
所
感
及
如
來
信
解
願
力
所
生
故
。
謂
大
日

尊
者
。
梵
云
摩
訶
毘
盧
遮
那
佛
陀
。
大
毘
盧
遮
那
佛
者
。
是
乃
法
身
如
來
也
。
法
身
依
正
則
法
爾
所
成
。
故
曰
法
然
有
。 

 



【
書
き
下
し
】 

「
法
然
と
隨
縁
有
り
」
と
は
、
上
の
如
く
、
顯
・
形
等
の
色
、
或
い
は
法
然
の
所
成
な
り
。
謂
わ
く
、
法
佛
の
依
正
、
是
れ
な
り
。 

『
大
日
經
』「
入
秘
密
曼
荼
羅
位
品
」
に
曰
わ
く
。「
爾
の
時
、
大
日
世
尊
、
等
至
三
昧
に
入
る
、
即
時
に
諸
佛
の
國
土
、
地
平
な
る
こ
と
掌
の
如

し
。
五
寶
間
錯

け
ん
ざ
く

し
、
八
功
徳
水
、
芬
馥
盈
滿

ふ
ん
ぷ
く
よ
う
ま
ん

せ
り
。
無
量
の
衆
鳥
あ
り
。
鴛
鴦
鵝
鵠

え
ん
の
う
が
こ
く

、
和
雅

わ

げ

の
音
を
出
す
。
時
華
雜
樹

じ
げ
ぞ
う
じ
ゅ

、
敷
榮

ふ
よ
う

し
間 け

ん

列 れ
つ

す
。
無
量

の
樂
器
、
自
然
に
韻
に
諧 か

な

い
、
其
の
聲
微
妙
に
し
て
人
の
聞
か
ん
と
樂
う
所
な
り
。
無
量
の
菩
薩
の
隨
福
所
感
の
宮
室
殿
堂
、
意
生
の
座
あ
り
。

如
來
の
信 し

ん

解 げ

願
力

が
ん
り
き

の
所
生
な
り
。
法
界
幖

ひ
ょ
う

幟 じ

の
大
蓮
華
王
を
出
現
し
て
、
如
來
の
法
界
性
身
、
其
の
中
に
安
住
す
」
と
。 

此
の
文
、
何
の
義
を
か
現
顯
す
。
謂
わ
く
、
二
義
有
り
。
一
は
法
佛
法
爾
の
身
土
を
明
か
す
。
謂
わ
く
、
法
界
性
身
・
法
界
幖
幟
の
故
に
。
二
に

隨
縁
顯
現
を
明
か
す
。
謂
わ
く
、
菩
薩
の
隨
福
所
感
及
び
如
來
の
信
解
願
力
の
所
生
の
故
に
。 

謂
わ
く
、
大
日
尊
と
は
、
梵
に
摩
訶
毘
盧
遮
那
佛
陀
と
云
う
。
大
毘
盧
遮
那
佛
と
は
、
是
れ
乃
ち
法
身
如
來
な
り
。
法
身
の
依
正
は
則
ち
法
爾
所

成
な
り
。
故
に
法
然
と
有
り
と
曰
う
。 

 

【
註
記
】 

①
『
大
日
経
』：『
大
日
経
』「
入
秘
密
曼
荼
羅
位
品
」。 

②
等
至
三
昧
：
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
平
等
に
観
じ
る
三
昧
。 

③
八
功
徳
水
：
甘
・
冷
・
輭
（
軟
）・
軽
・
清
浄
・
不
臭
・
飲
時
不
損
喉
・
飲
已
不
傷
腸
の
功
徳
あ
る
水
。 

④
芬
馥
盈
滿
：
あ
た
り
に
芳
し
い
香
り
を
充
満
さ
せ
る
こ
と
。 

⑤
鴛
鴦
鵝
鵠
：
鴛
鴦
は
オ
シ
ド
リ
の
つ
が
い
、
鵝
は
ガ
チ
ョ
ウ
、
鵠
は
ク
グ
イ
。 



⑥
時
華
雜
樹
：
季
節
の
花
や
多
様
な
木
々
。 

⑦
敷
榮
：
花
開
き
繁
茂
し
て
い
る
。 

⑧
間
列
：
間
を
お
い
て
並
ぶ
。 

⑨
隨
福
所
感
：（
修
行
で
積
み
重
ね
た
）
福
徳
に
よ
っ
て
感
じ
取
れ
る
。 

⑩
意
生
：（
如
来
の
）
意
の
ま
ま
に
生
じ
る
。 

⑪
信
解
願
力
：
如
來
が
菩
薩
の
時
に
修
行
し
た
「
十
地
）「
十
行
」
で
あ
る
「
信
解
行
地
」
の
「
十
行
（
十
波
羅
蜜
）」
の
う
ち
の
「
願
波
羅
蜜
」

と
「
力
波
羅
蜜
」。 

⑫
大
蓮
華
王
：
八
葉
大
蓮
華
王
、
す
な
わ
ち
胎
蔵
マ
ン
ダ
ラ
の
「
中
台
八
葉
院
」。 

⑬
法
界
性
身
：
法
界
を
身
体
と
す
る
法
身
。 

⑭
隨
縁
顯
現
：
因
縁
に
よ
っ
て
現
出
す
る
こ
と
。 

 

【
私
訳
】 

（
ま
た
、
前
述
し
た
偈
頌
の
第
三
句
の
）「
法
然
と
隨
縁
有
り
」
と
は
、
上
述
の
よ
う
に
、（
色
塵
は
）
顕
色
（
青
や
赤
な
ど
）・
形
色
（
上
下
・
円
・

四
角
な
ど
）・
表
色
（
変
化
・
動
き
な
ど
）
を
も
つ
が
、（
密
教
の
立
場
で
言
え
ば
）
法
爾
自
然
の
然
ら
し
む
る
所
で
、
そ
う
な
る
べ
く
し
て
そ
う

な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
法
然
と
は
）
法
身
仏
の
仏
身
（
正
報
）
と
仏
国
土
（
依
報
）
で
あ
る
。 

（
ま
た
、）『
大
日
經
』「
入
秘
密
曼
荼
羅
位
品
」
に
「
そ
の
時
、
大
日
如
来
・
世
尊
が
（
如
来
（
サ
ト
リ
）
と
衆
生
（
迷
妄
）
を
平
等
に
観
じ
る
）

等
至
三
昧
に
入
る
や
、
た
ち
ま
ち
諸
ぶ
つ
の
仏
国
土
の
地
面
が
、
ま
る
で
掌
の
よ
う
に
平
坦
に
な
り
、
五
宝
（
金
・
銀
・
真
珠
・
珊
瑚
・
琥
珀
）

が
混
じ
り
合
っ
て
飾
ら
れ
、
八
功
徳
水
が
、
あ
た
り
に
芳
し
い
香
り
を
充
満
さ
せ
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
鳥
が
さ
え
ず
り
、
オ
シ
ド
リ
の
つ
が

い
や
・
ガ
チ
ョ
ウ
・
ク
グ
イ
が
い
て
、
美
し
い
声
で
鳴
き
競
っ
て
い
て
い
る
。
季
節
の
花
や
多
様
な
木
々
は
花
を
開
き
繁
茂
し
間
を
お
い
て
並
ん

で
い
る
。
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
楽
器
は
、
さ
な
が
ら
に
音
律
正
し
く
、
そ
の
音
は
美
し
く
て
味
わ
い
深
く
人
が
聴
き
た
く
な
る
も
の
で
あ
る
。（
ま



た
、）
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
菩
薩
た
ち
が
（
修
行
で
積
み
重
ね
た
）
福
徳
に
よ
っ
て
感
じ
取
れ
る
宮
殿
が
あ
り
、（
如
来
の
）
意
の
ま
ま
に
生
じ

る
宝
座
が
あ
る
。
如
來
が
（
菩
薩
の
「
十
地
）
に
あ
っ
て
「
十
行
」
を
修
行
し
た
）
信
解
行
地
の
「
十
行
（
十
波
羅
蜜
）」
の
う
ち
の
「
願
波
羅
蜜
」

と
「
力
波
羅
蜜
」
を
行
っ
た
結
果
功
徳
で
あ
る
。（
そ
の
宝
座
に
）
法
界
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
八
葉
大
蓮
華
王
（
中
台
八
葉
院
）
を
出
生
さ
せ
て
、

諸
如
來
の
法
界
体
性
の
仏
身
を
そ
の
な
か
に
安
住
せ
し
め
た
の
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。 

こ
の
文
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
言
っ
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
す
な
わ
ち
、
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
法
身
仏
の
真
実
そ
の
も
の
（
そ
う
な

る
べ
く
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
）
法
爾
の
仏
身
と
そ
の
刹
土
を
明
か
し
て
い
る
。（『
大
日
経
』「
入
秘
密
漫
荼
羅
位
品
」
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
）

「
法
界
体
性
の
仏
身
」
や
「
法
界
の
シ
ン
ボ
ル
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
は
因
縁
に
よ
っ
て
法
身
の
仏
身
と
刹
土
が
現
出
す
る
こ
と
を
明
か
し
て

い
る
。（
同
経
に
）「
如
來
が
（
菩
薩
の
「
十
地
）
に
あ
っ
て
「
十
行
」
を
修
行
す
る
）
信
解
行
地
の
「
十
行
（
十
波
羅
蜜
）」
の
う
ち
の
「
願
波
羅

蜜
」
と
「
力
波
羅
蜜
」
を
行
っ
た
結
果
功
徳
」
と
も
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
大
日
尊
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「
摩
訶
毘
盧
遮
那
佛
陀

M
ah

q-v
airo

can
a-b

u
d
d
h
a

」
と
言
う
。
大
毘
盧
遮
那
佛
と
は
、
崩
壊
と
言
う

真
実
世
界
そ
の
も
の
を
身
体
と
す
る
法
身
の
如
來
な
の
で
あ
る
。
法
身
の
仏
身
と
刹
土
は
そ
う
な
る
べ
く
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
法
爾
の
成
す
所

で
あ
る
。
そ
の
故
に
「
法
然
と
有
り
」
と
言
う
。 

 

【
原
文
】 

若
謂
報
佛
亦
名
大
日
尊
。
故
曰
信
解
願
力
所
生
。
又
云
時
彼
如
來
一
切
支
分
無
障
閡
力
。
從
十
智
力
信
解
所
生
無
量
形
色
莊
嚴
之
相
。
此
文
明
報

佛
身
土
。 

 

【
書
き
下
し
】 

若
し
は
謂
わ
く
、
報
佛
を
亦
た
大
日
尊
と
名
づ
く
、
と
。
故
に
、
信
解
願
力
の
所
生
な
り
と
曰
う
。
又
、
云
わ
く
、
時
に
彼
の
如
來
の
一
切
の
支



分
無
障
閡
力

む
し
ょ
う
げ
り
き

は
、
十
智
力
信
解
從
り
生
ず
る
所
の
無
量
の
形
色

ぎ
ょ
う
し
き

莊
嚴
の
相
な
り
、
と
。
此
の
文
は
報
佛
の
身
土
を
明
か
す
。 

 

【
註
記
】 

①
報
佛
：
仏
教
の
仏
身
観
で
言
う
「
報
身
」。
菩
薩
が
長
い
修
行
を
経
て
「
五
十
二
位
」
を
行
じ
た
報
い
（
結
果
功
徳
）
と
し
て
の
仏
身
。 

②
無
障
閡
力
：
障
礙
を
除
く
力
。 

③
十
智
力
：
処
非
処
智
力
・
業
異
熟
智
力
・
静
慮
解
脱
等
持
等
至
智
力
・
根
上
下
智
力
・
種
種
勝
解
智
力
・
種
種
界
智
力
・
遍
趣
行
智
力
・
宿
住

随
念
智
力
・
死
生
智
力
・
漏
尽
智
力
。 

④
形
色
：
姿
・
か
た
ち
。 

 

【
私
訳
】 

あ
る
人
が
言
う
、
報
身
仏
も
大
日
尊
と
言
う
、
と
。
つ
ま
り
、（
大
日
如
來
が
菩
薩
の
「
十
地
）
に
あ
っ
て
「
十
行
」
を
修
行
し
た
）
信
解
行
地
の

「
十
行
（
十
波
羅
蜜
）」
の
う
ち
の
「
願
波
羅
蜜
」
と
「
力
波
羅
蜜
」
を
行
っ
た
結
果
功
徳
（
と
し
て
の
報
身
仏
）
だ
と
。
又
、（
あ
る
人
が
）
言

う
、
時
に
、
大
日
如
來
の
仏
身
の
す
べ
て
の
部
分
の
障
礙
を
除
く
力
は
、「
十
智
力
」
を
信
じ
理
解
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

仏
身
の
姿
・
か
た
ち
の
荘
厳
の
在
り
様
で
あ
る
、
と
。
こ
の
文
は
報
身
仏
の
仏
身
と
刹
土
を
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

若
謂
應
化
佛
或
名
大
日
尊
應
化
光
明
普
照
法
界
。
故
得
此
名
。
故
經
云
或
名
釋
迦
或
名
毘
盧
遮
那
。
大
日
經
云
無
數
百
千
倶
胝 

那
由
他
劫
。
六
度

等
功
徳
所
資
長
身
。
此
明
應
化
佛
行
願
身
土
。 

 



【
書
き
下
し
】 

若
し
は
、
謂
わ
く
、
應
化
佛
を
或
い
は
大
日
尊
と
名
づ
く
。
應
化
の
光
明
は
普
く
法
界
を
照
ら
す
。
故
に
此
の
名
を
得
。
故
に
、『
華
厳
經
』
に
云

わ
く
、
或
い
は
釋
迦
と
名
づ
け
、
或
い
は
毘
盧
遮
那
と
名
づ
く
、
と
。『
大
日
經
』
に
云
わ
く
、「
無
數
百
千
倶
胝
那
由
他
劫
に
、
六
度
等
の
功
徳

に
資
長
せ
ら
る
身
な
り
。
此
れ
應
化
佛
の
行
願
の
身
土
を
明
か
す
。 

 

【
註
記
】 

①
應
化
佛
：
仏
教
の
仏
身
観
で
言
う
「
応
身
」。
凡
夫
・
衆
生
を
仏
道
に
導
き
入
れ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
に
変
じ
て
世
間
に
現
わ
れ
る
仏
身
。

応
化
身
・
化
身
。
密
教
で
は
他
受
用
身
、
変
化
身
。 

②
百
千
倶
胝
那
由
他
劫
：
永
遠
に
近
い
無
時
間
的
な
時
間
。 

③
六
度
：
六
波
羅
蜜
。 

④
行
願
：
衆
生
済
度
の
誓
い
。 

 

【
私
訳
】 

あ
る
人
が
言
う
、
応
化
身
仏
を
大
日
尊
と
言
う
、
と
。
す
な
わ
ち
、
応
化
身
の
発
す
る
智
慧
の
光
明
は
あ
ま
ね
く
法
界
を
照
ら
す
。
だ
か
ら
こ
の

名
が
つ
け
ら
れ
た
の
だ
、
と
。
そ
れ
故
、『
華
厳
經
』
に
は
、「
或
い
は
釈
迦
と
言
い
、
或
い
は
毘
盧
遮
那
と
言
う
」
と
説
か
れ
て
い
る
。『
大
日
經
』

に
は
「
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
永
遠
に
近
い
無
時
間
的
な
時
間
を
か
け
て
実
践
し
た
、「
六
波
羅
蜜
」
行
な
ど
の
功
徳
が
も
と
で
と
な
っ
て
長
じ
た

仏
身
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
応
化
身
仏
の
過
去
の
衆
生
済
度
の
誓
い
が
具
現
し
た
仏
身
と
そ
の
刹
土
を
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

若
謂
等
流
身
亦
名
大
日
尊
。
分
有
此
義
故
。
經
云
即
時
出
現
者
。
此
文
明
等
流
身
暫
現
速
隱
。
身
既
有
。
土
豈
無
乎
。
此
明
等
流
身
身
及
土
。 



 
【
書
き
下
し
】 

若
し
は
謂
わ
く
、
等
流
身
を
亦
た
大
日
尊
と
名
づ
く
。
分
に
此
の
義
有
る
が
故
に
。
經
に
「
即
時
に
出
現
す
」
と
云
う
は
、
此
の
文
、
等
流
身
の

暫
現
速
隱

ざ
ん
げ
ん
そ
く
お
ん

を
明
か
す
。
身
既
に
有
な
り
。
土
豈
に
無
か
ら
ん
や
。
此
れ
等
流
身
の
身
及
び
土
を
明
か
す
。 

 

【
註
記
】 

①
等
流
身
：
凡
夫
・
衆
生
済
度
の
た
め
に
、
人
や
龍
・
鬼
神
の
姿
に
な
っ
て
顕
わ
れ
る
仏
身
。 

②
分
：
部
分
的
。
等
流
身
は
す
べ
か
ら
く
凡
夫
・
衆
生
を
済
度
す
る
の
で
は
な
く
、
機
根
に
応
じ
て
済
度
す
る
対
象
に
対
し
姿
を
変
え
る
の
で
、

部
分
的
。 

③
經
：『
大
日
経
』「
入
秘
密
漫
荼
羅
位
品
」。 

④
暫
現
速
隱
：
暫
時
現
わ
れ
て
速
や
か
に
隠
れ
る
・ 

 

【
私
訳
】 

あ
る
人
が
言
う
、
す
な
わ
ち
、
等
流
身
仏
を
ま
た
大
日
尊
と
言
う
。
等
流
身
は
す
べ
か
ら
く
凡
夫
・
衆
生
を
済
度
す
る
の
で
は
な
く
、
機
根
に
応

じ
て
済
度
す
る
対
象
に
対
し
姿
を
変
え
る
の
で
、
部
分
的
（
分
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
そ
の
意
味
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
大
日
経
』「
入
秘
密
漫
荼

羅
位
品
」
に
「
即
時
に
出
現
す
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
文
は
、「
等
流
身
が
暫
時
現
わ
れ
速
や
か
に
隱
れ
る
」
こ
と
（
部
分
的
で
あ
る
こ
と
）

を
明
か
し
て
い
る
。
仏
身
は
す
で
に
有
る
の
で
そ
の
刹
土
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
等
流
身
の
仏
身
と
そ
の
刹
土
を
明
か
し
た

の
で
あ
る
。 

 



【
原
文
】 

上
所
説
依
正
土
並
通
四
種
身
。
若
約
竪
義
有
大
小
麁
細
。
若
據
横
義
平
等
平
等
一
。
如
是
身
及
土
並
有
法
爾
隨
縁
二
義
。
故
曰
法
然
隨
縁
有
。 

 

【
書
き
下
し
】 

上
に
説
く
所
の
依
正
の
土
は
、
並
び
に
四
種
身
に
通
ず
。
若
し
竪
の
義
に
約
せ
ば
、
大
小
・
麁
細
有
り
。
若
し
横
の
義
に
據
ら
ば
、
平
等
平
等
に

し
て
一
な
り
。
是
く
の
如
く
の
身
及
び
土
、
並
び
に
法
爾
・
隨
縁
の
二
義
有
り
。
故
に
曰
わ
く
、「
法
然
と
隨
縁
有
り
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
依
正
の
土
：
仏
身
と
刹
土
の
所
在
す
る
処
。 

②
四
種
身
：
四
種
法
身
。
自
性
身
・
受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
。 

 

【
私
訳
】 

以
上
説
い
た
生
類
と
器
世
界
の
所
在
す
る
処
は
、「
四
種
法
身
」（
の
ど
れ
か
）
に
通
じ
て
い
る
。
も
し
タ
テ
軸
の
意
味
で
ま
と
め
れ
ば
、
大
小
と

か
麁
細
の
ち
が
い
が
あ
り
、
も
し
ヨ
コ
軸
の
意
味
で
ま
と
め
れ
ば
、
み
な
平
等
で
同
一
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
四
種
身
と
そ
の
刹
土
は
、
い
ず
れ

も
法
爾
と
隨
縁
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
だ
か
ら
冒
頭
に
「
法
然
と
隨
縁
有
り
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

如
是
諸
色
皆
悉
具
三
種
色
互
爲
依
正
此
且
約
佛
邊
釋
。
若
約
衆
生
邊
釋
亦
復
如
是
。
若
謂
衆
生
亦
有
本
覺
法
身
。
與
佛
平
等
。
此
身
此
土
法
然
有

而
已
。
三
界
六
道
身
及
與
土
隨
業
縁
有
。
是
名
衆
生
隨
縁
。
又
經
云
。
染
彼
衆
生
界
以
法
界
味
。
味
則
色
義
。
如
加
沙
味
。
此
亦
明
法
然
色
。 

 



【
書
き
下
し
】 

是
く
の
如
く
の
諸
色
は
、
皆
悉
く
三
種
の
色
を
具
し
て
互
い
に
依
正
と
爲
る
。
此
れ
且
ら
く
佛
邊
に
約
し
て
釋
す
。
若
し
衆
生
邊
に
約
し
て
釋
せ

ば
亦
た
復
た
是
く
の
如
し
。
若
し
は
謂
わ
く
、
衆
生
に
亦
た
本
覺
の
法
身
有
り
。
佛
と
平
等
な
り
。
此
の
身
此
の
土
は
法
然
の
有
な
る
の
み
。
三

界
・
六
道
の
身
及
び
土
と
は
業
縁
に
隨
っ
て
有
な
り
。
是
れ
を
衆
生
の
隨
縁
と
名
づ
く
。
又
、『
大
日
經
』「
具
縁
品
」
に
云
わ
く
、「
彼
の
衆
生
界

を
染
む
る
に
法
界
の
味
を
以
っ
て
す
」
と
。
味
は
則
ち
色
の
義
な
り
。
加
沙
味
の
如
し
。
此
れ
亦
た
法
然
の
色
を
明
か
す
。 

 

【
註
記
】 

①
三
種
の
色
：
顕
色
・
形
色
・
表
色
。 

②
佛
邊
：
仏
の
次
元
。 

③
衆
生
邊
：
衆
生
の
次
元
。 

④
本
覚
：
も
と
も
と
（
過
去
に
お
い
て
）
覚
っ
て
い
る
。 

⑤
三
界
：
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
。 

⑥
六
道
：
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
。 

⑦
業
縁
：
宿
業
の
因
縁
。 

 

【
私
訳
】 

以
上
の
よ
う
に
、
諸
々
の
色
塵
は
、
す
べ
か
ら
く
顕
色
・
形
色
・
表
色
の
三
種
の
色
を
具
え
て
い
て
、
互
い
に
仏
身
と
な
っ
た
り
刹
土
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
仏
の
次
元
に
集
約
し
て
説
い
た
も
の
だ
が
、
も
し
衆
生
の
次
元
に
し
て
説
く
も
、
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
あ
る
人
が
言
う
、
世
間
の

凡
夫
・
衆
生
に
ま
た
も
と
も
と
覚
っ
て
い
る
法
身
と
し
て
の
本
性
が
あ
り
、
仏
と
平
等
で
あ
る
、
と
。
こ
の
仏
と
同
じ
衆
生
身
と
そ
の
在
処
と
は
、

そ
う
あ
る
べ
く
し
て
そ
う
あ
る
法
然
自
然
の
有
り
方
で
あ
る
。（
一
方
で
、）
三
界
・
六
道
の
身
体
と
在
処
と
は
過
去
の
宿
業
の
因
縁
に
隨
っ
て
の



有
り
方
で
あ
る
。
こ
れ
を
衆
生
の
隨
縁
と
言
う
。
ま
た
、『
大
日
經
』「
具
縁
品
」
に
言
う
、「
そ
の
衆
生
の
世
界
を
染
め
る
に
は
法
界
の
（「
真
如
」

の
）
味
に
よ
る
」
と
。
味
と
は
色
（
い
ろ
）
の
意
味
で
あ
る
。
袈
裟
の
色
を
加
沙
味
と
言
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
（
衆
生
の
在
処
で
あ
る

世
間
も
）
ま
た
そ
う
あ
る
べ
く
し
て
そ
う
あ
る
法
然
自
然
の
色
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
た
の
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 

如
是
内
外
諸
色
。
於
愚
爲
毒
。
於
智
爲
藥
。
故
曰
能
迷
亦
能
悟
。 

 

【
書
き
下
し
】 

是
く
の
如
く
の
内
外
の
諸
色
、
愚
に
於
い
て
は
毒
と
爲
り
、
智
に
於
い
て
は
藥
と
爲
る
。
故
に
「
能
く
迷
い
亦
た
能
く
悟
る
」
と
曰
う
。 

 

【
私
訳
】 

以
上
の
よ
う
に
、
人
や
生
き
も
の
（
有
情
、
内
）
や
人
や
生
き
も
の
以
外
の
も
の
（
非
情
。
外
）
の
諸
々
の
色
塵
は
、
仏
道
に
心
を
向
け
な
い
愚

者
に
は
毒
と
な
り
、
仏
道
に
精
進
し
て
サ
ト
リ
の
智
慧
を
得
た
智
者
に
は
薬
と
な
る
。
だ
か
ら
「
能
く
迷
い
、
ま
た
能
く
悟
る
」
と
い
っ
た
の
で

あ
る
。 

 

【
原
文
】 

如
是
法
爾
隨
縁
種
種
色
等
。
能
造
所
造
云
何
。
能
生
則
五
大
五
色
。
所
生
則
三
種
世
間
。
此
是
三
種
世
間
有
無
邊
差
別
。
是
名
法
然
隨
縁
文
字
。

已
釋
色
塵
文
竟 

 

【
書
き
下
し
】 



是
く
の
如
く
の
法
爾
・
隨
縁
の
種
種
の
色
塵
等
の
能
造
所
造
は
云
何
。
能
生
は
則
ち
五
大
・
五
色
な
り
。
所
生
は
則
ち
三
種
世
間
な
り
。
此
れ
是

の
三
種
世
間
に
無
邊
の
差
別
有
り
。
是
れ
を
法
然
・
隨
縁
の
文
字
と
名
づ
く
。
已
に
色
塵
の
文
を
釋
し
竟
ん
ぬ
。 

 

【
註
記
】 

①
五
大
：
地
・
水
・
火
・
風
・
空
。 

②
五
色
：
黄
・
白
・
赤
・
黒
・
青
。 

③
三
種
世
間
：
智
正
覚
世
間
・
衆
生
世
間
・
器
世
間
。 

 

【
私
訳
】 

以
上
の
、
そ
う
あ
る
べ
く
し
て
そ
う
あ
る
法
爾
自
然
と
宿
業
の
因
縁
に
隨
っ
て
消
滅
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
色
塵
等
、
そ
れ
を
生
み
出
す
も
の
と
そ
れ

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
は
、
何
か
。
生
み
出
す
の
は
五
大
・
五
色
で
あ
り
、
生
み
出
さ
れ
る
も
の
は
三
種
世
間
で
あ
る
。
こ
の
三
種
世
間
に
限

り
な
く
ち
が
っ
た
顕
色
・
形
色
・
表
色
が
あ
る
。
こ
れ
を
法
然
・
隨
縁
の
文
字
と
言
う
。
以
上
で
、「
六
塵
」
の
最
初
の
色
塵
に
関
す
る
解
説
文
を

終
る
。 

       



■
あ
と
が
き 

「
存
在
は
コ
ト
バ
で
あ
る
」 

井
筒
俊
彦
の
空
海
言
語
哲
学
論 

周
知
の
通
り
、
宗
祖
大
師
の
「
法
身
説
法
」「
声
字
実
相
」「
阿
字
本
不
生
」
と
い
っ
た
独
自
の
言
語
哲
学
は
、
言
語
学
者
で
か
つ
東
洋
哲
学
の

「
脱
構
築
」
を
試
み
た
井
筒
俊
彦
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
井
筒
は
そ
れ
を
「
存
在
は
コ
ト
バ
で
あ
る
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
に
し
た
。
こ
の

『
声
字
実
相
義
』
の
拙
い
ノ
ー
ト
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
私
が
読
み
と
っ
た
井
筒
の
空
海
言
語
哲
学
論
の
一
端
を
い
く
つ
か
の
拙
著
か
ら
抜
き

出
し
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
こ
う
と
思
う
。 

井
筒
俊
彦
は
ひ
と
も
知
る
現
代
の
言
語
学
者
で
、
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ
ャ
語
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
パ
ー
リ
語
・
ロ
シ
ア
語
・
ギ
リ
シ
ャ
語

ほ
か
三
十
余
の
言
語
に
通
じ
、
言
語
学
・
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
・
イ
ス
ラ
ム
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
・
ヒ
ン
ド
ゥ
・
禅
・
道
教
・
老
荘
・
朱
子
学
、
そ
し
て

空
海
密
教
な
ど
を
通
じ
て
、
東
洋
哲
学
の
再
構
築
に
叡
智
を
発
揮
し
た
。
井
筒
は
エ
ラ
ノ
ス
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
、「
脱
構
造
主
義
」「
脱
構
築
」

の
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
と
親
し
く
交
わ
り
影
響
し
合
っ
た
。
彼
の
空
海
言
語
哲
学
論
は
東
洋
哲
学
の
「
脱
構
築
」
で
も
あ
る
。 

  
 
 

新
し
い
知
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
新
し
い
「エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
」が
、
全
世
界
的
に
、
切
実
な
要
求
と
な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
我
々
東
洋
人
も
、
己
の
思
想
的

過
去
を
現
代
的
思
想
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
現
場
に
引
き
出
し
て
、
そ
こ
に
、
そ
の
未
来
的
可
能
性
を
探
っ
て
み
よ
う
と
す
る
努
力
を
、
少
な
く
と
も
試

み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
が
こ
れ
か
ら
語
ろ
う
と
し
て
い
る
真
言
密
教
も
、
そ
の
よ
う
な
知
的
操
作
に
値
す
る
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
必

要
と
す
る
、
重
要
な
東
洋
的
文
化
財
の
一
つ
で
あ
る
。 

（略
）こ
の
点
で
先
ず
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
思
想
体
系
の
全
体
を
支
配
す
る
根
源
的
に
言
語
哲
学
的
な
性
格
で
あ
る
。 

（略
）真
言
密
教
は
、
要
す
る
に
真
言
密
教
で
あ
る
。
「真
言
」（ま
こ
と
の
コ
ト
バ
）と
い
う
名
称
の
字
義
ど
お
り
の
意
味
が
、
そ
れ
の
コ
ト
バ
の
哲
学
と

し
て
の
性
格
を
端
的
に
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
コ
ト
バ
は
決
し
て
真
言
密
教
の
一
側
面
で
は
な
い
。
コ
ト
バ
が
全
体
の
中
心
軸
で
あ
り
、
根
柢

で
あ
り
、
根
源
で
あ
る
よ
う
な
一
つ
の
特
異
な
東
洋
的
宗
教
哲
学
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（『意
味
の
深
み
へ
』、
七 

意
味
分
節
理
論
と
空
海
） 

 



井
筒
氏
は
、
『意
識
の
形
而
上
学
』や
『意
識
と
本
質
』で
「東
洋
哲
学
」の
「共
時
的
構
造
化
」や
「解
釈
学
的
再
構
成
」を
説
き
、
『大
乗
起
信
論
』の
「ア

ー
ラ
ヤ
識
」な
ど
の
「意
味
分
節
」の
文
脈
が
空
海
の
言
語
哲
学
に
も
通
底
し
て
い
る
と
言
い
、
小
論
で
あ
る
が
「意
味
分
節
理
論
と
空
海
―
真
言
密
教
の

言
語
哲
学
的
可
能
性
を
探
る
」（『意
味
の
深
み
へ
』、
岩
波
文
庫
７
）を
書
き
、
空
海
の
「法
身
説
法
」＝
「果
分
可
説
」つ
ま
り
「法
身
」大
日
如
来
の
「コ
ト

バ
」（真
言
）か
ら
存
在
が
発
生
す
る
と
い
う
言
語
哲
学
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
フ
ァ
ヅ
ル
・ッ
・ラ
ー
の
文
字
神
秘
主
義
や
ユ
ダ
ヤ
教
の
カ
ッ
パ
ー
ラ
ー
神

秘
主
義
と
と
も
に
、
「存
在
は
コ
ト
バ
で
あ
る
」と
い
う
命
題
に
お
い
て
共
鳴
す
る
も
の
で
、
「東
洋
哲
学
」全
体
の
な
か
で
は
空
海
の
言
語
哲
学
は
決
し
て

孤
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
以
来
〈コ
ト
バ
を
超
え
た
体
験
（コ
ト
バ
の
脱
落
・言
語
道
断
）〉を
伝
統
と
す
る
西
洋
神
秘
主
義
も
躊
躇
す

る
コ
ト
バ
の
深
秘
学
に
踏
み
入
っ
て
い
た
と
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、 

 

真
言
密
教
は
、
千
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
コ
ト
バ
の
「深
秘
」に
思
い
を
ひ
そ
め
て
き
た
。
コ
ト
バ
の
深
秘
学
。
こ
の
特
異
な
言
語
哲
学
は
、
第
一
義
的

に
は
、
コ
ト
バ
の
常
識
的
、
表
層
的
構
造
に
関
わ
ら
な
い
。
表
層
的
構
造
の
奥
に
ひ
そ
む
深
層
構
造
と
そ
の
機
能
と
を
第
一
義
的
な
問
題
と
す
る
。

人
間
言
語
の
秘
密
を
そ
の
究
極
の
一
点
ま
で
、
そ
れ
は
追
及
し
て
い
こ
う
と
す
る
。
我
々
の
日
常
的
生
活
の
レ
ベ
ル
で
、
か
ま
び
す
し
く
響
動
す
る
コ

ト
バ
が
、
そ
の
究
極
の
深
層
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
い
か
な
る
本
性
を
露
呈
す
る
で
あ
ろ
う
か
、
い
か
な
る
機
能
を
発
揮
す
る
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ

を
、
こ
の
コ
ト
バ
の
深
秘
学
は
実
体
験
的
に
探
ろ
う
と
す
る
。 

 

「存
在
は
コ
ト
バ
で
あ
る
」。
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
コ
ト
バ
で
あ
る
、
つ
ま
り
存
在
は
存
在
性
そ
の
も
の
に
お
い
て
根
源
的
に
コ
ト
バ

的
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
こ
の
命
題
は
意
味
す
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
う
い
う
命
題
の
形
に
還
元
さ
れ
た
真
言
密
教
は
、
も
は
や

密
教
的
で
は
な
い
。
宗
教
的
で
す
ら
な
い
。
「真
言
」と
い
う
観
念
を
、
一
切
の
密
教
的
、
宗
教
的
色
づ
け
を
離
れ
て
、
純
粋
に
哲
学
的
あ
る
い
は
存

在
論
的
な
一
般
命
題
と
し
て
提
示
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
純
粋
に
哲
学
的
な
思
惟
の
レ
ベ
ル
に
移
置
し
て
お
い
て
、
そ
の
上
で
「真
言
」（ま

こ
と
の
言
葉
）と
い
う
こ
と
の
意
味
を
考
え
な
お
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 



そ
れ
は
、
真
言
密
教
が
、
本
来
的
、
第
一
義
的
に
問
題
と
す
る
コ
ト
バ
と
い
う
も
の
が
、
我
々
の
普
通
に
理
解
し
て
い
る
言
語
と
は
違
っ
て
、
い
わ
ば

そ
れ
を
一
段
高
い
レ
ベ
ル
に
移
し
た
も
の
、
つ
ま
り
異
次
元
の
言
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

そ
の
こ
と
の
一
つ
の
証
拠
と
し
て
、
私
は
空
海
の
説
く
「果
分
可
説
」の
理
念
を
考
え
る
。
「果
分
可
説
」と
は
、
空
海
が
『弁
顕
密
二
教
論
』の
な
か
で
、

密
教
を
、
す
べ
て
の
顕
教
か
ら
区
別
す
る
決
定
的
な
目
じ
る
し
と
し
て
挙
げ
て
い
る
重
要
な
思
想
で
あ
る
。
「果
分
」と
は
、
通
俗
的
な
説
明
で
は
、

仏
さ
ま
が
た
の
悟
り
の
内
実
と
い
う
こ
と
。
よ
り
哲
学
的
な
コ
ト
バ
で
言
え
ば
、
意
識
と
存
在
の
究
極
的
絶
対
の
領
域
、
絶
対
超
越
の
次
元
で
あ
る
。

コ
ト
バ
の
表
現
能
力
と
の
関
連
に
お
い
て
、
普
通
、
仏
教
で
は
、
こ
の
次
元
で
の
体
験
的
事
態
を
、
「言
語
道
断
」と
か
「言
亡
慮
絶
」と
か
い
う
。
つ
ま

り
、
コ
ト
バ
の
彼
方
、
コ
ト
バ
を
越
え
た
世
界
、
人
間
の
コ
ト
バ
を
も
っ
て
し
て
は
叙
述
す
る
こ
と
も
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
形
而
上
的
体
験
の
世

界
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。 

こ
の
よ
う
な
顕
教
的
言
語
観
に
反
対
し
て
、
空
海
は
「果
分
可
説
」を
説
き
、
そ
れ
を
真
言
密
教
の
標
識
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ト
バ
を
絶
対
的
に

超
え
た
（と
、
顕
教
が
考
え
る
）事
態
を
、
（密
教
で
は
）コ
ト
バ
で
語
る
こ
と
が
で
き
る
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
力
を
も
っ
た
コ
ト
バ
が
、
密
教
的

体
験
と
し
て
は
成
立
し
得
る
、
と
い
う
。
こ
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
従
っ
て
、
「果
分
」と
い
う
絶
対
意
識
・絶
対
存
在
の
領
域
は
本
来
無
言
、
沈
黙
の

世
界
で
は
な
く
て
、
こ
の
領
域
に
は
こ
の
領
域
な
り
の
、
つ
ま
り
異
次
元
の
、
コ
ト
バ
が
働
い
て
い
る
、
あ
る
い
は
働
き
得
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

東
洋
だ
け
で
は
な
い
。
西
洋
で
も
、
ネ
オ
・プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
（新
プ
ラ
ト
ン
学
派
）以
来
の
、
い
わ
ゆ
る
神
秘
主
義
的
伝
統
で
は
、
コ
ト
バ
を
超
え
た
体

験
と
い
う
こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど
常
識
と
し
て
語
ら
れ
る
。
た
し
か
に
、
言
語
脱
落
は
冥
想
的
体
験
の
極
限
的
事
態
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

冥
想
意
識
の
極
所
、
一
切
の
コ
ト
バ
は
脱
落
し
、
全
て
は
深
々
た
る
沈
黙
の
底
に
沈
み
こ
む
。
だ
が
、
真
言
密
教
は
、
た
や
す
く
こ
の
よ
う
な
見
方
を

肯
定
し
な
い
。
そ
こ
に
「果
分
可
説
」的
立
場
が
あ
る
。
悟
り
の
境
地
は
コ
ト
バ
に
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
や
ま
ぬ
通
説
に
対
し
て
、
悟
り
の
境
地
を

言
語
化
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
異
次
元
の
コ
ト
バ
の
働
き
を
、
そ
れ
は
説
く
。 

注
意
す
べ
き
は
、
悟
り
の
境
地
を
言
語
化
す
る
と
い
っ
て
も
、
人
間
が
人
為
的
に
言
語
化
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
む
し
ろ
、
悟
り

の
世
界
そ
の
も
の
の
自
己
言
語
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
コ
ト
バ
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
ま
た
同
時
に
存
在
世
界
現
出

の
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
、
と
。
こ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、
コ
ト
バ
と
存
在
と
を
根
源
的
に
同
定
す
る
。
そ
れ
が
真
言
密
教
的
言
語
論



の
根
本
的
な
特
徴
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
立
場
で
は
、
最
初
に
掲
げ
た
「存
在
は
コ
ト
バ
で
あ
る
」と
い
う
命
題
が
、
そ
の
ま
ま
何
の
問
題
も
な
く
成

立
す
る
こ
と
は
当
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

「果
分
可
説
」と
空
海
が
言
う
、
そ
の
「果
分
」に
対
す
る
も
の
は
「因
分
」で
あ
る
。
「因
分
」と
は
、
す
な
わ
ち
、
我
々
普
通
の
人
間
の
経
験
的
現
実
の

世
界
。
我
々
が
通
常
「コ
ト
バ
」と
か
「言
語
」と
か
い
う
語
で
意
味
す
る
も
の
は
、
「因
分
」の
コ
ト
バ
で
あ
っ
て
、
「果
分
」の
コ
ト
バ
で
は
な
い
。 

（略
）し
か
し
、
他
面
、
「果
分
」と
「因
分
」と
が
、
全
く
別
々
に
存
立
し
て
い
て
、
両
者
の
間
に
な
ん
の
つ
な
が
り
も
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

「果
分
」の
コ
ト
バ
は
、
た
し
か
に
異
次
元
の
コ
ト
バ
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
普
通
の
人
間
言
語
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
記
号
組
織

で
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
普
通
の
人
間
言
語
が
、
そ
こ
か
ら
自
然
に
展
開
し
て
来
る
よ
う
な
根
源
言
語
と
し
て
、
空
海
は
そ
れ
を
構

想
し
て
い
る
の
だ
。 

「果
分
」の
絶
対
超
越
的
領
域
に
成
立
し
、
そ
こ
に
働
く
コ
ト
バ
の
異
次
元
性
を
、
空
海
は
「法
身
説
法
」と
い
う
世
に
も
有
名
な
テ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
形

象
的
に
提
示
す
る
。
「法
身
説
法
」―
大
日
如
来
そ
の
も
の
の
語
る
コ
ト
バ
。
人
間
の
語
る
コ
ト
バ
と
根
本
的
に
違
う
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
す

る
に
難
く
な
い
。
ち
ょ
う
ど
、
大
日
如
来
が
普
通
の
人
間
と
は
ま
っ
た
く
次
元
を
異
に
す
る
存
在
で
あ
る
よ
う
に
。 

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
空
海
は
、
法
身
の
語
る
コ
ト
バ
と
人
間
の
語
る
コ
ト
バ
と
の
内
面
的
連
関
性
を
指
摘
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
「コ
ト
バ
の
根

本
は
法
身
を
源
泉
と
す
る
。
こ
の
絶
対
的
原
点
か
ら
流
出
し
、
展
じ
展
じ
て
遂
に
世
流
布
の
コ
ト
バ
（世
間
一
般
に
流
通
し
て
い
る
普
通
の
人
間
の
コ

ト
バ
）と
な
る
の
だ
」と
『声
字
実
相
義
』の
一
節
で
彼
は
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
我
々
が
常
識
的
に
コ
ト
バ
と
呼
び
、
コ
ト
バ
と
し
て
日
々
使
っ
て
い
る

も
の
も
、
根
源
ま
で
遡
っ
て
み
れ
ば
、
大
日
如
来
の
真
言
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
真
言
の
世
俗
的
展
開
形
態
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
の
だ
。 

（『意
味
の
深
み
へ
』、
七 

意
味
分
節
理
論
と
空
海
） 

 

引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
井
筒
氏
が
、
い
か
に
深
く
、
い
か
に
創
造
的
に
、
空
海
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
か
を
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、

こ
の
論
述
の
行
間
に
あ
ふ
れ
る
深
い
空
海
著
作
の
「読
み
」、
そ
し
て
空
海
の
密
教
思
想
の
正
確
な
理
解
、
さ
ら
に
西
洋
哲
学
や
イ
ス
ラ
ー
ム
（ネ
オ
・プ
ラ

ト
ニ
ズ
ム
）な
ど
と
比
肩
す
る
言
語
哲
学
の
地
平
で
空
海
を
語
る
創
造
性
、
さ
ら
に
自
ら
の
「意
味
分
節
理
論
」で
解
釈
す
る
独
創
性
、
そ
の
ど
れ
を
と
っ



て
も
大
拙
師
は
足
元
に
及
ば
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
の
で
あ
る
。 

 
井
筒
氏
は
言
う
。
氏
が
空
海
に
向
き
合
っ
た
そ
の
理
由
は
、
「東
洋
哲
学
」の
「共
時
的
構
造
化
」「解
釈
学
的
再
構
成
」と
い
う
視
座
に
あ
る
。 

 

（略
）私
は
共
時
的
構
造
化
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
。
こ
の
操
作
は
、
ご
く
簡
単
に
言
え
ば
、
東
洋
の
主
要
な
哲
学
的
諸
伝
統
を
、
現
在
の
時
点

で
、
一
つ
の
理
念
的
平
面
に
移
し
、
空
間
的
に
配
置
し
な
お
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
つ
ま
り
、
東
洋
哲
学
の
諸
伝
統
を
、
時
間
軸
か
ら
は
ず
し
、
そ
れ

ら
を
範
型
論
的
に
組
み
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
構
造
的
に
包
み
込
む
一
つ
の
思
想
通
関
的
空
間
を
、
人
為
的
に
創
り
出
そ
う
と

す
る
の
だ
。 

（『意
識
と
本
質
』、
『「東
洋
」哲
学
の
根
本
問
題
』斎
藤
慶
典
、
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
） 

 

井
筒
氏
は
、
師
事
し
た
エ
ド
ム
ン
ド
・フ
ッ
サ
ー
ル
の
「現
象
学
」は
じ
め
、
マ
ル
チ
ン
・ハ
イ
デ
ガ
ー
、
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・サ
ル
ト
ル
、
ポ
ー
ル
・ク
ロ
デ
ー

ル
、
ジ
ャ
ッ
ク
・デ
リ
ダ
、
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ャ
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
「イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
」、
ま
た
ロ
シ
ア
文
学
、
イ
ン
ド
哲

学
・老
荘
・易
、
そ
し
て
禅
・唯
識
・『大
乗
起
信
論
』・「華
厳
」、
さ
ら
に
空
海
の
密
教
（と
、
東
西
の
思
想
を
時
間
軸
か
ら
は
ず
し
、
範
型
論
的
に
組
み
変

え
て
思
想
通
関
さ
せ
た
。 

さ
ら
に
、
語
学
力
に
長
け
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
も
同
時
代
に
慶
応
大
学
に
お
ら
れ
た
碩
学
辻
直
四
郎
博
士
か
ら
学
び
、
イ
ン
ド
哲
学
や
ヒ
ン
ド
ゥ
思
想

の
原
典
も
相
当
読
め
た
。
空
海
に
つ
い
て
も
、
そ
の
著
作
の
原
文
を
き
ち
ん
と
「読
み
」込
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
加
え
れ
ば
、 

 

 

『起
信
論
』的
「ア
ラ
ヤ
識
」は
、
何
よ
り
も
先
ず
、
「真
如
」（仏
教
が
看
て
取
る
世
界
の
真
の
在
り
よ
う
）の
非
現
象
態
と
現
象
態
（＝
形
而
上
的

境
位
と
形
而
下
的
境
位
）と
の
あ
い
だ
に
あ
っ
て
、
両
者
を
繋
ぐ
中
間
帯
と
し
て
構
想
さ
れ
る
。
「真
如
」が
非
現
象
的
・「無
」的
次
元
か
ら
、
い
ま
ま

さ
に
現
象
的
・「有
」的
次
元
に
転
換
し
、
そ
れ
本
来
の
寥
廓
た
る
「無
」（＝
「本
来
無
一
物
」）の
境
位
を
離
れ
て
、
こ
れ
か
ら
百
花
繚
乱
た
る
経
験



的
事
物
事
象
（＝
意
味
分
節
体
、
存
在
分
節
体
）の
形
に
乱
れ
散
ろ
う
と
す
る
境
位
、
そ
れ
が
『起
信
論
』の
説
く
「ア
ラ
ヤ
識
」だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（『意
識
の
形
而
上
学
』、
前
掲
書
） 

 

非
現
象
態
（＝
「無
」の
境
位
）か
ら
現
象
態
（＝
「有
」の
境
位
）に
展
開
し
、
ま
た
逆
に
現
象
的
「有
」か
ら
本
源
の
非
現
象
的
「無
」に
還
帰
し
よ
う

と
す
る
「真
如
」は
、
必
ず
こ
の
中
間
地
帯
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
い
う
基
本
構
造
を
、
『起
信
論
』の
想
定
す
る
「ア
ラ
ヤ
識
」は
も
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
「ア
ラ
ヤ
識
」は
、
当
然
、
双
面
的
、
背
反
的
だ
。
（同
、
前
掲
書
） 

 

か
く
て
「ア
ラ
ヤ
識
」を
め
ぐ
る
『起
信
論
』的
思
惟
は
、
お
の
ず
か
ら
二
岐
分
裂
し
て
、
互
い
に
反
す
る
方
向
に
展
開
し
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。
非

現
象
と
現
象
と
の
あ
い
だ
に
跨
る
双
面
的
思
惟
。
こ
の
事
態
を
『起
信
論
』の
テ
ク
ス
ト
は
、
「不
生
滅
（＝
非
現
象
性
）と
生
滅
（＝
現
象
性
）と
和
合

し
て
、
一
に
非
ず
異
に
非
ず
（＝
両
方
が
全
く
同
一
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
う
か
と
い
っ
て
互
い
に
相
違
す
る
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
）」と
い
う
自
己
矛
盾
的
一
文
で
表
現
す
る
。
そ
し
て
こ
の
意
味
で
、
『起
信
論
』は
「ア
ラ
ヤ
識
」を
「和
合
識
」と
名
づ
け
る
。
（同
、
前
掲
書
） 

 

井
筒
氏
は
、
大
乗
仏
教
の
思
想
史
も
ち
ゃ
ん
と
読
み
込
ん
で
い
て
、
『唯
識
三
十
頌
』（世
親
）が
「恒
に
転
ず
る
こ
と
暴
流
の
如
し
」と
言
い
、
認
識
論
的

に
は
一
切
の
認
識
作
用
が
そ
こ
か
ら
出
て
そ
こ
に
還
る
、
存
在
論
的
に
は
一
切
の
事
物
事
象
が
そ
こ
で
生
々
流
転
を
繰
り
返
す
深
層
意
識
＝
「ア
ー
ラ

ヤ
識
」（第
八
識
）＝
認
識
作
用
・事
物
事
象
の
生
滅
の
種
子
を
蔵
し
て
い
る
「蔵
識
」＝
『起
信
論
』で
言
う
「心
生
滅
」＝
井
筒
氏
が
言
う
「現
象
態
」と
、

『起
信
論
』が
説
く
「ア
ー
ラ
ヤ
識
」、
す
な
わ
ち
「心
真
如
」（「無
」の
境
位
）と
「心
生
滅
」（「有
」の
境
位
）の
相
反
す
る
二
面
を
つ
な
ぐ
中
間
的
場
所
と

し
て
の
「ア
ー
ラ
ヤ
識
」、
の
ち
が
い
を
き
ち
ん
と
押
え
な
が
ら
、
『起
信
論
』に
著
し
い
こ
の
双
面
的
・背
反
的
な
思
惟
形
態
を
論
じ
、
そ
れ
を
無
矛
盾
的

に
同
時
に
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
人
を
「『起
信
論
』が
理
想
と
す
る
知
の
達
人
」だ
と
言
う
。 

思
え
ば
、
大
乗
が
創
出
し
た
「菩
薩
」は
、
そ
の
「知
の
達
人
」で
は
な
い
か
。
「菩
薩
」と
は
、
サ
ト
リ
（仏
）と
迷
い
（凡
夫
・衆
生
）と
い
う
相
反
す
る
二

面
を
具
有
す
る
者
、
「空
」（サ
ト
リ
）を
無
私
の
「慈
悲
心
」に
転
じ
、
迷
い
の
世
界
で
苦
し
む
凡
夫
・衆
生
を
救
済
す
る
者
、
ま
さ
に
「ア
ー
ラ
ヤ
識
」の



「心
真
如
」（「無
」の
境
位
＝
ボ
ー
デ
ィ
）と
「心
生
滅
」（「有
」の
境
位
＝
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
）を
無
矛
盾
的
に
、
同
時
に
可
能
に
す
る
者
で
あ
る
。
井
筒
氏
が
注

目
し
た
『起
信
論
』に
著
し
い
こ
の
双
面
的
・背
反
的
な
思
惟
形
態
は
ま
さ
に
、
大
乗
の
「菩
薩
」の
境
位
で
あ
る
。 

 

次
い
で
、
井
筒
氏
の
言
語
哲
学
の
視
座
か
ら
の
空
海
で
あ
る
。 

 

言
語
を
超
越
し
、
一
切
の
有
意
味
的
分
節
を
拒
否
す
る
か
ぎ
り
で
の
「真
如
」と
、
言
語
に
依
拠
し
無
限
の
意
味
分
節
を
許
容
す
る
か
ぎ
り
で
の
「真

如
」（略
）。
前
者
を
『起
信
論
』は
「離
言
真
如
」。
後
者
を
「依
言
真
如
」と
名
づ
け
る
。 

（同
、
前
掲
書
） 

 

「真
如
」と
は
＝
「法
身
」＝
大
日
如
来
、
「法
身
」大
日
は
＝
存
在
の
根
源
、
空
海
は
そ
れ
に
「ア
字
」と
い
う
コ
ト
バ
を
付
与
し
、
「ア
字
本
不
生
」（余
談

だ
が
、
大
拙
師
が
一
時
期
傾
倒
し
た
盤
珪
の
「不
生
」禅
は
、
こ
の
「ア
字
本
不
生
」の
「不
生
」だ
と
言
う
）と
言
っ
た
。
「ア
」は
、
「不
生
」（「真
如
」）を
意

味
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
「an

u
tp

qd
a

」の
頭
文
字
「a
」で
あ
る
と
同
時
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
最
初
の
母
声
（コ
ト
バ
の
原
初
）で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「法
身
」大
日
＝
存
在
の
根
源
＝
コ
ト
バ
で
あ
る
。
こ
れ
を
井
筒
氏
は
、
「存
在
は
コ
ト
バ
で
あ
る
」（「は
じ
め
に
語
（ロ
ゴ
ス
）が
あ
っ
た
」ヨ
ハ
ネ

に
よ
る
福
音
書
）と
い
う
命
題
と
し
、
世
界
思
想
レ
ベ
ル
の
言
語
哲
学
と
評
し
た
。
ソ
シ
ュ
ー
ル
的
に
言
え
ば
、
「シ
ニ
フ
ィ
エ
」の
な
い
純
粋
絶
対
の
「シ
ニ
フ

ィ
ア
ン
」、
井
筒
氏
的
に
い
え
ば
「ア
」の
発
出
が
「自
己
分
節
」の
は
じ
ま
り
（存
在
の
は
じ
ま
り
）で
あ
る
。 

 

「ア
」は
「本
不
生
」の
最
初
の
声
、
す
な
わ
ち
絶
対
無
分
節
者
が
分
節
に
向
っ
て
動
き
出
す
第
一
歩
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
さ
っ
き
説
明
し
た
よ
う
に
、
意

識
そ
の
も
の
の
生
起
の
兆
し
で
あ
る
と
と
も
に
、
存
在
論
的
に
は
、
万
物
の
始
源
で
あ
り
、
帰
趨
で
も
あ
る
。
絶
対
無
分
節
者
は
、
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
言
語
的
自
己
顕
現
の
始
点
に
お
い
て
、
大
日
如
来
と
し
て
形
象
化
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「ア
」音
は
大
日
如
来
の
口
か
ら
出
る
最
初
の
声
。
そ

し
て
こ
の
最
初
の
声
と
と
も
に
、
意
識
が
生
ま
れ
、
全
存
在
世
界
が
現
出
し
始
め
る
の
だ
。 

「ア
」（a -

）は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
否
定
を
表
わ
す
接
頭
辞
で
あ
る
。
「非×

」、
「不×
」、
「無×

」、
ど
ん
な
も
の
を
も
っ
て
き
て
も
、
「あ
ら
ず
、



あ
ら
ず
」と
そ
れ
は
言
う
。
経
験
的
事
物
、
事
象
の
一
切
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
否
定
す
る
「ア
」は
、
た
し
か
に
無
的
、
無
化
的
性
格
を
も
つ
。
経

験
的
事
物
、
事
象
の
虚
妄
的
実
在
性
を
否
定
す
る
の
だ
。
絶
対
無
分
節
者
の
無
的
側
面
を
表
示
す
る
、
と
言
っ
て
も
い
い
。 

だ
が
、
「ア
」音
の
機
能
は
、
存
在
否
定
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。 

 

空
海
に
と
っ
て
、
「ア
」音
は
一
切
の
音
の
始
源
、
従
っ
て
意
識
・存
在
の
始
源
で
あ
る
。
梵
字
（デ
ー
ヴ
ァ
・ナ
ー
ガ
リ
ー
）の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
で
、
「ア
」

の
文
字
が
一
番
最
初
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
そ
れ
を
暗
示
す
る
。
そ
し
て
ま
た
「ア
」は
、
一
切
の
音
の
根
源
で
あ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
切
の
語
に
（す
な
わ
ち
、
一
切
の
存
在
者
に
）内
在
す
る
。 

す
べ
て
の
子
音
文
字
が
、
梵
字
の
書
写
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
「ア
」音
を
含
ん
だ
形
（例
え
ば
、K

がK
a

と
い
う
形
）で
常
に
表
記
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
が
、
「ア
」の
こ
の
普
遍
的
内
在
性
の
標
微
で
あ
る
。 

 

「凡
そ
最
初
口
を
開
く
音
に
、
み
な
阿
の
声
あ
り
。
も
し
阿
の
音
を
離
る
れ
ば
、
す
な
わ
ち
一
切
の
言
説
な
し
。
故
に
衆
声
の
母
と
な
す
。
（し
か
る

に
）凡
そ
三
界
の
語
音
は
、
み
な
名
に
依
り
、
名
は
字
に
依
る
。
故
に
悉
曇
（サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
字
シ
ス
テ
ム
）の
阿
字
を
衆
字
の
母
と
な
す
。
ま
さ

に
知
る
べ
し
、
阿
字
門
真
実
の
義
も
、
亦
是
の
如
く
、
一
切
の
法
義
の
中
に
遍
ぜ
り
」と
い
う
『大
日
経
疏
』の
一
文
は
、
今
こ
こ
に
述
べ
た
「ア
」音
観

を
説
い
て
明
快
。
こ
の
思
想
を
同
じ
『大
日
経
疏
』は
、
も
っ
と
簡
単
明
瞭
に
、
「一
切
の
語
音
を
聞
く
時
、
す
な
わ
ち
是
れ
、
阿
の
声
を
聞
く
が
如
く
、

一
切
の
法
（一
切
の
存
在
者
）の
生
（生
起
）見
る
時
、
す
な
わ
ち
是
れ
、
本
不
生
際
を
見
る
」と
も
表
現
す
る
。 

（『意
識
と
本
質
』） 

 

井
筒
氏
は
、
善
無
畏
と
一
行
が
共
書
し
た
『大
日
経
疏
』（『大
日
経
』の
註
釈
書
）の
原
典
ま
で
見
て
い
る
。
鈴
木
大
拙
な
ど
と
は
大
ち
が
い
だ
。
そ
し

て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
「声
字
実
相
」を
述
べ
る
。
空
海
に
と
っ
て
は
、
存
在
界
の
一
切
が
究
極
的
、
根
源
的
に
は
大
日
如
来
の
コ
ト
バ
で
あ
る
。
つ
ま
り

一
切
が
深
層
言
語
現
象
で
あ
る
。 



 

五
大
に
皆
響
有
り 

 

十
界
に
言
語
を
具
す 

六
塵
悉
く
文
字
な
り 

 

法
身
は
是
れ
実
相
な
り 

 

「五
大
（地
・水
・火
・風
・空
）、
み
な
響
き
あ
り
。
十
界
、
言
語
を
具
す
。
六
塵
（色
・声
・香
・味
・触
・法
）は
こ
と
ご
と
く
文
字
。
法
身
は
是
れ
実
相
」

（『声
字
実
相
義
』）と
は
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
。
同
じ
く
『声
字
実
相
義
』の
「名
の
根
本
は
法
身
を
根
源
と
な
す
。
彼
よ
り
流
出
し
て
、
し
ば
ら

く
転
じ
て
世
流
布
の
言
と
な
る
の
み
」と
い
う
一
文
は
、
空
海
の
こ
の
言
語
的
世
界
現
出
思
想
を
要
約
す
る
。 

こ
う
し
て
大
日
如
来
の
コ
ト
バ
と
し
て
展
開
す
る
存
在
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
、
そ
の
絶
対
的
究
極
の
一
点
に
お
い
て
、
「空
」で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
空
海

の
哲
学
的
立
場
は
明
ら
か
に
龍
樹
以
来
の
大
乗
仏
教
に
属
し
は
す
る
け
れ
ど
、
「空
」を
否
定
的
に
捉
え
、
そ
の
無
的
側
面
を
強
調
す
る
諸
派
に
対

し
て
、
彼
は
「空
」を
肯
定
的
に
捉
え
、
そ
の
有
的
側
面
を
強
調
す
る
。 

（略
）だ
か
ら
、
彼
の
見
る
「空
」、
す
な
わ
ち
「法
身
」は
「有
」の
充
実
の
極
。
内
に
充
実
し
き
っ
た
「有
」の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
然
的
に
外
に
向
っ
て
発
出

し
よ
う
と
す
る
。
発
出
し
て
、
い
ま
や
一
切
万
有
に
な
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
全
存
在
生
起
の
始
点
に
お
い
て
、
「法
身
」は
、
空
海
に
と
っ
て
根
源
的
コ

ト
バ
で
あ
る
。 

根
源
的
コ
ト
バ
、
ま
だ
ま
っ
た
く
分
節
さ
れ
て
い
な
い
、
絶
対
無
分
節
の
コ
ト
バ
。
「法
身
」が
一
切
万
有
を
内
蔵
す
る
「有
」の
極
限
的
充
実
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
の
意
味
の
意
味
、
全
存
在
の
「深
秘
の
意
味
」で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
最
も
根
源
的
な
コ

ト
バ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

（『意
識
と
本
質
』） 

 

こ
の
井
筒
の
空
海
言
語
哲
学
論
、
す
な
わ
ち
東
洋
哲
学
の
「
脱
構
造
主
義
」「
脱
構
築
」
に
よ
っ
て
、
宗
祖
大
師
の
密
教
思
想
は
世
界
レ
ベ
ル
の

哲
学
思
想
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 



こ
の
ノ
ー
ト
を
書
き
な
が
ら
、
昨
年
夏
に
亡
く
な
ら
れ
た
松
岡
正
剛
さ
ん
の
尊
霊
と
「
空
海
」
と
井
筒
を
語
り
合
っ
て
い
た
。
昨
年
の
暮
に
は

二
日
間
に
わ
た
っ
て
「
お
別
れ
の
会
」
が
行
わ
れ
、
七
百
人
を
越
え
る
松
岡
さ
ん
ゆ
か
り
の
人
が
別
れ
を
惜
し
ん
だ
「
惜
影
会
」
だ
っ
た
。 

周
知
の
通
り
、
松
岡
さ
ん
は
古
今
東
西
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
「
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
」
に
通
じ
、
そ
れ
ら
を
集
め
て
一
つ
に
す
る
編
集

の
達
人
で
、
現
代
日
本
を
代
表
す
る
「
知
」
の
巨
人
で
あ
る
。
そ
の
博
学
多
識
は
誰
も
が
驚
嘆
す
る
も
の
で
、
四
十
才
で
『
空
海
の
夢
』
を
書
き

わ
が
宗
祖
大
師
「
空
海
」
を
世
界
レ
ベ
ル
の
思
想
家
に
位
置
づ
け
て
く
れ
た
。 

『
空
海
の
夢
』
を
縁
に
親
交
を
重
ね
、
東
京
銀
座
「
ソ
ニ
ー
ビ
ル
」
で
行
っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
五
大
に
み
な
響
き
あ
り
」
を
皮
切
り
に
、
松
岡

さ
ん
の
監
修
と
舞
台
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。「
空
海
」
の
書
な
ど
「
文
字
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
六
塵
こ
と
ご
と
く

文
字
な
り
」
や
、
人
（
有
情
）
の
声
と
楽
器
（
非
情
）
の
音
を
コ
ラ
ボ
し
た
「
声
明
」（
真
言
僧
）
と
和
太
鼓
（
炎
太
鼓
）
の
合
同
演
奏
も
開
催
し

た
。
私
に
と
っ
て
は
、「
空
海
」
の
現
在
化
で
あ
り
、
社
会
情
報
化
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
松
岡
さ
ん
が
編
集
し
て
演
出
し
、
舞
台
化
し
て
く
れ
た
。

松
岡
さ
ん
が
提
案
し
て
く
る
テ
ー
マ
は
い
つ
も
「
声
字
実
相
」
だ
っ
た
。
松
岡
さ
ん
は
「
五
大
に
み
な
響
き
あ
り
」「
六
塵
こ
と
ご
と
く
文
字
な
り
」

が
お
気
に
入
り
だ
っ
た
。
あ
の
頃
の
こ
と
を
今
独
り
で
懐
か
し
ん
で
い
る
。 

   

令
和
七
年 

初
月 

初
大
師
の
日 

 

草
学
道
人 

 

長
澤
弘
隆 


